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野鼠ノ諜林保護事的研究

(国版第一万至第五)

Untersuchung uber Feldmause von Standpunkt 

des Forstschutzes aus betrachtet 

(Taf. I-V) 

Von 

Assist-Prof. Eijiro Kinoshita 

林皐士木下柴次郎

緒目

(r67) 

本邦ユ於ア野鼠ノ林業上ニ費ス }V被害ニ就キアハ林業ニ従事ス }V者

ノ夙ニ熟知ス }V慮ユシアタ鞭近造林事業ノ勃興スノV ニ伴ヒ p盆今其ノ被害

ノ多キヲ加フ }Vニ至 v 9。而ジア其ノ被害医域 J、金問ニ亙ノV ト雄，特ニ北

海道ニ於ア甚ジク，比年其ノ損害ニ苦ジメラノV}V慮ナ人故ニ野鼠ノ害 J、

造林事業ニ従事スノV者ノ著ジク劫威ヲ戚ズ }Vモノユジ 7，森林ノ保護上

忽緒ニ附ス可ラザノV 問題ナ 9 トス。之 ν ヲ以ア本大串林皐数室ニ於ア川

大正三年以来新島敬授指導ノ下ニ畢生諸氏ヲジア卒業論丈トジア之ガ

調査研究ヲナナジムノV所ア 9vヌl，余モ亦，更ェ深ク其ノ研究ノ必要ヲ認

メ，大正八年以来之 vヌf研究ユ従事センコトヲ企アタ 9。然 v ドモ夏ニ研

究ヲ要スノV 他ノ事項ニ妨グラ V，未ダ充卦ナノV 結果ヲ皐ノV ニ至フズ。唯従

来研究 v来 V}V蕗=由 9得タ }V所少カラザノV ヲ以ア，之 vヌf記述ヲナジ，

先グ其ノ報告ヲナサシトスノV モノナ 9
0

本研究ユ就キア J、我園ニ於ア未ダ統一的エ調査セラ V タ }Vモノナシ。

従ア各地ュ於ケ }V野鼠ノ分布 J、不明ユ属ス )Vヲ以ア，各地方ユ於ケ }V有



(168) 

害野鼠ノ種類ヲ決定スノV ノ要ア 9。之ガ林業上ノ被害 J、各地方ニ依 Y或

J、野鼠ノ種類ニ依 9異 )V毛ノア 9J象防駆除ノ方法ニ就アハ未ダ完全ナ

ノV モノナキヲ以ア，之ヌf賓行セフ )V)Vモノ地方ニ依 9匝やタ 9。叉，同一ノ

方法ニ劃ジアモ，野鼠ノ種類ニヨ 9其ノ効果ヲ異ユスノV モノア 9。是等 ρ

我圏全部ユ亙 9ア調査研究ヲ行フ必要ヲ見 )V毛ノナ 9。故ニ本研究ノ開

始ユ営 9本皐ニ依 9ア本州，朝鮮3樺太，牽湾ニ於ケノV 各森林関係ノ官署，皐

枝等ニ調査ニ必要ナノV~康項ヲ記セノレ調査用紙ヲ配付ジ，之 v ヌf研究材料

ノ遺附ヲ求メタ 9。今其ノ僚項ヲ掲記ス V ...T'¥，""左ノ如ジ。

1，林地名及其面積 2， 1¥庁舎官臆 3，所在地 4 林種 5，事業開始年度

6，被害面稜 7，被害地=於ケル地勢 8，同上土性及其深度 9，同上土壌

混度 10，同上地搭下刈手入ノ方法及河童主 II，同上森林ノ扶態 12，野鼠ノ

種類 13，被害年度 14，被害樹撞 15，被害程度 16，被害樹ノ年齢，直径及

樹高 17，被害時期 崎被害地積雪期間 19，被害地ノ隣接地種 20，敵獣

ノ有無 20，防除法及其効果 22，備考

而ジア之 vヌf同答ヲ得タ )V毛ノ究ノ如ジ。但ジ×印ヲ附 V タ )Vモノ J、

野鼠ノ被害ノナキモノニジア，ム印 J、調査未済ノ報告ヲ得タノV モノナ 9。

青森犬林匝署 秩関大林区署 東京大林匝署

大阪大林E署 高知大林区署 熊本大林由主署

鹿児島大林阻害号 ×骨子室林野管理局札幌支局 帝室林野管理局東京支局

×帝室林野管理局名古屋支局骨室林野管理局木曾支局×朝鮮総督府農商工部山林課

筆湾総督府笹林局 ム朝鮮総督府管林廠 ×樺太鹿林務課

北海道臆林務課 ×東京府臆 ×京都府聴

×大阪府隠 ×兵庫際臆 ×長崎県芸臆

新潟賂臆 ×埼玉県菜臆 ×群馬骸聴

×千葉際臆 茨城賂臆 ×栃木鯨臆

滋賀県革臆 奈瓦県率、臆 三重騒臆

×盟主知県革臆 静岡県幸、聴 山梨燦臆

×岐阜膝臆 ×長野際臆 宮城際臆

x扇島県華麗 ×岩手絡臆 ×山形県革臆

×秋国勝鹿 X石川l賂臆 X富山県季、臆

×鳥取綜聴 ×岡山鯨臆 ×鹿島鯨臆

×山口鯨臆 和歌山鯨臆 ×香川 l隠臆

×愛媛県是鹿 ×高知鯨鹿 幅悶賂‘E窓



大分県革臆

×宮崎鯨臆

X 徳島県幸、臆

L:>.佐賀票率臆 A 熊本鯨臆

×鹿児島豚腐 X沖縄脇腹

×東京帝岡大拳農皐部附属千葉演習林道E出所

×京都府立農林拳俊

(t6<)) 

X 盛岡高等農林拳校

×三重県幸、立農林皐校

×和歌山鯨立農林象校

×鹿児島高等農林拳授

×岐阜際立農林皐校

×高知!際立農林祭校

宮城脇立小牛m農林畢校

X 宮崎鯨立高鍋襲撃佼

以上ノ回答ユ依 9被害アノV報告ヲ得タ JV毛ノ二十三ヶ所調査未済ノ

報告ヲ得タ JV モノ三ケ所3被害殆 l'~ 無キカ或 J、会ク無キ報告ヲ得タノV 毛

ノ四十二ヶ所ニ達セ 9。而ジア余 J、本報告ヲ調査ス JVト共=北海道ュ於

テ最有害ナノV ぺつどよ、をる Eねずみヲ本大串林皐科賞験苗圃ユ於ア飼

育ジ，之 vガ諸種ノ賓験ヲ開始スノV ト共ユ虞他ノ本道産野鼠ニ就アモ亦

費地調査スノV 所ア 9タ 9。

本報告ヲナスニ常 9常ニ懇切ナノV 指導ヲ賜 9タJV教授新島博士ニ深

ク戚謝 v，叉多クノ調査賞 t蟻ヲ帯助セラ v タJV北海道帝園大串林皐科卒

業生吉川1，石川，渡遺，岡部等ノ諸氏ェ !-Jv謝意ヲ表ス。

第一章 森林=有害ナル野鼠ノ種類及其ノ名稽

現今本邦産鼠科=属ス JV種類 J、はtztJ.ずみ亜科 (Microti nae)及ねずみ

亜科 (Mur・inae)ノ二亜科 Microtus，Evotomys， Apodeml同 Micromys，Rattus， Mus， 

Ne∞os叩oka王泊a，Le訓e引not山hl加11汀r巾.

9。此等ノ鼠族 J、本多IS到ノV慮ニ棲息ジ.fl.ツ吾人ニ事}ジ少ナカラザノV損害

ヲ及ボスモノナリ。野鼠ト稀スノV...、林野ニ棲息ジ農林業上有害ナノV 種類

ヲ総稀ス JV モノニジア，吾人 J、此ノ内如何ナノV 種類ガ森林ニ聖~v被害ノ

著ジキモノナノV ヤヲ明カニスノV 要ア 9。先グ嚢ユ各地ヨ 9得タノV 報告ユ

ヨ?野鼠ノ名稽ヲ記述ス V ...，.，¥""究ノ女ov。

蓋 襲撃世頭鼠 大鼠

九 州:かゃれ のねら 窄まねずみ l:r: "1こねずみ のねずみ もヤらねずみ

四 国~まねずみ はつかねずみ

近 畿: もヤらねずみ(土俗豆鼠)。まねずみ

中 園~コまねずみ(方言し- 1'1)土龍鼠 も〈・らねずみはたねずみのねずみ
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関東

東北

北海道

八三{土名) さう鼠(士名) !) oぴこち It t:ねずみ

もヤらねずみ のねずみ どよ鼠戎 ρ も守ら鼠(方言)

Itっかねずみ 『コまねずみ はたねずみ

上ニ掲記セ y 如ク野鼠 J、俗解甚グ多ク V ア，旦ツ地方=依 9匝今夕 JV

モノア 9。叉之 v ヲ動物皐上ノ和名ト事}照スノV モ一致ス JVモノ少ジ。而ジ

ア之等ノ地方ヨ 9野鼠ノ標本ヲ得 JVコト能川ザ 9シヲ以九本報告ノミ

エヨ 9ア J、，其種名ヲ確定スノ'V '::1 1、困難ナ 9。故ニ詳細ナノV 之ヌf研究 J、後

日ニ譲 9弦ユ J、主トジア余等ノ蒐集ジ得タ Y標本ニ基キ調査ヲナセ 9。

次ニ本邦ノ林地ニ於ア採集 v得タ JV野鼠ノ種類ニ就キア其ノ形質ヲ記

述セ y トス。

本邦産鼠ノ分類皐的研究=就キテ ρ 青木文一耳~著日本産鼠科 (191 5) ア人夫ノ記載 P

伺著=貢 71i斤多 γ。

は?とおずみ

もぐらねずみ，のねずみ

Microtus montebelli (M.-Edw.) 

Taf. II，日g.1， Taf. IJJ， fig. 1 

A向licolamontebelli Milne-Edwards， Rech. Mamm.， p. 285 (1874) 

bτ1icola ltatanedzumi Sasaki， Bull. coll. Agric. Tokyo， VI， p. 51 (1904) 

Micro加 11tontebel!i.，Thomas. P. Z. S. II. p. 352 (1905) 

Micromys 11tomebel!i，波1工，鼠族調査報告 p.6 (1909) 

青木文一郎，日本産鼠科 p.13 (1915) 

農商務省，rr甫乳動物闘解 p.105 (1924) 

産地 馬門(青森県革)盛岡，日光，富士山，日置山(岐阜賂)111崎(京都府)川内(宮崎県お

..(鹿児島賂)大抵新潟，静岡，長野，茨城

鵠長 10.0cm内外p尾川短クジア鰹ノ三分ノーョ 9稿ヤ大ナ 9。耳 ρ 短ク

V ア毛ユア被 J、)V。背部 J、寅黒栂色ニシア亦昧ヲ帯ピズ。腹部川和、ヤ灰白

色ヲ帯プ。背腹雨部色彩ノ界 J、鮮明ナラズ。前後肢共毛ヲ以ア掩 J、V，背部

J、黄白色ナ 9。掌梶及疎梼共ユ五個ヲ有ス。尾 J、短ク，僅カニ毛ヲ以ア掩 J、

V，上面 J、11青友色，下面 J、友白色ニジア漸次移行ス鱗環明瞭ナラズ。

頭葦 J、繊弱ナラズ。角張 9鼻骨精今短ジ。稜眼窯突起 J、精ャ突出ス )V ト
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綾頭骨丸昧ヲ有セず JVヨトエヨ 9，ij民蓋 J、四角形ヲ呈ス。口蓋骨ノ後方 J、

簡草ナラズジア，正中線ノ隆起ヲ以ア匪舟セラノ'VJV問所ヲ有ス c鼓胞精ヤ

大ナ 90

歯 J、凸角凡ア銃ジ。m
1-，、一個ノ前環ニ績イア四個ノ完全三角ヲ存ス。内

外側ユ於ア二個ノ凹角ト三個ノ凸角ヲ有ス。m2"'t、一個ノ前環ニ績イア三

個ノ三角ヲ有ス。内側ニ一個ノ凹角ト二個ノ凸角ヲ有寺内外側ニ J、二個ノ

凹角ト三個ノ凸角ヲ存ス。 013-'、一個ノ前環ニ績イ九三個ノ完全三角ヲ有

料次=後環ヲ備フ。而ジア内外側ユ三個ノ凸角ト二個ノ凹角ヲ有事/議環

ノ内側 J、僅カ湾曲ヲナス。

11l1-，、一個ノ前環ニ究ギこ個ノ不完杢三角及五個ノ完全三角ト一個ノ

綾環ヨ 9ナノV。内側ニ於ア六佃ノ凸角ト五個ノ凹角ア人外側ユ於ア五個

ノ凸角ト四個ノ凹角ア 90m2-，、四個ノ完全三角ト一個ノ綾環ヲ有ス。内側

ニ於ア三個ノ凸角ト二個ノ凹角トヲ有料外側ニ於ア J、三個ノ凸角ト二

個ノ凹角トヲ有ス。 1113-，、三個ノ環ヲ有竹内外側共三個ノ凸角ト二個ノ四

角ヲ有ス ν ド毛，外側ノモノ J、内側ニ比ジ頗 }V小ナ人

頭骨ノ測定次ノ如ジ。

最大長 26.3mm 

額骨部ノ躯 15.5 

眼集中隔ノ断 4 

前日蓋孔ノ長サ 4.4 

mlノ息苦 1.5 

鵠ノ測定次ノ如ジ。

性 |頭及胴

念 19J
尾|後足

基底長 25.611110 

鼻骨長 7.3 

開腹ノ長サ 13-4 

上自前列ノ長サ 6.7 

ヰ i産地|日附|備考
肌

mm
宮崎賂|大iE口年|日高義賓氏

:> 
1 l露島岡有林 18月日目| 採集

本種 J、分布ノ最モ康キ種類ナ 901904年佐ゃ木理皐博士・ニヨ 9研究セ

ラ v農林業上有害野鼠ナノV コトヲ明カユセラ vタ人 1905年トーマス氏

(Thomas)ユ依 V ..，T....，四囲，九州ニ稀 vナ 9 ト記セラ vタ }Vモ， 1922年九州熊本

管林局ノ報告(野鼠駆除ト其成績)ニ依 v...，>>，.，同管内ユ於ア年令被害ヲ逗 V
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グス JVコトヲ報ゼ 9。然 v 1'~ 毛北海道ユ於 7 ，.1、未ダ本種ノ存在ヲ見ズ。嚢

苧報告ユヨ 9得タノV 野鼠ノ名稽中，はたねずみ，もぐらねずみ，あーぴ乙ら，

のt.;l.ずみ等 J、主トジア本種ニ該常ス JVモノナノV ペジ。

ベつどふをおどaずみ
ゑぞやちねずみ

Evotomys bedfordiae Thomas 

Taf. 1， fig. r. Taf. IT，白g.2， Taf. III，日g.2 

Thomas， Abstr. P. Z. S. No. 23， p. 18 (1905) 

.Evot01.勿's(Craseo1/lys) beijor，必αeThomas， P. Z. S. London， lI， p. 353 (1905) 

CraseoJl.グ'sbef[lordiae Thomas， P. Z. S. p. 413 (1907) 

波江，鼠族調査報告 p.8 (1909)，青木文一郎，日本産鼠科 p.16 (1915) 

新島春直，新編森林保護感上絵 p.101 (1923) 

農商務省，rr市乳動物嗣 i1'手(1924)

EvotOl.勺'sru.loca1Zus smithu' Thomas， Hinton Monograph of Voles and 

Lernmings， Vol. 1. p. 136 (1926) 

産地 ト V チヤパーヂ，チピサ=，鈴谷川河口(樺犬)乳呑路(千島)函館，稲山(渡島)

倶知安，余市(後志)，:鰹川，札幌厚別，下富夏野(石狩)天瞳置戸津;別(北見)苫小牧(晦振)

頭部川短大ニシア口吻尖れ眼 p 閏グシア小ナ 9。耳 J、大ニジア頭部後

側ニ於ア睡毛中ニ隠 V，其ノ尖端稲ャ突出ス。

種ノ背面茶褐色ヲナジ黒褐色ヲ混ズ。茶色 J、成長スノV ニ従ヒア増ス。又

雄ニ於ア茶色濃厚ニ V ア，特ニ各毛ユ於ア著ジ。

毛 J、軟クジア約 Iommア 9，刺毛ヲ i昆セズ。其ノ最長キモノ 15mmュ違ス

睡仰aJ、茶色ヲ帯ピタノV 友色ユジアフ腹部 J、淡褐灰色ユジア稿ャ黄色ヲ帯

プ。黄色 J、多毛ニ於ア特ニ著ジ。背部ヨ 9腹部ニ至ノV 問ハ色ノ境界剣然セ

ズジア漸弐移行ヲナス。毛基 J、灰白色ナ v 1'~ モ上端 J、茶掲色ナ 9 。鼻口及

上唇ニ川若干ノ長キ鼻讃ヲ供へ戚嫡ヲ司ノV。耳 J、目立ザノV茶色ヲナス。其

ノ先端茶色ノ細毛ヲ被ノV。四肢，、淡褐灰色ニジア E止ノ先端白昧ヲ帯プ。前

肢 J、第一位t頗ノV 小ニジア他ノ四世能ク接達ス。何 v毛長キ爪ヲ有ス。後肢

J、五世共ニ能ク接蓮ジ尖 V JV轡曲セ JV爪ユヨリア林木ニ磐昇ス JVヨト

• 
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ヲ得。即チ爪ユヨ 9ア瞳ノ不平均ヲ支へノV 者ナ 9。掌梶 J、五個ア 9，皆楕固

形ヲ呈ジ形ヲ同ジクス v 1:モ第一掌祷 J、最大ナ 9。第一 HII:....'頗ノV 小ニジ

ア梶ノ如キ形朕ヲ呈ス V I'+~ ，爪ヲ有スノV ヲ以ア区別ジ得ベジ。毛 J、最後

ノ梶マデ掩へ 1'-モ他 J、皆裸出ス。蹄t祷 J、六個ヲ有ス。外側ノモノ最大ニジ

ア第六番目ノモノ J、最小ナ Y。毛 J、最後ノ祷ニ至 ;Vマデ生ズ。

尾川上面反褐色ニジア下面白ク疎毛ヲ生ジフ鱗環ヲ認メ得可ジ。

頭骨，、大ニジア繊細ナラズp全形角張 v 9。顎骨弓 J、通常ニ撰芳t9，軽ク

ジア中央幅虞シ。前口蓋孔 J、細長ク巾狭ジ。門歯後二粍ニ始 9，臼歯ノ直前

ユ終ノV。鼻骨 J、和令長クp眼寒中隔ノ部 J、京!日長ナ 9。成年時ユ於ア J、雨側平

行ス。後眼案突起 J、大ニジア，臨蓋ノ肩ノ前端ヲ形成ス。側隆起 J、明カニ憤

ヌ{v ドモ角張ラズ。脳蓋大ニシア角形ヲ呈ミ/，鱗朕骨大エジア鼓胞稿ャ大

ナリ。乱回数字~=8 ナ 9 。

臼歯 J、頗ノV 強大ユジア，歯冠高グ形成セラノV。内外側共交互ェ凸角ヲ有

ジ，歯冠 J、完杢ナノV三角形ヲ形成ス。上臼歯 1111....'一個ノ竿固形ノ前環ヲ有

ジ，四個ノ完全ナノV 三角ヲ存ス。而ジア各側三個ノ凸角ト二個ノ凹角ヲ有

ス。而ジア凸角川外側ニ於ア銃ミ/0n12.i'、一個ノ前環ト三個ノ完全三角ヲ有

ス。内側ニ於ア J、ニ個ノ凸角ト一個ノ凹角ト和小ナ ;V向ーヅノ弛キ凹角

ヲ形成ス。外側ニ ρ 三個ノ凸角ト二個ノ凹角ヲ有ス。内側ノ凸角川外側ユ

於ケノV 凸角ヨタモ鈍ニシアy殊ニ第二凸角川闘昧ヲ帯プ。m3....、前環ト後環

トヲ有シ誕間三ヅノ三角形ヲ存ス。最後ノ三角川不完杢ユジア後環ト相

通ズ。内外側各 φ三個ノ凸角ヲ出竹内側ユ於ア二個ノ凹角，外側=於ア二、

個メ凹角ヲ出セリ。

m1....、前環ト綾環トノ間ニ，五個ノ三角形ヲ有ス。最先ノ三角形門前環 b

ノ間ユ狭キ通路ヲ有ス。而ジア内側ニ玉、ヅノ凸角ト四ヅノ凹角ヲ有名ノ，外

側ニ於ア....'，四倒ノ凸角ト三個ノ凹角トヲ有ス。 n12J>、 "JVi後環ノ間ュニツノ

三角ヲ置ケ ;Vガ如1シ。前環 J、卦 v アニヅノ三角ヲ呈ス Y ヌf如ジ。内外側ユ

三個ノ凸角 h内外側ニ二個ノ凹角ヲ有ス。m3....、前，中，後ノ三環ヨ 9成ヲ，内

外側ニ三個ノ凸角ト二個ノ凹角ヲ有ス。但シ外側ノ凸角川内側ノモノニ
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比ジ著シク大ナタ。

頭骨ノ測定次ノ如ジ。

最大長 28.5mm  

額骨部ノ傾 17.0 

眼築中隔ノ幅 4.0 

口蓋部ノ長サ 13.0 

上臼歯列ノ長サ 6.1 

髄ノ測定次ノ如ジ。

基底長 26.omm 

鼻骨長 8.0 

間践ノ長サ 9・9

前日蓋孔ノ長サ 2.1 

m1ノ脳 1.5 

日 l性同ム胴I2 戸戸 I~ ~ I日

2 

3 

4 

5 

6 

7

8

 
9 

10 

11 

12 

令

市

O

A

o

♀

令

O

T

A

O

O

T

念

会

O

T

A

O

mm  
108.0 

mm 
45.0 

40.5 

46.5 

48.0 

49.0 

55.0 

41.5 

52.5 

42.5 

43.5 

52目5

43.0 

mn主
19.0 

20.0 

19.5 

19.5 

19.5 

20.0 

20.0 

18.0 

19.0 

17.0 

18.0 

20.0‘ 

考

mm  

13.0 幌凶!

幌 1926

幌 I29.IV. 1926 

114.0 

106.5 

103.5 

108.0 

101.0 

114-0 

1l0.0 

109.0 

102.0 

116.0 

102.0 

13.5 

'

L

E

L

'

L

E

L

f

L

e

L

 

ふ

令

孟

z

ふ

令

ふ

A

・
1
・土・

腕 2.V.1926 

幌 I6. V.1926 

幌 I20. V.1926 

12.0 

13.5 

12.0 

13.0 

15.0 I札幌 V.1928

13.5 I札幌 V.1928

13.0 石狩 V.1928

13.0 下富真野 I12. V.1926 

14.0 札幌 1926

13.0 I天強 xr.1927 

本種 J、'905年北海道石狩岡新篠津産ノ標品=依 9，トーマス氏ノ命名

セY モノナ 9。然 lVニ'926年ヒントン (Hinton)氏..T'，本種及すみすねずみ

(Evoto問J'ssmithii Thos.)，あんだーそんねずみ(l!.votomysandersonii Thos.) ~こいが

たねずみ(EvotoηJ'slZl・igataeAnderson)ノ四種ヲ以ア同一ノ型トジ，之等ヲ一

括ジア Evotomys1'1ifocanus smithii Thos.ナ lV名稀ヲ附ジタ 9。然 v ド毛抜ユ J、

北海道産べっとムをる Eねずみヲ明フカニセンガ錦メ，便宜上向ホ奮名

ヲ用フ lVコト、セ 9。

本種 J、北海道各地 Z 最虞ク牙布ジ。又多数造林地ニ群生ジア被害ヲ逗

シクス lV種類ナ人
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みかどおずみ

Evotomys mikado Thomas 

Taf. I，日g2， Taf. II， fig. 3， Taf. III， fig. 3・

Thomas， Abstr. P. Z. S.， No. 23， p. 19. (1905); P. Z. S. II. 352 (1905); ibid p. 413. (1907) 

波江，鼠族調査第一報告 p.8 (1909) 

.l:.voI01.砂 S 仰 'lurensおm必'adoThomas， '1守木文-1m，日本産鼠科 p.24 (1915) 

農商務省農務局，rr市乳動物園解 p.112 (1924) 

Hin(on， Monograph of Voles and Lemmings Vol. 1. p. 242 (1926) 

産地 帯民，落合清山凌別，樫川l(石狩)

睡 J、べつどムをるどねずみヨ Y和ャ小形ナ 9。頭部ノ口吻 J、叉之ヨ 9

モ尖 v 1)。頭ノ先端ヨ 9脊巾ヲ通ジ楼端ニ至ノV 迄亦褐色ノ毛ヲ被1)，向之

ニ僅少ノ黒色毛ヲ混生ス。側方 J、淡黄灰色ヨ 9灰色ニ移 }V。脊側ト側方ト

ノ境界 J、明カェ目立タザ V ドモ，脊部ノ茶色 J、著ジク判然タリ。原記載ノ

如ク前肢附透ュ最モ著ミ/。下面 J、淡灰色ナリ c耳 J、毛皮ヨ 9稿ヤ突出ス。前

後肢 J、薄キ褐灰色ノ毛ヲ生i/，下面 J、灰色ナ 9。毛ノ、最後ノ祷迄生ズ。尾 J、

精ャ短九鵠長ノ約言ナ人疎毛ヲ生ジ，先端エ J、脱毛ヲ有ス。掌祷 ρ 五個ナ

9。皆稽固形ヲナス。践祷 J、六個ア1)，前方ノ四個~'，凡ソ同形ニシア楕固形

ナ v ド3後方二個J、小形ナ Y。

頭骨川角形ナラズ，九昧ヲ帯己主部扇卒ニジア梢ャ繊弱ナリ。鼻骨比較

的短ク前端幅虞ジ。前口蓋孔 J、門歯綾 I・smmニ始マ1)，臼歯ノ直前o.smmニ

終 9細長ナ P。ヒント y 氏(Hinton)ニヨノ'V.:::.，本種 J、あむーるねずみ(五

a11lureJlSβ)ニ比ス V ..t'''I・3頭骨著ジク長ク，顎骨弓左程i虞ガラズ。眼寒中隔ノ部

及脳蓋ノ幅狭ジ。臼歯短ク叉間際及鼻骨短シト云フ。鼓胞，、大ナ 9。

臼歯 J、細小ニジアp長サニ比ジ i協和ャ炭ク前後ニ麿セラ }V 、傾キア 9

内外雨側ノ凸角一般ニ銃キ角度ヲ呈ス。 1111~、前環ニ次ギ四{国ノ完全ナノV

三角ヲ有ス。内外側ニ三個ノ凸角及二個ノ凶角ヲ有ス。凡ア外側ニ於ケ }V

凸角及凹角川p内側ノモノヨリ夏ニ大ナリ。mら、一個ノ前環ト三個ノ三角

ヨ 9成れ外側ニ三個ノ凸角及ピ二個ノ凹角ヲ有ス。内側ニ J、二個ノ凸角
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及一個ノ凹角ヲ有ス。前環 J、外側ニ於ア尖 v 9 0 m3~、甚ダ複雑ニジア各一

個ノ前後環ト其間三四ケノ三角ヲ有ジ外側及ピ内側エ於ア各四個ノ凸

角ヲ有ス。叉内及ピ外側ニ J、各三佃ノ内角ヲ有ス。叉標本ニヨ 9ア J、後環

ノ内側弧朕ヲナスモノア 9。凡ア内側ノ角川外側ノモノヨ 9大ナ 9oml~、

前後雨環ノ間ニ五個ノ三角ヲ有ス。外側四個ノ凸角ト三個ノ四角ヲ有るら

内側ュ五個ノ凸角下回個ノ凹角ヲ有ス。内側ノ凸角外側ノモノヨ 9銃 ν。

m2~、一個ノ綾環ト其ノ前ニ四個ノ三角ヲ並列スノV ガ如 v。内外側ニ於ア

三個ノ凸角及二個ノ凹角ヲ有ス。 nl~.-'、前，中，後三環ヨ 9 ナ 9 前，中ノニ環 J、

各々ニ牙 v鈍キ凸角ヲナス故ニフ外側=小ナノV 三佃ノ凸角ヲ出 v，内側ニ

稿ャ大ナノV 三個ノ凸角ヲ出ス。叉内外側=於ア二個ノ凹角ヲ突出ス。

頭骨ノ測定究ノ女.nv。

最大主主 23.2mm 基底長 21.20国1

車真骨部ノ ~II日 13.3 鼻骨長 6.8 

眼築中隔ノ品目 3.7 口蓋部ノ長サ 11.5+1 

間際ノ長サ 6.7 前日葦孔ノ長サ 5.4 

上臼歯列ノ長サ 4.7 m1ノ申亘 1.0 

瞳ノ測定次ノ女nv。

番務|性|頭及胴|尾|後足|ヰ l産 地|ロ 附|備考
‘ mm 

98.0 
mm mm mm 

12.5 北海道
石狩闘騒川

10. X.1928 

2 

令

O
T

念

品
0

4

0

A

O

17.0 15.0 " 74.5 

34ρ 

35.0 

15.5 

3 88.0 32.0 22.0 14.0 " 

X.1927 

1O.IV.1927 

5 

6 

86.0 

77.5 

41.0 17.0 130 

37.0 21.5 

18.5 

11.5 

"

Y

M

Y

 

'
'
J
 

21. V.1927 4 

101.5 38.5 12.0 p 

X.1927 

17. X. 1927 

本種 J、北海道特有ノ種類トジア， 1905年トーマス氏ニヨ 9命名セラ v

v モノユジア，其基本標品川後志閤青山ユ於テ，はんのさ ，.b~ ばp樹林中苔ム

セノν倒木ノ下ユア採集セラ vタ lVモノナ 90 1915年青木氏エヨリあむー

るねずみノ亜種トジア，其皐名ヲ E.amurensis mikaゐトセラレタ 9。然 v F' 

モ 1926年 Hintoll氏J、原記載ノ如九頭書ノ皐名ヲ記セノV ヲ以ア之 vヲ採用
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セ 9。本種 J、北海道ニ於ア虞ク分布ス JVモノナノ'V-Jl，未グ人工造林地=於

ア之ヲ採集ス }Vヲ得ズ。余 J、今同北海道石狩図軽川ュア，はんのき，いたや，

かば等ノ雑木林中ニ之 v ヲ採集ジ得タ 9。向ホ詳細ニ調査ス V ，..，，¥9 多クノ

林地ユ於ア本種ノ存在ヲ接見ス JVエ難カラザノV 可ジ。

えぞaめおずみ
ひめねずみ

Apodemus geisha hokkaidi (Thomas) 

Taf. I， fig. 4， Taf. II，白g.4， Taf. III， fig 4. 

1I1icronりISgeisha hokkaidi Thomas， P. Z. S. 11. p. 350 (1905)， ibid.， p. 412 (1907) 

波?工，鼠族調査第一報告 p.8 (1卯 9)

Atodemus geisl，a geお'ha(Thos.)，苛木文一郎，日本産鼠科 p.26 (1915】

農商務省農務局，n甫乳動物園解 p.121 (1924) 

産地 青山，登別，函館，室随，蕩岩(石狩)長高部(後志)，j)I/路

盟小形ユジア細長ク，尾 J、頭，胴ノ和ョ 9長ジ。毛皮軟クジア毛 J、細グ，取j

毛ヲ混ぜズ。長ナ脊ニア 6mmア 9，背面ョ 9側面淡褐色ナ人而ジア脊面 J、

黒褐色ノ毛ヲ交ユ。腹面 J、灰白色ニジア，側面トノ色彩ノ境界判然タ 9。前

段及後肢ノ上面亦昧ヲ帯ピ，友色ユジア裏面 J、白色ナ 9。耳 J、毛皮ノ外ユ

著ジク瀬川 JVv I'~ モ長大ナラズ。褐色ニジア茶色ノ微毛ヲ内外ニ被ム JV。

掌及蝶 J、金ク裸出 ν，掌祷 J、五個，由良祷 J、六{同ヲ有ス。各祷 J、凡ソ同形ユジ

ア楕固形ナ 9。自存、保ノ最後ノモノ稿ヤ長ク延プ。尾川中庸大ニジア毛ヲ有

ス V ド毛疎ナヲ。尾ノ上面黒褐色，下面白色ナ 9。鱗環疎ナ V ドモ明瞭ナ 90

~頭数 2-2=8 ナ 9 。

頭骨，、其ノ構造甚ダf骨カニジア軽ク繊弱ナ 9。脂蓋九昧ヲ帯ピi珪起ナ

グ，鼻骨比較的長吾/。下面前日蓋孔 J、中庸ノ長ナニテ，m1ノ前方=止マ 9後

方ニ至ラズ

臼歯 J川、小ユジア m1υJ、三列ヨ 9ナ 9，前列むtら2t九3相蓮績ジア，t1 t匂Eノ角 J凶、 tら2，ら

角ヨ 9著 V カラズ。中列 tら4tら5t6相蓮績ジ竹，t4μJ、上方ユ向ヒt=， t6 ~川、稜列 t九9 ト相蓮

絡ス。後列 t匂7tら8 ノ凹角鏡ク， t匂7~ρ、上方ニ向フ。 tら8~ρ、困ク大ニジア， tら9 "ρ、中列 t6ト
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相通ズ。mら、前列 t1ヲ以ア示サ v，外方ニーケノ小突起ヲ備フ。中列 J、1111ュ

類似ス V ドモ t4~、頗 )V 小ナ 9 。後列モ亦 1111 ニ同ジ。 m九ノ前列 J、 t1 ニア現す

v，中列，後列 J、横列ヲ以ア C字形ヲ呈ス。下臼儲 1111川市;J，中3後ノ三個ノ横列

ヲ以ア示す v，而ジア前列ノ先端ェュ突起アリア前列ニ附着ス。叉稜列ニモ

附属突起ヲ有 V'，外側ニ J、細長キ附属突起アフペs穿'ij，後列ノ、八字形ヲナス。

m2~、前列ヲ棋キ，中列，後列及後突起ヲ有シ，叉前端ニ稿ャ大ナノV 外側突起

ヲ耕メニ有ス。 1I1a.....一個ノ横列ヨヲナヲ，大ナノV 突起ヲ綾端ニ有ス。

頭骨ノ測定次ノ如ジ。

最大長 z3.lmm 慕底長 18.9Ulm 

産直骨部ノ腕 II.3 鼻骨長 8.2 

眼集中 i編ノ申i活 4.6 口蓋部ノ長サ 9.5 

間際ノ長サ 6.1 前日蓋孔ノ長サ 4.4 

上自衛JlJノ長サ 3.5 m1ノ幅 1.1 

腫ノ測定次ノ如ジ。

性 |頭及胴| 足a 耳 I'ft 

mm  mm mm  mm  
7'6.0 80.0 22，0 12.5 4.XI. 1924 

88.5 90.0 21.0 12.0 グ

♀ 69.5 8i.O 17.5 13.5 室 蕗i 13. X.1926 

♀ 70.0 64.5+& 17.5 13.5 " 13. X.19
26 

1) 70.0 86.0 17.5 13.0 '/ 13 X.1926 

1) 87.5 91.0 18.0 12.0 長南部 1. X.1928 

本種 J、1905年トーマス氏ニ依ヲ命名セラ v V'モノナ 9。本州産ひめね

ずみ (Apode1Jlltsgeisha Thos.) ト比較ス V バ耳短ジ。即チ北海道産ノモノ J、12

- I3・5111111ナノIV，:::.，本州産ノモノ J、14111111ナ 9。故ニ其ノ亜種トジア接表セ

フνタ 9
0
1915年青木氏ニ依 vバ之等ノ匝別明カナラザノV ヲ以ア，本種 J、

本州産ノモノト同一種トセラ vタ 9。叉 1924年岸田氏 J、耳ノ長短ュ差ア

タト認メラ v，前記ノ名稽ヲ奥へラ vタリ。本種 J、北海道=於ア J、笹生地

品多ク棲息スノV 毛ノ、如ク，叉屡令林地ユモ棲息ス JVモノナ 90



ちおずみ

ゑぞあかねずみ

Apodemus speciosus ainu (Thos.) 

Taf. r， fig. 3， Taf. II， fig. 5， Taf. IIr， fig. 5・

Microl1tys specz'osus ainu Thomas， P. Z. S.， U， p. 349 (1905); ibid， 412 (1907) 

波江，鼠族調査第一報告 p.7 (1909) 

青木文一郎，日本産鼠科 p.34 (1915) 

農商務省農務局，n甫乳動物園解(1924)

産t也 千島，函館，勾11路，落合腫JII，三盆山(石狩)天担保知安津別居戸(北見)

(t79) 

髄細長ニジア稿ヤ大ナ 9久。頭胴ノ長サノ和 J川、，昆尾ヨ y稿ヤ長ジ。背部ヨ 9

側部~.、黄褐色ニ 5ジ/ア腹部 Jρ、双白色ナ y人。背面多少黒褐色毛ヲ交へへ'中央線

稿ヤ畏色ニ見ユ，:1.0側部及腹部 J川、色彩ニヨ 9境界明瞭ナ 9久。耳 J川、茶褐色ノ微

毛ヲ生ジ長クジア薄ク毛皮ヨ?突出ス

裏面 Jρ、白色ニア梢ヤ薄キ紅色ヲ帯プ。掌日牒襲 Jρ、何 V モ上面白z友反色ナ V ド，裏
面 J川、毛ヲ以ア掩 J川、 V ズ金ク f裸架出ス o掌椋五個，約同形ニジア清閑形ナ 9。蝶

祷六個，第一指ノ基部ニ存在スノV モノ大ナ Y。外側最後ノモノ最小ナ 9。尾

J、未熟ノモノニア 9アへ頭胴ノ和ヨ Y僅ニ長ジ。疎ナノV 毛ヲ以ア掩 J、V，

上面¥1百褐色，裏面 J、灰白色ナ上鱗環科iャ明瞭ナ丸尾ノ先端ニ J、端毛ヲ有

コ屯。

頭骨1骨カニジア隆起ナク且ヅ車!日長ナ 9。口吻長クシア間際ノ長ナノ、 m1

ノ歯冠前線ニ於ケノV 高サヨ 9モ長竹前口蓋孔 J、著 V グ長ジ。

臼歯 m
1ノ前列 J、t1t2 t"相蓮績 V アヘ字形ヲナス。中列 ts.t、最大ニジア後

列 t9....、中列ノ t6 ト相建績ス。 tsエJ、附属突起ア 9上方エ突出ス。m2.ノ前列 t1

J、m1後列 t8ニ接逗ス叉t3~、小黙ヲナシア m1tsノ附属突起ユ接近ス。中列t4，

t5， t6 .t、山字形ヲナミノア連鎮ス。中央最モ突出セ人後列 t7ts t9 .t、三黙合 v山

字形ヲナセ l'~ 眠中央最モ大ニジア雨端相;主接ス。即チ t6及 t9 .t、相癒合ス。 ts

ニ J、附・属突起ア 9。不顕著ニシア低ク表 J、JVodノ前列 J、t1 ノミユヨ 9ア

表 J、す V，中綾列 J、V 字形ヲナス。叉標本ユヨリア九毛合ジア ε字形ヲナ
ス。
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m町]1~ρ、前，中綾ノ三列ヨ 9 ナ JV〆。前列 Jρ、前突起ノ癒着ユヨ 9 凸字形ヲ呈ス。

中'後列 J川、へ字形ヲナス。f綾菱列エ J川、楕同形ノ附属突j起砲ヲ有ス。叉外側ニご個

ノ附属突起ア 9人。mνEドJ、前列ヲ快ク。中列'後列 Jρ、へ字形ヲナス

ノ突起ア 9人。 n13~'ρ、綾列及大ナノJV綾突起ヲ以ア示サノJV 、毛ノナ 9久。

頭骨ノ測定攻ノ女nv-。

最大長 29，6mm 基底長 26.5mm 

額骨部ノ航 14，1 鼻骨長 12.1 

眼寒中隔ノ嶋 4.8 口蓋郊ノ長サ 13.8 

間際ノ長サ 9.2 前日養孔ノ長サ 6.4 

上臼歯列ノ長サ 3.8 m1ノ申活 1.3 

睡ノ測定次ノ如ジ。

管. (頭及胸| 尾 耳 l産地!日
mm E】m 1mn mm 

No. 87.0 102，0 22.0 14.0 事室 )1( X. 1927 

No. 2 102，0 122，0 23.0 14.0 " グ

1:¥0. .1 80.0 79，5 21.0 15.5 " グ

No. 4 89.9 92.5 23，0 14，5 " グ

1:¥0. 5 ♀ 84.0 990 22.5 16.5 " 16. VI. 1927 
No. 6 75.0 67.0 IS.口 14.0 A少 グ

1:¥0. 6 ♀ 127.5 122.5 26.5 16.0 倶知安 1928 

No. 7 ♀ 113，5 100.0 265 16.0 " 30.1X. 1928 
No. 8 ♀ 102，5 103.0 26，5 15，0 ;fl: 見 1. X. 1928 

1:¥0. 9 -t 112.0 104，0 26.0 15，5 北見湧別 1. X. 1928 

NO.IO ♀ Il6.5 107.0 26，0 1，55 グ 1. X 1928 

1:¥0. 1I念 92.0 90，5 23，0 1.45 " 1. X. 1928 

本種 J、190j年1三三三氏ニ依 Y命名セラ V，其基本標品川青山産ノ毛

ノナ 9。同氏 J、本州産ノモノノ綾足 J、23ー 25mmナノ'V.:-，北海道ノモノ ρ

26，mm以上ナノV ヲ以ア，之 V ヲ本州産ノ亜積トジア殺表セ')，但ジ北海道

産標品ニ於アモ未熟ノモノ J、足小ナ人本種ノ棲息地 J、樫木叉 J、笹生地

ニ多ク群棲るら又屡々林地ニ入 9来 9アp林木種子ヲ食害スノV コトア 9。卦

布甚ダ虞ジ。



えじぶと栴ずみ

Rattus rattus ale玄andrinus(Geo正)

Taf. 1， fig. 5， Taf. II， fig. 6， Taf. III， fig. 6. 

λf出 σmerica1tltsSeba， Thes. 1I，30， ta1>. XXIX; Erxlelleu， Syst. An， J， p. 385 (1776) 

Lf!conte， Pr. A. N. Sc. ~hil. VI. p. 414 (1853) 

M悶 a!exand1叩

波江，鼠族調査第一報告 p.13 (1909) 

λfus furgivorus Rafinesque， Presio des D岳couv.et Travaux Somiologiques， p. 13 (1814) 

Mus tectorum S~vi， Nuovo Giorn. de' Letterati， Pisa. X， p. 74 (1825) 

及。Oxztssim!ae Lesson. Man. de Mamm.， p. 274 (1827) 
M，凶 asiatiCltsGray， Charlesw. Mag N. H. (2) T， p. 585 (1837) 

Mus sy!vestris Pictet. Mem. Soc. Phys. et dl Hist. Nat. Geneve， IX， p. 153 (1841) 

lI-fus leucogωter Pictet， Mem. Soc. Phys. et d/Hist. Nat.， Geneve， IX， p. 154 (1841) 

Mus nemora!is De Selys-Longchamps， Atti della seconda Riunione degli Scienziati ltaliani， 

Torino. 1840 p. 247 (11)41) 

lI-fus savi・叩ntrゐLight， Branto Muizen， 108. 

hI.ω in:fuscatas Wagner， Suppl. Schr~b. IIT， p. 445 (1843) 

Mus setosus Lund， Bras. Dyr. (1843) 

Mus picteti Schin7.， Synops. Mamm.， IJ， p. 142 (1845) 

M則前bore附 Buch.Ham.， Horsf. Cat. Mus. E. I. C. p. 141 (1851) 

M出 rattusintermeaius Ninni， Atti del reale Inst. Veneto， 5th. ser.， VIT， p. 574 (1882) 

Mus alexandruzus Elliot， Fleld Col. Mus. Zool. Ser.， II， p. u8 (1901) 

Mus (Epu1tys) rattus internedius & M (E) rattus alexa1tdruzus， Trouessart， Fauna Mamm. 

dl Europe， pp. 143 (1910) 

Epimys rattus a!exa1tdrinus Mi1!er， Cat. Mamm. W. Europe， p. 854 (1912) 

Mus ratttts alexa1Zdrinus Aoki， Ann. Zool. jap. Tokyo， VlII. p. 305 (1913) 

青木文一郎，日本産鼠科 (1915)p. 22 

Rattus ratt前 a!exa1Zdrin1tS， Hintn， 1920 

農商務省，n甫乳動物園解 (1924)p. 130 

産地 各地，.:=.盆山(石狩)

(181 ) 

韓外観強大ナラズ。頭，JJ同ノ和 J、尾ヨ 9長ジ。背ヨ 9側面 J、黄褐色ニシア，

腹面友白色ナ?。脊面 J、黒褐色ノ毛ヲ交へp殊ニ正中線ニ於ア黒色ヲ呈ス。

側面ヨ 9腹部ニ歪ノV 色ニヨ Y境界剣然タ 9。前後肢共JJi..白色ユジアp由民 J、

裸出ス。掌祷五個皆同形ナリ。蝶祷 J、六個ユジア，後方二個戸大ナヲ。耳 J、甚



(18~) 

ダ大ニジア，之ヲ折返ストキ J、眼ニ遼ス。毛皮薄クジア宇透明ニジ九甚ダ

微小ナノV 毛ヲ生ズ。尾 J、暗褐色，裏面灰白色ナ 9。黒褐色ノ短毛ヲ疎生i/，鱗

環明カナ 9。

頭骨ノ構造九昧ヲ帯プ。唯側隆起ヲ有ス。鼻骨相長ク，下面ニ於ア前日蓋

孔 J、門歯ノ綾約 3・5mm.ヨリ起ヲア， 1111ノ前線ニ達ス。鼓胞大ユジア届卒ナ

ラズ精闘形ヲ呈ス。

歯 J、m
1歯冠前線ニ沿ヒ，三列ノ凸字形ノ高 "? 9ヲ有ジ中央ノ高マ 9大

ナ 9。中列 J、前列ユ類似ジ凹角大ナ 9。後列ニ於ア J、匂ヲ蝕キ， tsトら ρ 相

蓮績ス。 mら、前列=於ア唯一個ヲ有ス。中列 J、完全ニ凸字形ヲナセ)，~ -'e，後

列ユ J、九ノ前回角比較的深ジ。mら、ら唯一個ヲ以ア示す ν，中列 J、へ字形

ヲナジ，後列 ts..t、唯一個ヲ示スモノナ 9
0
1ll1..T、前列，中列，後列ノ三列ヲ有ジ

前列前方ニp凹角後方ニ凸角ヲ有ス。中列，後列 J、前方ユ凸角，後方ニ凹角ヲ

有ス。後列ノ外側ニ小突起附属 v，後突起ヲ存ス。 lTI2-，"、前列ナク，中列及綾列

J、m2ト凡ソ同様ナ久然 v ドモ後突起稿ヤ大ナ 9 トス。m，，-'"、後列ノミ存在

ジ，後突起著ジク大ナ 9。

頭骨ノ測定次ノ如ジ。

最大長

編骨部ノ幅

眼寒中隔ノ胸

間瞭ノ長サ

上臼歯列ノ長サ

髄ノ測定次ノ如ジ。

33，lm皿

16.7 

5.7 

9，5 

5.4 

基底長 29.1m皿

鼻骨長 11-4 

口蓋部ノ長サ 16.0 

前日蓋孔ノ長サ 5，8 

m1ノ鯛 1.9 

性 l蹟及胴(尾|後足|耳|日附|産 地

mm mm  mm  mm  

1> 123.0 Il5.0 255 17.0 XI. 1926 空知郡三笠山村

合 104.0 91.5 23.5 16.0 ，/ グ

さ 132.0 1130 26，0 16.~ グ '! 

本種 J、源ヲエジプト及ピヌピア (Nubia)地方ニ接ジ，どぶねずみト共ニ

盛ュ蕃殖 v，世界各所ニ移住ス )Vニ至 ν9。本亜種 J、本主¥>各地ニ多数棲息

ス lV'，モノノ如ジ。本道ニ於アモ林地ユ之 V ヲ採集ジ得タ人



c!!ぶ楓ずみ

しもらうねずみ3のるうえーねずみ，ちゃ v.ろねずみ

Rattus norvegicus (Erxl.) 

Taf. 1， fig. 6， Taf. II，白g.7， Taf. III， fig. 7・

M凶削仰egicnsErxlehen， Syst. Regni Anim‘， p. 381 (1777) [Norway);. 

Elliot， Field Col. Mus. Zool. Ser. IV， p. 164 (1904) 

M凶 decumanusPallas， Nov. Spec. Quadr. Glir， Ord， p. 91 (1778) 

波江，鼠族調査第一報告 pp.3. 11 (1909) 

Mus surmo!ottus Severinus， Tentamen Zool. Hungaricaae， p. 73 (1879) 

(d~3) 

Mω，iecumamts hybr凶 ISBechsteill， Pennants Allgell1. Uebersicht d. Vier!uss. Thiere II， p. 743いお0)

lIfus casPius Oken， Lehrb. d. Naturgeschichte， IIf， pt. II， 895 (1816) 

Mus hibernicus Thompson， P. Z. S. p. 52 (1837) 

Mus decumanno件 sHodgson， J. A. S. B. X. p. 915 (1840) 

Mω brunneus Hodgson， Ann. Mag. N. H.， XV， p. 265 (1845) 

Mlts humi!iatus Thomas， P. Z. S. p. 772， (1898) 

Mus norvegic;ωRehn. ProC. Biol. SoC. Wash. XllI. p. 167 (1900) 

lIIus decul1lalZus Elliot， Field Col. Mus， Zool. Ser.， 1I， p. 117 (1901) 

E-'pimys norvegicus Satunin， Mitth. Kauk. Mus.， Tiftis IV， Lief. 1-2， p. 111 (1908) 

M凶(母imys)norvegicus alld M (E) norvegicus hibernicus Trouesart， 

Faune Mamm. d' Europe， p. 142 (1910) 

Epunys norvegicus Miller， cat. Mamll1. W. Europe， p. 8S8 (1912) 

青木文-ifiC，日本産鼠科 (1915)p. 60 

Rattus 1zorvegicus， Hintoll， 1920 

農 I淘務省，晴乳動物園絡 (1926)p. 132 

産地 各地，天堕，石狩

盟強大ナ 9。頭，胴ノ和尾ヨリ長ジ。脊部，、濃緒黄色ニシア，黒禍色ノ長毛

ヲ混生スJ夏面灰白色，背部ヨ 9側部ニ至ノV 境界 J、朔然セズ。前肢，後肢 J、白

昧ヲ帯ピ，下面裸出ス。掌祷五個，牒棒六個，膿梼ノ内側最後ノモノ後方ュ長

ク伸長ス。後肢 J、比較的大ナ?。耳 J、小ナ v V毛毛皮ヨ 9突出 V'，とヲ折返

ス毛眼ニ達セズ。裏面ニ J、褐色ノ短毛ヲ有ス。尾 J、割合ニ短クジア，短キ剛

毛アリ。鱗環明瞭ナタ。尾ノ色 J、上面 J、H白色，下面相ヤ淡ク品者ノ境界不明

ナ'90

頭骨 J、強大ユシア 3脳葦部九カラズ。側|径起著ジク，顕現骨ノ全長ニ沿ヒ



(184) 

ア綾方ニ併行ス。鼻骨強大ニジア比較的長ジ。下眼案孔川西洋梨形ヲ呈ス。

前口蓋孔 J、大ニジア門歯ノ綾方約 4粍=始マ 9m1ノ歯冠前方 I粍=達

三/ア止ム。鼓胞比較的日平ニジア基底面ヨリ見ア三角形ヲナス。

歯 J、歯冠三列ヨ 9ナノ'vm1前列三黙連績ジアへ字形ヲナジ)t1園ク ta最

大ナ V F'モ t3~、頗 )V 小ナ 9 。中列 t4)t5) t6正ジクへ字形ニ連績内相等 V キ凹

角ヲナス。後列匂ヲ敏除シ ts最大ニミ/ア)t9 ト相連績ジ前回角ヲ形成ス。 m
宮

ノ前環 J、車ニ tJヲ以ア示サノV ノV ノミナ Y。而ジア比較的大ナ 9。中列 J、三

黙相蓮績シへ字形ヲナス。後列 ρ t7侠除ジ t8最大ユジア，t9 ~、甚ダ不顕著

ユジア痕跡ヲ表 J、スノミナ 9̂  maノ前列 J、車ニ t1 7.以ア示-'j'V，形精ヤ小

ナソ。中列及後列=相常スノV モノハ外側ニ於ア連絡ジ C字形ヲナス。 lllJ~、

三列ヨ 9ナザタ前列 J、前回角ノミ存在 v後間角ナジ。中列ユ於ア J、後四角

大ナ Y。而ジア内側ノ突起稿ャ大ナ 9。後列ニ於ア J、前凹角ヨ 9後四角甚

ダ銃 v。大ナノV外側突起ヲ存 V，叉後突起ヲモ出ス。 m2~、中3後ノ南列ヲ以ア

示サレp何 vモへ字形ヲナス。中列ニ於ア外側突起小ナ 9。後列ュ於ア J、後

凹角著ジカラズ。金ク分離セノV 小突起ヲ外側ニ有ス。n】戸、後列ュ於ア後四

角ア V 1'~ モ著ジカラズ，稿ヤ大ナノV 後突起ヲ存ス。

頭骨ノ測定次ノ如シ。

最大長 39.ぴnm 基底長 36.5mm  

額骨部ノ胸 20.2 鼻骨長 15.0 

眼案中隔ノ版 5.9 H蓋部ノ長サ 19.1 

間際ノ長サ 11.7 前日差孔ノ長サ 7.0 

上臼歯列ノ長サ 6.5 m1ノ版 2.1 

櫨ノ測定究ノ如ジ。

性|頭目「尾|後足|耳|産 地|日附

子¥ぷ |-JE-li「jil--ド1927
本種 J、世界的ニ虞キ卦布ヲ有シ，本邦至 )V所ニ棲息ス。殊ニ人家ノ附近

ニ J、最モ多ク見ノV 種類エジア林地ニモ亦屡今出入スノV モノナ 90

主主意 産地名中太字チ以テ詑セ ψJ、本製林準致室所綴ノ標本エヨ事タル唱ノナ人

‘ 
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第二章 鼠科ノ特徴及野鼠=閲ス Fレ検索

前章=於ア野鼠七種ノ形質ヲ記述セジヌl，更ニ之 V タf識別上ノ要黙タ

)V各部ノ特長ヲ掲記シ，且ツ其ノ用語ノ解説ヲナジ，森林家ノ賞用ユ使セ

ントス。鼠科ニ属スノV 動物 J、p鎖骨能ク義違丸腰骨及排骨川延ピア相接合

ス。頭骨 J、前頭骨ユ綾眼Z窯民突起ヲ快キ

起=ヨ 9作ラ V竹 9品E額官骨 J川、其ノ問ニ蓮ノ)V。下眼案孔 Jρ、大ユ寺ジ/ア上部虞ク九，下部

品至 y狭狭、クナ 9ア，土三三朕ヲ呈ス。頭骨ノ構遣ヲ圃示ス V バ号次たノ如ジ

A.背面 B.腹面

目.鼻骨 (05na5ale) 

m.上顎骨 (05maxillare) 

A B 

5.前頭骨 05frontale 

_----12. ..... 
一凡m.一一一一一一』

P.m前顎骨
(Os praemaxillare) 

j額骨 05zygomaticum 

p.願項骨 05parietale 

o.後頭骨 Osocci pitale 

t.政骨(政胞)
05 tympanicum 

b.基底後頭骨
l'ar5 basilaris 

S 鱗朕骨 Os5quamosum 

P. a.口蓋骨 Ospalatinum 

A. 1.最大長 (Gre山

第一国べっとふをるどね歩みノ頭骨

2.額骨部ノ嗣き (Zygomaticbreadlh) 

3.限築中隔ノ腕 (Interorbitalbreadth) 4・鼻骨長 (Lengthof na5a15) t.r.側隆起 (Temporalridge) 

B. 1.基底長 (Basilarlength) 2.口養部ノ長サ (Palatilarlength) 

3. 上臼歯 ~J ノ長サ (Length of upper molar series) 4 関脇 (Diaste町斗ノ長サ

5.前口蓋孔 (Foramenpalatinum anterius)ノ長サ

歯 J、16個ニジアフ歯式ρi-;J-;ナ 9。門歯〉上下顎ニ於ア二個グツ存 v，歯

ノ外部ノ面ニ J、茸士郎質ヲ被れ黄褐色ヲナス。其ノ先端整ノ如ク鏡ジ。歯質

J、綾面ニ於ア厚ク被 9，歯ノ磨滅消耗ト共ニ接達科常ニ銃キ賦態ヲナス。

上門歯ノ軸ハ弧朕ヲナジア {I¥I張竹前顎骨ヲ通過料上顎骨ニ於ア臼歯ノ

前端ニ終ノV。叉下門歯ノ軸門前者ヨリ大ナノV 弧ヲナシア，下顎ノ下面ヲ通

過ジ綾方ニ準ミ，下臼歯面ノ上ニ出ズ。各門歯ノ基底 J、空洞エ V ア，生活中
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之 v ェ歯髄ヲ臓ジ歯ノ稜逮ヲ促 γ，多クノモノ J、絶エズ生長ヲ績クノ'vt: 

ノナク。門歯ト前日歯ノ間ニ J、p虞キ間際アタ。臼歯 J、上下各側三個ユジア，

最前ノモノ大ニジア，最後ノモノ小ナノV ヲ常トス。

歯 p、実突起ノ記載チ街便ナラ γ メ ;y11-病人上下顎臼歯チ m1m2 m3及ピ mlm2maノ詑君主ユ

テ表 V，ねずみ亜科 (Murinae)ノ宅ノ戸ー少ノ臼歯=於テ 9個ノ突起，前中後ノ三列チナス。之

V チ内側ヨリ重責へ前列IJ::. !t t2 ta中刻IJ::. 1.1 t5 tG後列IJ::. t7 t8 19ノ詑競チ附ス。

歯ヌ、識別ノ最大要黙ナルチ以テ，新 y グ得タ ，11標本戸銀チ以テ口角チ深グ切甲，其ノ歯

チ検スルチI1Jトス。

前章ニ於ア記述セノv野鼠七種〈はたねずみ亜科(Microtinae)及ねずみ亜

科 (Murinae)ニ隷属ス。此雨亜科ノ者 ρ 大約其外貌ニ依れ之ヲ識別ス }Vヲ

得可シ。即チはたねずみ亜科ノ者ハ一般ニ飽短ク，頭部ノ幅贋ク耳小形ナ

1) ，口吻短ク尾叉短シ。ねずみ!ffi科ノ者 J、，耳大形ニジテ膿毛ヨリ裸出川後

脚 J、著ジク前脚ヨ 9 長シ。尾長クジア樫ト殆 l'~ 同長ナク。然 V ドモ雨者ノ

著ジキ差違黙 J、臼歯ノ形状ニア1)0 

野鼠ノ識別ニ便センガ錦之 vガ検索表ヲ掲記ス V バ突ノ如ジ。

1.目指ノ歯冠円高キ三角柱ヲナジ，其ノ岨鴫面 J、馬平ヲナジ，暗部質ノ隆

起線ニヨリアナセノν三角形型ヲ交互ニ並べ，二縦列ヲナス。無根ナノV カ或

J、叉原始的ノ根ヲ有ス。 はたねずみ亜科 Microtinae

A. 口蓋骨 J、雨側ニ問所ヲ有ス。下門歯 J、長クジア，其ノ綾端 J、阻H爵面

以上ニ達ス。下顎骨ノ外面ニ頴著ナノV 結節ヲ有川臼歯 J、成熟ユ至

}Vモ根ヲ有セズ，一般ニ凹凸角銃シ。 はたねずみ属 Micr叫 us

a. 一般ノ特性属ニ同ム頭蓋骨張ノ'V はたねずみ Microtllsmontebelli 

B. 口蓋骨 J、共ノ綾端甚ダ筒車ニジア，側部ノ問所ヲ見ズ。下門歯 J、比

較的短ニジテ，下顎骨ノ外部ニ結節ヲ作ラズ。其ノ綾端 J、岨鴫商以

下ナリ。歯 J、成熟ュ達ス V バ二根ヲ有ス。臼歯ノ凹凸角一般ェ鈍ナ

ノV 傾向ヲ有ス。 やちねずみ属 Evotomys

a. 頭蓋ノ構造強大エジア角張ノV。歯 J、強大ニジア rf!l角鈍ナタ。

ベつぎムをるぎねずみ Evotomysbedfordia~ 

b. 頭蓋ノ構造繊細ナ Y。歯 J、Jt較的強クシア前稜ュ歴縮セラノV。

# 
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みか Eねずみ Evotomysmikado 

n.臼歯ノ歯冠低クミ/ア，歯冠ニ固形ノ突起ヲ形成ス。上臼歯ノ阻!層面ニ於

ア，突起 J、子個ノ縦列ユ並べ得ベジ。完全ナノV 歯根ヲ常ニ有ス。

ねずみ亜科 Murinae

A.上臼歯列ニ於ア， nl! m2ノ歯冠ユ三佃ノ突起ヲ内側ユ縦列セジメ得

可 Vo

a. ~豊小p頭蓋繊弱ニシテ 25 mm以下，後足21l1ltU以下ナリ。上限寒縁闇

ジ。耳ノ長サ 12mm以下。えぞぴめねずみ Apodemusgeisha Hokkaidi 

b. 韓大，頭蓋稿ヤ強固ナ Y。頭蓋25mm以上，後足 26l1lm以上，上眼案縁

ニ角ア 9。 もねずみ Apodel1l凶 speciosusainu 

B.上臼歯列 m1m2ニ於ア，歯冠ニ二個ノ突起ヲ内側ニ縦列ス。

<l.頭蓋 J、柏、ヤ繊弱ナム脳蓋九昧ヲオピ，側隆起著ジカラズシア外

方ユ屈曲ス。色 J、背面褐色ニジア裏面灰白色ナリ。側隆起ニ副へ

ノV 顕頂骨ノ長サ川各側隆起間ノ幅ョ 9著ジク小ナ 9。

ゑじよとねずみ R.rattus alexandrinus 

b. 頭蓋 J、強固エジアフ脳蓋 J、届平ナリ。側 l提起殆 I'~ 異直ニジア且ヅ

平行 V，外側ノ方ニ著ミ/グ曲ラズ。側陀起ニ沿へノV 願頂骨ノ長サ

J、，各側隆起間ノ l揺すニ等ジ。 ~ぶþ.ずみR. norvegicus 

第三章 野鼠ノ生活朕態

野鼠ノ生活朕態 J、，其ノ種類ニ依 9稿ャ異ナノV。然 v Vモ林業上最有害

ナノV はたねずみ類 J、，皆相類似セノV 習性ア 9，本研究 J、専ラ北海道=於ア

舟布虞クジア，J1ツ最有害ナノV べつどよ、をる Eねずみニ就キ調査セ }Vモ

ノナ 9。

1. 野鼠 J性質

野鼠 J、其ノ性温順ユジア慧敏ナ 9。叉頗ノV 怯惰ニジア，他ノ動物ニ事}ス

}V散望号カナジ。故ニ日中川多ク其ノ巣ニ隠 v，夜間 J、地上ニ出デア昔聾ヲ

接シア鳴も盛ニ活動ジア食ヲ求メ，之 ν ヲ自己ノ巣中ニ運ピ貯フノV モノ
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テタ。叉日中ト雄，危険ナキ賦態ニ於テハ食物ヲ求ムノV コトア久殊=多期

食物ノ欠乏ニ際ジアハ樹幹ユ昇リア樹皮ヲ噛食ジヅヅアノ'V7，麗 φ目撃

スノV所ナク。

2. 野頭 J棲息地

野鼠 J、種類ニヨム其ノ棲息ノ地ヲ異ニス。ぺつどよ、をるどねずみノ最

モ多ク棲息スノV~、草原地ナリトス。殊ニ原野，牧草畑地ノ如キ，常ニ耕作セ

フvザ IV地ニ多ク集合スノV 者ナリ。管巣地 J、過度ノ潟潤地ニ金ク遁セズ

ト践。叉高燥ナノV 地ニ於アモ少ナク，寧ロ潟潤地ニジア，雨水ノ停滞セザ IV

土地ヲ好ムモノナ 9。従ア畑地ノ畦昨，河岸叉 J、排水溝ノ傾斜地等ユ J、最

モ多ク，叉活林地ニ於ケノV根株，倒木ノ下ニ其巣ヲ管ミ易ジ。然 V ドモ欝閉

ヲ保チタノV 密林中ニ J、之ヲ見出スヲ得ズ。野鼠ノ通路 J、一定スノV モノノ

如ク，壁巣ノ場所ヨム常ニ一定ノ道路ヲ走 9往来スノV モノナリ。即チ排水

溝或 J、路傍ニ於ア，屡今野鼠ノ通路ヲ接見スノV コトアヲ。叉野鼠 J、屡 φ棲

息地ノ移動ヲ行フコトア 9。彼ノ食物ノ豊富ニジア，敵獣ヲ避ヶ得ベキ場

所ヲ逐フア去ノV -}/如キ或 J、冬期積雪ニ際ジタ J、，地中ノ巣ヨヲ他=移動

ス IV場合ノ如キ之レナヲ。

3. 野鼠 J皆巣獄態

野鼠ノ、常ニ地中ニ坑道ヲ穿チp其ノ一部ェ巣ヲ設ヶ棲息スノV モノナヲ。

其巣 J、地中 1-2尺下ニ於九坑道ノ一部ニ囲網形ノ穴ヲ穿チ，其中ニ藁，草

等ヲ切断シア之 v ヲ遺ノV。坑道川地下 1-2尺ノ深サマデノ間ニ遺ラ V，長

クジア屑曲ス。其ノ一端 J、地上敷ヶ所ニ開孔 v出入ニ便ス。叉坑道ノ一部

ヲ横大ミ/，食物ノ貯蔵ヲナス場所ヲ遺ノV コトアム野鼠ノ替巣 J、，其ノ地ユ

存スノV 自然物ヲ利用スノV 場合多-vJJ'J へ .A"~，林地ニ於ア J、倒木，根株等ヲ最

毛多ク利用竹平原エ於ア J、牧草，藁等ノ禾堆，t尼士ノ堆積物，河岸，排水溝，畦

昨等ヲ利用スノV 場合多ミ/。

実ニ '927年 4月札幌近郊ノ平原ニ於ケノV，野鼠べつどよ、をるどねずみ

ノ壁巣!伏態ヲ調査セノレモノヲ掲記ス V バタ第四国版ニ示スガ如 V。

本管巣ハ牧草畑ノ一部ニ存在仏何等自然物ヲ利用セザ IVモノナ人地
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上ユ於 ケ lV出入口ノ数 ρ ，bt b2 b:1 b.. ノ同ケ所ユ V ア，之 ト ßl 絡~ lV坑 道 J、

径 l 寸内外，業ノ浅キ毛ノ川地下 0・3ー 0.4尺深キモノ 1.0乃至 2尺ニア人

坑道川延 φlinu11 v，其ノ燦張面積 1.37 均三ェ及プ。此ノ耳~ .t、地下1.0- 1.2尺低

所ニア.97，坑道ノ一部精 lii/Jf~ ユ 1慶大セラ V ，其ノ大サ J、約 問 2 寸，'.長サ 6 寸

ナ 人其~ニ;jt草 ヲ闘形 ニ堆右!I セ人~ノ附近 J、特 ニ坑道大ナ人今此 i柱 ョ

9各出入口ユ至ノV 距離ヲ示セバ，出入口 b，ニ至 JV~ .t、 2.)尺，b2ニ歪ノV エ J、

6尺Jb:; ，.t、 8.5尺.b......、9尺ナ人叉各出入 口 ヲ辿絞セ Y 坑道川被荊tヲ極 メ試

ニ最短 Uli雌ヲ前ノV ュ， b，ョ.9b2ニ至ノV 5尺， b，ヨ 9 b，ニ至ノv7.)尺， b，ヨ.9 b~ 

ニ至ノV 10尺，Czョ.9b..ニ至 lV8.5尺， bJヨ クb，ニaノv12.5尺，bzョ 9 b九 二 aノV
4 . 5 尺ナ 人此{'t~ニノ、唯 一ケ j苅ノ巣ヲノミイ干花見 1 錐， 1也ノ大ナノν 主主~ニ

J、数個ノ巣ヲ見ノV コ l 

ト稀ナ ヨズ.之 V 野鼠

ノ捷.b!.~I止ノ多キユ ヨ

ノν ナノV ベシ e叉~ノ外

ニ食物貯議所ノ設置

ア.9 7' ，:W，;ノ位置ヨ Y

1.8尺ノ場所 ユ之 vヲ

後見セ人其ノ食物 ト

VT牧草ノ根株ヲ切

断セノV 毛ノヲ多 F貯

綴 V タ人本後iiLニノ、
m二凶 :fj'i~ 下=於ケ宇野氏ノJlU紡小)

目立奨所 ヲ見ノν ョ 1・ヲ何=ザ Y キ。

北海道ノ虫1¥キ積雪ノ深キ I山ニ於ア 刊さ;;~ÞJ 野 良川主主ノ径Jj1ヲ地表面ニ

移月毛ノナ 人即チ積雪J9Jニ歪 v，内野鼠 p 地， I~' ョ.9 1:11デア，其ノ地表面ニ

坑道ヲ造 9，Jj1ヲ管ムモノナ人而ジア其坑i立ノ、}];ピア長ク池上ユ走 v 人

次ニ 19271j!，[月札幌近郊ノ牧草地ニ於 7，本後五Lノl晩年寄ヲナセ人共 ノ

笹巣J伏態 J、第四 回，/)仮ニ示ユ如¥!?ニシア，地表面ェ替 マノν 、'"ノナ人其ノ

坑道 J、地 '~I'ニ於ケノV ガ虫1¥!?/iiiu!Jv，其ノ滅。民而杭 1・33til'ユマタガノV モノ
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司ナ Y。叉坑道ノ大ナハ地中ノモノヨ 9稿虞ク，直径 1.0-LS寸ユ至 ;V。巣 J、其

中 Jr.， ニアリア，牧草ノ枯葉及樹葉ヲ以ア盆紋=遣れ其ノ大サ1.0X 1.2尺，其

ノ高サ J、2・5-3・5寸ナ 9。巣ノ出入口 J、五ヶ所ニ設ケラ V，夫 ν ョ 9坑道ユ

自由ニ走 9得ベキ様ユ遺ラノV)挽糞所 J、巣ノ一部ニ接ジア設ヶフ V，二ケ

所ユ堆積セラ ν，其糞数 3649及 2600ケナタ。(第二国参照)此ノ如キ巣跡及ピ

坑道ノ痕跡ハ融雪後屡令認、メ得ペシ0'1色フニ野鼠ハ融雪後 J、直チニ奮巣

ユ蹄 9，其ノ一部ノモノ J、p特別ノ新巣ヲ造ノV ニ至ノV毛ノナノVベジ。

4. 野鼠 J 貧物

野鼠 J、植物質ヲ食ス。稀ニ同類相殺ノ女日キ肉食ヲナスヨトア v 1'~ モ，之

ν最毛食物ノ欠乏スノν時ニ起 JV稀ナノV171Jナ 9。季節ニ臆ジ或 J、土地ノ閥

係ユ従ヒ，其ノ食物ヲ異ユス。通例夏ノ候草木ノ生長スノV 時期ニ於アハ主

トシア植物ノ葉及室ヲ噛食ス。例セバ牧草地ニ於アハ牧草ノ草及官宿ノ

葉ノ如キ川彼等ノ最モ好ム食物ナ 90秋季ニ至 9草類萎凋セントスノV 頃

ニ於アハ著ジク食物ヲ己ガ「巣ニ貯蔵セ y トスノV 性ア 9017IJへバ熟セ JV草

木ノ種賓，穀物類，17IJセバモば，とうもろ乙し.'開，楢等ヲ食ス。而ジア冬期ュ於

ア草木全ク凋萎三九食物ノ欠乏ヲ来ス時ニ於ア，地上ニ残 V;V草木ノ根株

ヲ食料或 J、叉樹皮ヲ噛食ス。殊ニ幼批樹ノ者ノ如キハ其ノ最モ好ム所ナ

野 鼠

番 奇書
雌ノ採集叉，、

生V?<か月日

雌ノ採集
叉p、生V
?< Iレ毛ノ

E 
持

15. X. 1924 

15. XI. 1924 2 

3

4

5

6

 

3. V. 1925 

3- V. 1925 

3. V. 1925 

4. V. 1925 

5. V. 1925 

7. V. 1925 

13. V. 1925 

3. VI. 1925 

7 

8 

9 

10 

採
今e
20. 1. 1925 

14. V. 1925 

13. v. 1925 
勢

14. IV. 1925 

2. VI. 1925 

13. V. 1925 

~ 

J 戸、J
T

A

戸、J
H

、J

弓
&

q

e

Q

J

9

 

E

E

 

-

-

I

I

 

H

V

 

•• 
'

句

d

戸、d

争

E 5. v. 1925 

26. X. 1925 2 

6 

2 13. v. 1925 I 30. v. 1925 

1/ 

グ

グ

1/ 

1/ !?6Jw 5 
採(子) I 25. X. 1925 I 5 

採 I13. V. 1925 I 6 

長骨

S. 1 V. 1926 I 6 I 24. V. 1926 
持

5. VI. 1925 I 6 I 1. Xl. 1925 

生

採(子〕

19.IX. 19.25 

23. JX. 1925 

6 

f
U
 
2
 
n
y
 

Y.A 

• Y
E
 

vE.晶帯m
 

凋
坤
守• * 14. IV. 1926 
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9。林木ニ事}スノV被害ノ起 }V~、企ク野鼠ノ食物ノ欠乏セ }V 時期ユジア，即

チ冬期ニ於ア起 }Vモノナ 9。野鼠 J、，積雪期中地上ニ巣ヲ遺 9，坑道ヲ穿ツ

ュ嘗 9，其通路ニ営 V}V草木ノ根株，並ユ樹木ノ外皮ヲ噛食ス }Vコト多ジ。

従ヅア積雪ノ深キ地方ニ於ア J、英ノ融雲ノ時期迄被害著ジキモノトス。

町ジア之等ノ被害 J、春季融雪ジ，且ツ草木ノ萌芽ノ出グ }Vニ及ピ1上マ }V

宅ノナヲ。

5. 野鼠 J蕃殖友生長

野鼠 J、一ヶ年間=産児ス }V同数多キト，受胎日数短クジア且ツ幼児ノ

接育早キトユ依 9ア，其蕃殖力強キ動物ナ 9.之 v ヲ室内ニ於ア飼育ス JV

1トキ J、，年中蕃殖ジ得ペジト錐モ，其ノ蕃殖 J、気候，食物ノ供給，年齢等ノ関

係ニヨ 9差異ヲ生ズ }V毛ノノ如ジ。

余 J、1924年ヨ 9 1926年ュ亙 JV三ヶ年間，野外ヨ 9ぺつぎよ、をるどねず
R R R 

みヲ採集 v，コ V ニ長サ1.65幅0.85深サ I・2ノ飼育箱中ユ雌雄ヲ入 V，菖宿，燕

婆，馬鈴薯等ヲ適宜ニ供給 ν，室内ユ於ア飼育ジ、タ 9。之 v非自然的ナノV 飼

養法ナ 9 ト雄，稿ャ可良ナ }V蕃殖及ピ生長ヲナ'vタノV ヲ以ア，其結果ヲ掲

グントス。

飼 育 表 、伊印 p、推定ユヨル生月日〉

産児 第四次産児 第五次産児 第六次産児 雌ノ死亡セ 飼育セ

:産児童主 産児月日|産児薮 産党月日|産児般 産児月日|産組 yν 月 日 Pレ日重宝

* E 8. VI. 1925 E 14. X. 1925 z 一 一 22. X.1926 738 
刻院

4 IO.III. 1926 E 18. V. 1926 2 1. IX. 1926 2 10. X.1926 695 

一 一 一 一 一 一
A¥ 

一 6. VI. 1925 35 

3 I.IIl. 1926 3 一 一 一 一 5.VIII.1926 460 

一 一 一 一 一 一 14.VI.1925 43 

一 一 一 一 一 一 ー 16. IX. 1926 401 

3 一 一 一 一 一 一 1. VI. 1926 393 

z 一 一 一 一 ] 一 8.XII.1925 2IO 

一 一 一 一 一 一 軍5..III.1926 129 

6 "1 17. VI. 1926 6 一 一 一 一 9. X.1926 494 
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a 
第三次

披 I阿tノ採集叉ハ
番 叉，、生v 産-一見一一月一日一一了|一産児童主

生V タルJJ日 ル宅ノ 産見月日|産購 1 益見月日|

11 I 29. V. IlJ25 採く子〉 3. VI. 1925 8 14、VIIl.1925 5 

* 12 I 14.VII1. 1925 生 4.IV. 1926 6 29. V. 1926 8 

* 13 13. V. 1925 " ll. X. 19
25 2 10. IV. 1926 8 

14 15. VI. 1925 採〈子〉 ll. III. 1926 5 

* 15 5. VI. 1925 " 17. V. 19
26 2 

* 16 15. y. J925 採 20. V. 1925 不明 3. X. 1925 I 6 
場

17 27. VI. 1925 採(子〉 6. III. 1926 3 :IV 
E

ぺ
5 

潟 IL VIm6  18 3. VI. 1925 生 19. III. 1926 不明 9. IV. 1926 4 

19 3. VI. 1925 " 
2d 3. VI. 1925 I p 

2[ 5. VI. 1925 " 
22 5. VI. 1925 採

本

23 5. VI. 1915 生 2. X. 1925 4 
調B

24 29. VI 1925 採〈子〉 4. IV. 1926 4 |23V E926| 7 

* 25 15. VII. 1925 採 29. IX. 1925 8 24. III. 1926 4 

26 15. VII. 1925 F 

27 21. VI. 1925 グ 7. X. 1925 4 

126.IX 明 l * 23 15. V. 1リ25 採(子J 3. IX. 1925 4 5 I.IIl. 1926 

* 29 3. X. 1925 生 8. IV. 1926 3 

30 29. IX. 1925 " 27. IV. 1926 5 I 22. VI. 1926 I 3 
31 29. IX. 1925 " 23. IV. 19

26 6 

32 8 X. 1925 p 

33 23. IX. 1925 " 1. II. 19
26 3 

34 26. X. 1925 グ 12. 1. 1926 5 7. V. 1926 I 2 

35 7. X. 1925 " 13. III. 19
26 5 

36 26. X. 1925 1/ 16. III. 1926 5 4. V. 1926 6 

* 37 25. X. 1925 F 20. IV. 1926 4 18. V. 1926 6 

38 25. X. 1925 " 21. IV. 1926 5 30. X. 1929 6 
* 39 25. X. 1925 " 5. V. 1926 4 
* 40 15. III. 1926 " 16. V. 1926 4 

41 12 1. 1926 " 29. V. 1926 5 I 15. X. 1926 I 
2 

42 24. IV. 1926 " 
1 25. VII. 19

26
1 
* 43 4. IV. 1926 " 10. VI. 19

26 5 3 3. XI. 1926 

* 44 14. IV. 1926 F 23. VI. 1926 5 
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産兎 第四次産児 第五衣産児 第六次産児

産児鮫 ル月日 ル日数

一 一 一 一 一 一 一 I，XU.1925 187 

'ー 一 一 一 一 一 一 9. X.1926 422 

一 一 一 一 一 一 一 10. X.1926 516 

一 一 一 一 一 一 一 22. VI. 1926 373 

一 一 一 一 一 一 一 9. X.1926 492 

一 一 一 一 一 一 一 13. II!. 1926 302 

一 一 一 一 一 一 一 10. XI.1926 503 

一 一 一 一 一 一 一 8. IV.1926 310 

一 一 一 一 一 一 一 II.X.1925 131 

一 一 一 一 」 一 8. IV.1926 310 

一 一 一 一 一 一 一 5. IV.1926 305 

一 一 一 一 一 一 ーー 13.VII.1926 404 

一 一 一 一 一 一 一 15. III. 1926 284 

一 一 一 一 一 一 一 29. VI.1926 366 

{ 一 一 一 一 一 一 24. VI.1926 345 

一 一 一 一 一 一 一 8. IV.1926 268 

一 一 一 一 一 一 一 25.VII.1926 400 

3 22.IV. 1926 4 一 一 一 一 s.'lIII. 1926 448 

一 一 一 一 一 一 一 14. IX.1926 347 

ー 一 一 一 一 一 一 14. IX.1926 351 

一 一 一 一 一 一 一 15. IX.1926 352 

一 一 一 一 一 一 一 8. VI.1926生 244 

一 一 一 一 一 一 一 8. VI.1926生 259 

一 一 一 一 一 一 一 9. X.1926 349 

一 一 一 一 ー 一 一 5. VI.1926 242 

一 一 一 一 一 一 一 4. VI.1926 222 

一 一 一 一 一 一 一 8. IV.1927 537 

一 一 一 一 一 一 一 8. IV.1927 537 

一 一 一 一 一 一 一 22. VI.1926 247 

一 一 一 一 一 一 一 5. IV.1927 387 

一 一 一 一 一 一 一 5. IV.1926 84 

一 一 一 一 一 一 一 8. IV.1927 350 

3 一 一 一 一 一 一 IO'xn.1927 616 

一 一 一 一 一 一 一 8. IV.1927 360 
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時ノ採集叉戸 雌ノ採集 第一次産児 第二次産児 第三次

番 罰君 叉戸生v
日月日|産児殺 産児月日|制殿 産児月日生vタル月日 1，< Jレ唱ノ

45 27. VI. 1926 採〔子〉 31. X. 1926 4 一 一 一

46 5. V. 1926 " ll. X. 1926 4 一 一 一

47 5. V. 1926 グ 25. VlI. 1926 2 一 一 一

48 15. V. 1926 " 25. VII. 1926 3 一 一 一

49 17. VI. 1926 グ 31. X. 1926 3 一 一 一

a. 蕃殖ト季節ト J関係

べつどよ、をる E但ずみノ室内飼養ノ結果ヲ見 }Vニ，最多酷暑ノ候=於

アハ殆 F'蕃殖セザ }Vモノユジア，之ユ反シ春秋二季 z 於アハ多クノ蕃殖

ヲナスモノナム究ニ前記野鼠飼育表ニ示セノV 女日ク，親鼠49疋ヨ 9得タノV

産児度数82同ヲp月別ニ表記スレバ究ノ女日ジ。

月 1I II 1 III I IV I v 1 VI 1 VII I Vln I叶-X1---;可
:~ I-2 1-2-1~-:-I~l 二-I-::~..I~- -I-~--I.. .~-...II:.-I 2--1--0-
上表ユ依 9野鼠 J、，一月及二月ニ於ア稀ニ蕃殖スノV ヲ見 v J'~~ ，三月ヨ

9六月=至 Y 間 J、蕃殖同数多ク，五月 J、最高ノ蕃殖ヲナスモノナ 9。叉夏

季七月及八月刊著ジク蕃殖数ヲ減 v，更ュ叉?九月ョ 9十月=至 9之ガ増

加ヲ見 Y。叉十一月及十二月刊蕃殖数ヲ著ジク減ズ Y モノナタ。

之 V.::.依 9ア考察スノ'V.::.，野外ユ於ケ }V野鼠ノ蕃殖期川室内=於ヶ y

モノト多少異ナノV ト雄，大約北海道ニ於ア川春秋ノ二時期ト言フヲ得ペ

ク，殊ニ春季五月ヲ以ア最大蕃殖時期ナ 9 トス之 v ヲ費地ノ観察ニ依 }V

h野鼠 J、冬期積雪中ニ於ア J、未ダ蕃殖ヲ見ず v J'~~ ，融雪後ヨ 9 五月，六

月ノ候ニ於ア州大蕃殖ヲナスモノ、如ク，多数ノ幼鼠ヲ捕獲ジ得ペク，叉

秋期九月ニ於アモ幼鼠ヲ見 Y コト稀ナラズ。

b. 野麗 J雌雄性 J関係

野鼠ノ 'l"!f，ニ事}スノV 関係 J、，野鼠ノ蕃殖ユ重大ナノV 影響ヲ及ポスモノナ

9。雌性ヌf雄性ヨ 9多ク生ズ }V場合内其ノ蕃殖ノ数ニ於ア之ガ反fJノ場

ー
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E聖児 第四次産児 第五次産児 第六次産児 雌ノ死亡セ 飼育セ

産児聾主 産児月日|翻鮫 産党月日|産服 pレ月 日 ル日璽ま

一 一 一 一 一 一 一 S. IV.1927 286 

一 一 一 一 一 一 一 Il. xr.1926 191 

{ 一 一 一 一 一 一 5. VI. 1927 397 

一 一 一 一 一 一 一 14. IX.1926 123 

一 一 一 一 一 一 一 8. IV.1927 296 

合ヨ 9モ多キ J、常然ノコトナ 9 トス。然 V ドモコ V タf研究ユ就キア J、，多

クノ材料ト詳細ナノV 離察ヲ要スノV モノナ Y。今弦ニ前記野鼠飼育中得タ

)V材料ヲ以ア 3観察ジタ )V大要ヲ掲グントス。

野鼠ノ雌雄性別表

月川番 州一一日比四|へ ~it Iも♂|備

Il::J|:::::::l:l:|:l::;; 
II 

計

NO.33 

計

No. 10 I 20. II. 1926 

1. II. 1926 

III No. 1 

No. 2 

No. 4 

NO.14 

No.17 

17. III. 1925 

10. III. 1926 

1. III. 1926 

Il. ITI. 1926 

6. II1. 1926 

No. 18 I 19. 1 [1. 1926 

NO.25 

NO.28 

NO.35 

NO.36 

計

IV No. 4 

No. 7 

NO.12 

No.13 

24. 1 II. 1926 

1. III. 1926 

13. IlI. 1926 

16. II1. 1926 

14. IV. 1925 

8. lV. 1926 

4. IV. 1926 

10. lV. 1926 

8 

3 

4 

5 

司。，
b

司。

4 

3

H

b

，

b

4

 
勾‘一宮

2 

6

6

8

 

3 3匹失72 

2 E 

2 IJ!C失7

4匹失7

。

2 

3 2 

2 

E 2匹失7

E匹失7

5lZC失7

2匹失7

20匹失7

2匹失7

2 

2 z 

12 8 

2 4 

3 

3 

3 

3 2匹失7
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番E

一

月
一

V 

VI 

務 1産児年月日!日鍛|機厳|雌鮫|備
No.17 

No.18 

No.24 

NO.28 

No.29 

No・30

NO.31 

NO.37 

NO.38 

NO.IO 

計

NO.12 

9. IV. 1926 

9. IV. 1926 

4. IV. 1926 

22. IV. 1926 

8. IV. 1926 

27. IV. 1926 

23. IV. 1926 

20. IV. 1926 

21. IV. 1926 

14. IV. 1926 

No. 16 I 20. V. 1925 

29. V. 1926 

NO.24 

NO.34 

NO.36 

NO.37 

NO.39 

NO.40 

NO.41 

No.15 

No. 1 

No. 2 

No. 2 

No. 3 

No. 4 

No. 4 

No. 6 

No. 6 

No. 7 

No. 8 

計

No. 1 

23. V. 1926 

7. V. 1926 

4. V. 1926 

18. V. 1926 

5. V. 1926 

16. V. 1926 

29・ V.1926 

17. V. 1926 

5. V. 1925 

14. V. 1925 

18. V. 1926 

13. V. 1925 

13・ V.1925 

30. V. 1925 

13. v. 1925 

16. V. 1925 

24. V. 1926 

13. V. 1925 

No. 2 5. IV. 1925 

8. IV. 1925 

No. 5 

No. II 

NO.18 

NO.43 

2. IV. 1925 

3. IV. 1925 

30. IV. 1926 

10. IV. 1926 

5

4

4

4

3

5

6

4

5

6

係

8

7 

z 

6 

6 

4 

4 

5 

2 

2 

2 

6 

3 

2 

=J
命。
r
o
w
b
旬

J

5

8

明

5

不

4 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

3 

28 

3 

2 

3 

3 

2 

2 

3 

2 

2 

2 

3 

。

4 

5 

38 

3 

2 

2 

2 

3 

6匹失7

2 

2 

3 2匹失7

12匹失7

3匹失7

28 

2 

5 

2匹失7

3 

3 

2 

2 

2 

o 

I匹失7

。
。
3 

2匹失7

E 

E 

3~失 7

26 9~失 7

E匹失7

3 

5匹失7

2匹失7

5匹失7
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続|産児年月日|産問|雄 厳|雌 考

No. 8 5. VI. 1925 6 2 4 

NO.44 23. VI. 1926 5 5 o 

NO.1O 17. VI. 1926 6 一 一 6JZC失7

No.30 22. VI. 1926 3 一 一 3JZC失7

計 40 10 s 22匹失7

VII NO.43 25. VII. 1926 3 z z Z匹失7

NO.47 25. V 1I. 1926 2 一 一 z匹失7

NO.48 25. VIf. 1926 3 一 一 3匹失7

言f 8 E E 6匹失7

Vln No. 11 14. VnI. 1925 5 3 2 

IX No. 2 1. IX. 1926 2 I E 

No. 9 19. IX. 1925 6 E 4 Z匹失7

No.1O 23. IX. 1925 4 E 3 

NO.25 29. IX. 1925 8 5 3 

No. z8 3. IX. 1925 4 z 2 I国失7

No目 28 26. IX. 1925 5 3 z 

計 29 12 15 2JZC失7

x No. 1 14. X. 1925 正 一 一 IJZC失 7

No. 2 26. X. 1925 4 z 3 

No. 7 25. X. 1925 5 2 3 

NO.13 1I. X. 1925 z z o 

NO.16 3. X. 1925 6 3 3 

NO.23 2. X. 1925 4 一 一 4JZC失7

NO.27 7. X. 1925 4 3 I 

NO.41 15. X. 1926 2 z z 

NO.45 31. X. 1926 4 一 一 4匹失7

NO.46 1I. X. 1926 4 一 一 4JZC失7

NO.49 31. X. 1926 3 一 一 3匹失7

No.38 30. X. 1926 6 一 一 6JZC失ブ

言十 45 12 11 22匹失7

No. 8 1. XI. 1925 I E o 

XI NO.43 3. XI. 1926 3 』ー 一 3"JZC失7

計 4 I o 3匹失7
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野鼠ノ性別ヲ観察スノV ニ就キア困難ヲ戚ズノV ..T、，野鼠ガ幼鼠ヲ食害ス

)Vコトナリ。野鼠 J、産児スノV ヤ，其ノ境遇ニシア不通常ナノV 場合，殊ニ食糧

ノ不足スノV 時ニ於 :t..T、p屡令其ノ幼児ヲ食害スノV 毛ノナ Y。故ニ本統計ニ

於ア J、之等食害セラ vタノV モノヲ除キグ V ガ統計ヲ示セバ別表ノ如ク，

雄性 100，雌性 78ナノV敷ヲ得タ 9。然 v 1'.モ伺今ノ場合ニ就ア論ズ V バタ雌

雄同数ナノV 場合p雌性ノ雄ヨ 9優勢ナノV 場合等ノ鑓化ア v l:.::f:，之 v ヲ平

均ス v jÞ~~ 雄性ノ大ナノV ヲ知 9 得ペキナ 9 。

野鼠ノ時雄性チ鑑別スル=，主トシテ肉眼的ノ観察コヨ 1) タ人即チ雄戸国筒形ノ陰茎

チ有 γ，雌戸之ニ比 V 小ナル陰核チ有ス。叉雄戸大テ Yレ陰嚢チ有ス v 1"宅，雌ユ戸陰核及紅

門ノ間=陰門ナ隠グ。H甫;fL時代=於テ戸之等ノ関係戸不明瞭ナ v ド宅，K会核及F会室ヨリ紅

門=ヨミル T テ凶ノ距離ニ差アリテ，1当t:>、雄三比 γ 短ナリ。叉雌 h 紅門ノ前庭ユ J、毛チ有セザ

ル宅，楼=於テヌ、之チ有ス。野鼠ノ雌堆性別 ρ 其ノ鼠ノ幼稚ナル=従 b，盆骨困難チ感ズル

モノナ明。故ユ之チ解剖スル=非 v パ其ノ卵j定二苦 V .A場合タカヲズ。

C. 野鼠 J産児教友産児度敷

野鼠ノ産児数ニ就キア J、p之 vヌf研究ノ必要アノV ヲ以アタ余 J、室内ニ飼

育セ )V前記49匹ノ野鼠ニ就キ，観察セノV 結果ヲ表示セバ究ノ如ジ。

産児度数及産児教表

立主町第一次|第二次l第三次|第四次|第五次|第六判 官f

flE 匹 15品I~ぁ i Zあ|TぁI~医 lg ぁ

4 I IO (40) I 2 く8)I (4) I (4) I 0 0 I I4 (56) 

6 I 5 く30)I 6 (36) I (6) I く6)I 0 I 0 13 (78つ

8|o l I 〕|:|:|:|:14二
言t I 40 (171) I 23 (105) 

平均 (4.3) I (4.6) 

8 (24) 

(3.0) 

5 (15) 

(3.0) 

、lノ
今
自
/
l

、、、、
J
J
0
 
2
 
〆，、、

官・・、、J今、δd
 

/
{
¥
¥
I
ノ戸、JI
 

2

〆
L

79 (320) 

(4.1) 

本表ユ依 vベ野鼠ノ産児数 J、I匹ョ1)8匹ニジアp其ノ徳平均敷 4・Iナ

9。叉金グ産児セザ 9事/親鼠 7匹アリタ 9。而ジア産児教ノ平均ヲ前表ヨ

9摘出ス vjT，"次ノ如シ。
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産児度童文 第一次 第二次 第三次 第四次 第五究 第六究

産児平均敷く匹) 4・3 4.6 3.0 3.0 1.5 2.0 

初期ノ産児 J、其ノ数多クジア，lfr央其ノ度数ヲ加フノV ニ及品其産鬼数

ヲ減ズノV モノナ人

次ユ産児度数:.~f スノV観察内野鼠ノ飼育不熟練ナ 9 シ錦天折ス JV モ

ノ多ク，未ダ完全ナノV結果ヲ奉グノV能川ズ。前記ノ表ヨ 9産児度数ヲ掲記

ス V バ次ノ知事/。

産 児度 敷 第一究 第二次 第三究 第四究 第五次 第六究

産 鬼 同教 19 14 4 3 

産児総同数 19 28 12 12 5 6 

即チ産児度数ノ最モ長キモノ J、6度ニジア，其ノ同教 Iナ 9。叉其ノ度

数ノ多キハ産児度数 2 度ノ場合ナ 9。之 v ヲ要スノV ニ産児セ JV親鼠42匹

ノ産児度数82悶ニジア，其ノ卒均 J、I・95同ニ営 v 90然 v J'~ モ野外ニ生活

セノV 野鼠ハ其ノ生存期長キヲ以ア，夏=多クノ産児度数ヲ重ヌノV モノナ

JV ，くむ'。

d 野鼠 J生長

野鼠ノ生長ヲ観察センガ鶏メ，前記ノ如ク本皐宮駿苗圃=於ア飼育セ

JV，べつどふをるどねずみノ中ョ 9，春季生 v タノvNo.6ノ仔鼠二頭，及秋季

生 ν タノVNO.28ノ仔鼠四頭ヲ飼養箱中ユ入 V，夏時 J、主トジア首宿及燕婆，

多期 ρ 馬鈴薯及燕姿ヲ典へ之 ν ヌf飼育ヲナセム而シア前者 J、生後 17日

ヨ 9240日間，後者 J、9臼ヨ 9400日間，約一週間毎ニ之 vガ瞳重ヲ測定セ lV

ニ，其ノ結果次ノ如ジ。

野鼠ノ睡重増加表 ( 1 ) 

調j 定 月 日 ぢ ♀ 
(gr.) (gr.) 

月 日

5. 30 17 Il.I0 9.20 

6. . .3 21 14.30 13.30 
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t 
iJ1iJ ~竺 8) 生宇日鍛 l

6. 10 

6. 13 

6. 17 

6. 20 

6. 24 

6. 28 

7. 4 

7. II 

7. 21 

7. 29 

8. 8 

8. 18 

8. 22 

8. 29 

9. 5 

9、 19

9. 26 

10. 5 

10. 10 

10. 19 

10. 26 

II. 3 

II. 10 

Il. 15 

念
(gr.) 

28 

31 

35 

38 

28.50 

29.50 

♀ 
(gr.ラ

13・30

18.∞ 

ZO.32 

20.32 

21.15 

20.20 

2120 

2240 

21.80 

24.20 

24.20 

25.∞ 

26.70 

26.70 

26.70 

25.20 

25.20 

25.20 

25.20 

24.20 

24.70 

24.70 

25.70 

死

42 27目90

46 26.∞ 

52 27.90 

Q

J

O

J

句
'
"
'
'
ザ
，

戸

3

r

O

7

'

e

o

n

y

27.∞ 

30.∞ 

30.50 

31.30 

32.70 

32.70 101 

108 32.20 

1I5 32.30 

34.70 129 

136 32.70 

31.70 

30.70 

145 

150 

159 

166 

29.90 

28.70 

174 

181 

31.20 

29.70 

死196 

野鼠ノ睡重増加表 (2) 

一

念

?

の

一

w
j
什い

が
山

一

ホ

0

9

0

市
。
叫
心

開
一

0

…
均
一

日
一
日
6

日

川

;

{
A
-
R
a
'
 
10. 5 9 

10. 10 14 

10. 19 23 

30 10. 26 

2.60 2.60 2.60 260 

7.34 7.34 7.34 7.34 

13.70 

18.30 

16.60 1320 12.90 

20.70 17.20 19.20 

V♀ 
(gr.) 

(1.1) 

260 

19.70 

I~ 均念(gr.)I ♀くgr.)

くI.I)ω
2.60 2.60 

7.34 7.34 7.34 

15.30 14・50

19.40 

14.1 

18.45 
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ill同|生後間I~g~ 
月且

ll. 3 

ll. 10 

1I. 15 

II 22 

1I. 29 

12. 8 

12. 15 

12. 22 

12. 2s 

1. 4 

1. 10 

1. 18 

J. 25 

2. 

2. 8 

2. 15 

3. 

3. 7 

3. 15 

3. 25 

3 29 

4. 5 

4. 13 

4. 21 

4. 27 

5. 10 

5. 26 

6. 

6. 18 

6. 24 

7. 3 

7. 9 

7. 15 

7. 21 

7. 28 

100 

213 

226 

248 

265 

280 

286 

292 

298 

305 

38 

45 

21.20 

21.70 

50 22.20 

7

4

3

0

7

3

 

5

6

7

8

8

9

 

22.70 

21.70 

21.00 

2050 

19.00 

20.00 

22.50 

106 23.20 

114 24.70 

121 25.70 

128 26.70 

136 27.70 

29.80 143 

156 32.80 

162 34.80 

34.80 

35.80 

37.80 

36.80 

38.80 

38.80 

37.80 

38.80 

40.80 

170 

180 

184 

191 

199 

207 

242 

271 

42.80 

44.80 

44.80 

43.80 

42.30 

44.80 

42.80 

42.30 

II ~ III♀ 
~gr.) (gr.) 

20.20 

21.20 

21.70 

20.70 

20.70 

21.50 

20.90 

18.50 

20.50 

23.00 

21.00 

25.70 

25.70 

24.70 

23.70 

2380 

28.80 

29.80 

29.80 

3480 

3580 

36.80 

0

0

0

-

G

 

5

8

3

8

 

守

'

o

o

o

O

A

Y

今、
d

勾

O

勾

J

t

u

42.80 

43.80 

44.80 

44.80 

死

18.20 

20.70 

22.20 

20.70 

19.70 

18.目。

20.70 

21.50 

22.50 

26.00 

25.20 

30.70 

28.70 

27-70 

27.70 

27.80 

30.70 

34・70

o

o

-

-

0

0

0

0

0

0

0

0

0

G

o

o

-

0

0

0

 

8

5

8

8

8

8

8

8

8

8

.

3

8

8

5

5

8

8

.

 

7

7

7

R

9

7

6

9

9

9

9

8

8

7

8

7

 

今
、
d

勾

3

内

J

勾

O

司
、
d

勾

ふ

今

、

d

弓

J

司、
d

司
、
d

司

J

司

。

勾

δ

司

ふ

今

、

d

勾

O

勾
A
d

IV念 V♀
(gr.) (gr.) 

20.20 

22.20 

22.70 

22.70 

20.70 

20.00 

19.80 

20.50 

，22.50 

24.00 

24.70 

27.70 

26.70 

28.70 

28.20 

26.80 

2980 

30.80 

30.80 

32
‘
80 

34.80 

34.80 

0

0

0

0

0

0

0

0

 

8
・

A
g
e
s
-
s
s
.
g・
8

7

7

6

7

0

2

0

 

3

3

3

3

3

4

4

4

 

4330 

43.80 

43.30 

43.30 

42.30 

17.20 

20.70 

21.20 

20.20 

20.20 

20.00 

19.70 

18.50 

20.50 

19.50 

20.70 

23.20 

21.70 

22.70 

22.70 

22.80 

23.80 

2580 

2680 

28.80 

29.80 

29.80 

30.80 

30.80 

30.80 

31.80 

34.30 

32.80 

32.80 

3080 

32.30 

3380 

34.80 

3430 

34.30 

平均

念(gr)I ♀(gr.， 

20.53 

21.70 

22.20 

22.30 

21.30 

20.83 

20.40 

19.33 

21.00 

23.17 

22.97 

26.30 

26.06 

26.70 

26.53 

26.80 

30.47 

31.80 

31.80 

3347 

36.13 

36.13 

37.10 

38.30 

37.97 

38.47 

4047 

42.47 

44.13 

4346 

43.55 

43.05 

44.05 

43.05 

42.30 

17.70 

20.70 

21.70 

20.45 

19.95 

1940 

20.20 

20.00 

21.50 

22.75 

22.95 

26.95 

25.20 

25.20 

25.20 

25.30 

27.25 

30.25 

30.30 

33.30 

0

0

0

0

o

'

b

o

o

o

d

b

O

O

M

b

'

h

 

8

8

8

5

3

3

0

3

3

3

5

3

3

5

0

 

3

3

4

3

4

4

7

6

6

5

5

6

6

6

6

 

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3
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ぞ
測定月日!ム問II~ I II~ I玉川内 17子 L~--τ手-
8. 4 312 

8. 10 318 

8.16 324 

8. 23 331 

9. 14 353 

361 

367 

382 

388 

9. 22 

9. 28 

10. 13 

10. 19 

10. 26 395 

10. 2 401 

10. 5 

0

0

0

0
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上表(2)ニ於ケ JVガ女¥l丸野鼠ノ櫨重 J、産児ノ常時ニ於ア J、y僅カニ 1・I克

ナ v Vモ，日数ヲ経 JVニ従ヒ急激ニ重量ヲ増加ジ，生後 9日目ニ於ア J、2.6

克 30日目ニ於アノ、卒均雄 19・4雌 18-45克ナリ。其後押I次重量ヲ増加ジ雌 J、

242日目ユ於ア最高 37・05克雄 J、331日ニジア最高 5・30克ニ達セ 9。之ヲ要ス

}Vニ野鼠ノ生長ハ幼時ユ於ア J、空;激ニ増加 V，其綾川市I次瞳重ヲ増 V，ー
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ケ年筏ユ J川、其ノ増加ヲ見ザ )V毛ノナ 9久。而るジ/ア夏期及冬期ニ於ア Jρ、鰻重

ヲ加へズ。却ツア重量ヲ減ズ )Vコトア 9人。叉雄性 J川、雌性ヨ y常ニ瞳量重キ

毛ノトス

睡重表(μ2)片ニヨ"9，之 Vヲ固示ス v --，バず第三闘ノ女如日ジ。

野鼠ノ生 ν ジトキ J、肉紅色ヲ帯ピ，赤裸ユジア未ダ毛ヲ有セズ。盲目ユ

ジア耳蓋開カズ。夫 V ヨ 9第 3日乃至第 4日頃ニ至 νバフ皮膚殊ニ背面ニ

於ア薄黒キ色ヲ生ズ。第 5日以後 J、少ジク茶色ノ軟毛ヲ認メ得，其綾漸次

茶色濃厚.トナ"9，途ニ毛ヲ認ムノV ニ至 )Vモノナ P。幼鼠 J、最初母乳エヨ 9

ア晴育セラ v，-a瞳ヨ 9放 ν ズ。然 v l'~ モ 4 乃至 F 臼ヲ経 )V ニ及ピ3漸次巣

ヨ 9這ヒ出デ，歩キ廻"9，眼 J、12目前後退クモ 14日頃ニ至 V バ杢部開キp自

由ニ這ヒ出ヅノV ナ 9。コノ頃ヨ 9巣ヲ放同母鼠ニ件 J、v活動スノV ニ至 )V。

而ジア之 v ョ 9母乳ノ外他ノ食物ヲ求ムノV ニ至ノV モノナ 9。

野鼠ノ幼児成長約其蕃殖ヲ行フ年齢 J、3個々ノ鼠ニ依 9異ナ 9，前記ノ

如ク飼育セ )V野鼠ニヅキ，之ヲ観察スノV ニ究表ノ女日ジ。

採及1問 1 .) ilF児マ
君主 生ノl孟別デノ日鍛

採 97 

2 " 180 
3 " 10 

4 " 
5 " 30 

6 
" 9 

173 

8 採 6 

129 

10 採(子〉 Il2 

Il " 5 

12 I 生 233 

13 グ 151 

14 採〈子〕 269 

15 グ 346 

22 

29 

368 

165 

23 

150 

72 

55 

181 

産児期|産児期
(2-3) (3-41 
日数|日数

49 34 

143 135 

17 277 

46 

149 

53 句

摩児期|飼育セ
(5-6) 
日数 2レ日殿

128 738 

69 106 695 

35 

4∞ 
43 

136 

393 

216 

306 

494 

187 

422 

516 

373 

492 



{20.斗)

産児期
採集及出 ヨ P出産マ (1-2) (2ーす〕 (3-4〕 ! (4-5) (H 5-6) 

f虎 生ノ1，r，;.別デノ日霊安 日数 日銭 日取!日数 、政 Jレ日薮

16 採 5 136 一 一 一 一 302 

17 採(子〉 252 34 一 一 一 一 503 

18 生 289 21 82 一 一 310 

19 グ 一 一 一 一 一 一 131 

20 グ 一 一 一 一 310 

21 
" 一 一 一 一 一 305 

22 採 一 一 一 一 404 

23 生 119 一 一 一 一 284 

24 採(子〕 279 49 一 一 一 366 

25 採 76 176 一 一 345 

26 IJ -- ←. 一 一 一 268 

27 グ 108 一一 一 一 一 400 

28 採〔子〉 III 23 156 52 一 448 

29 生 187 一 一 一 一 一 347 

30 IJ 210 56 一 一 一 一 351 

31 グ 206 一 一 一 一 352 

32 グ 一 一 一 一 一 244 

33 グ 131 一 一 一 一 一 259 

34 " 78 115 一 一 一 一 349 

35 " 157 一 一 一 一 242 

36 IJ 141 49 一 一 222 

37 u 177 28 一 一 一 一 531 

38 グ 178 192 一 一 一 一 531 

39 " 192 一 一 一 一 一 241 

40 IJ 62 一 一 一 一 一 387 

41 IJ 137 139 一 一 一 84 

42 " 一 一 一 一 一 一 350 

43 " 67 45 101 一 一 616 

44 グ 70 一 一 一 一 一 360 

45 グ 126 一 一 一 一 一 286 

46 " 159 一 一 一 一 一 191~ 

47 グ 81 一 一 一 397 

48 " 71 一 一 一 一 一 123 

49 グ 136 一 一 ー 一 一 296 
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之ニ依ア見 νノ，.，野鼠ノ接育良好ニジア，最毛早ク蕃殖力ヲ具フノV 毛ノ

身、 62日，遅キモノ J、240日間ヲ以ア何 vモ産児ジタ 9。而シア多クノ野鼠 J、，

大約雌ノ出生セジヨ 9三ヶ月以内ニ産児スノV モノ，及ピ 5乃至 6ヶ月中

エ産児ス JVノモノトニ大別ジ得可シ。之 V 即チ蒋期ニ生 vタノν野鼠 J、周

年秋期ニ於ア産児科秋期ニ生 vタノV 毛ノ J、翌春ニ於ア産児ス )V.::.依 )V

モノナ1)0 

受胎期間ニ就キアハ野鼠ノ交尾セ )V時日ヲ認ム )V:::r、ト難キヌf故ュ，之

ヲ確賓ニ知 )Vヲ得ず 9ジト雄，産児期日ヲ確ユ認メタ JVNo. 4ノ第一同産

ヨ1)，第二同ノ産児ニ至 )V期間ヲ以ア之 ν ヲ察メ IV円大約 17日以内ナ 9

ト云ヒ得可 v。

野鼠ノ各産児期ニ於ケ )V間隔日敷内野鼠ノ{同盟ノ獄態ニ依 9異ナ1)， 

前表ユ於ケノV jl如久最モ短キモノ J、17日ニ V ア， 1同之ユ次ギ 21乃至 28

日=至 )V モノ 8 同，其他多ク~，乃至 2 ヶ月，叉，、 3 乃至 5 ヶ月ヲ経過スc

之ニ依リア考察ス )V~野鼠 J、春期ニ於ア 2 万至 3 同ノ蕃殖ヲ繰 9 返ジ，

夏期 J、之 v ヲ休止V'，秋期叉 Iー 2同ノ蕃殖ヲナシア，多ノ休止期ニ入 )Vモ

ノナノV ペジ。

野鼠ノ生存期ユ就キア J、，之ヲ確賓ユ知 )V能川ズ。然 v 1:モ飼育野鼠ノ

中最モ長キ命数門前表ェ示セノV如ク 738日ナリ。之 νヲ以ア推察スノV 時内

自由ニ生活スノV 野外ノモノへ更ェ長期ノ生活ヲ績クノV モノナノV コトヲ

想像ス )Vヲ得ペク，即チ約二ヶ年間 J、生存スノV モノナノV ペジ。

6. 野鼠 J自然的減少

凡ソ一地方ニ於ケノV 鼠害川越昇的ニ増加ス )Vモノュ非ズジア，年ニヨ

9ア増減ヲ来的嘗ア野鼠ノ大被害ア 9ジ土地モ，今日ユ於ア J、金ク其跡、

ヲ断チタノV 17IJニ乏ジカラザ y ナ久野鼠 J、天性己 v ノ棲息地ヲ旗張セ y

ト努ムノν毛ノニジア，白己ノ棲息ニ趨スノV 地，殊ニ食糧ノ豊富ナノV 場所ニ

於アハ直チニ増殖ヲ来スモノナ 9。然 V 1'>モ一度生活ニ不通賞ナノV 境遇

ニ入ノv1"，忽チ其棲息地ヨ 9移住スノV コト多ジ。叉野鼠 J、其ノ蕃殖期ニ於

7，1司類ノ足跡及臭気ヲ喚ギ，移動ヲ行フモノユジアp一頭ノ野鼠ニジア好
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通ノ棲息所ヲ見出スヲ得 ..t"¥"，他 J、之ニ追随 v来 )Vモノナ 9。此ノ如クジア

野鼠 J、長時期ヲ経過料或 J、叉短日月ニ於ア増加ス )Vコトア )Vモ，其強キ

蕃殖 J、同一個所ニ於ア永績スノV モノニ非ズ。拡ア其ノ減少ヲ来スモノナ

9。之 v 自然界 J、能ク均衡ヲ保チ3濁 9野鼠ノミノ増殖ヲ許すす )Vニ由ノV

モノナ 9。弦ニ自然的ニ野鼠ノ繁殖ヲ制限スノV 要項ヲ列車ス V バ究ノ如

ミ/。

a. 食物 J銃乏

野鼠 Jρ、小n噛歯歯類ナ JVヲ以ア各個ノ食量 J川、大ナラズト雄モ::e，向之 V ヌガf多

敷棲息息、ス )Vニ於ア J川、梢ヤ多量ノ食物ヲ要ス。叉野鼠 J川、其ノ食物ヲ噛食ス

ノ)Vニ常 9九，白己ノ食糧ノ f他也ユ向多量ノ破砕物ヲ生ジ食物ノ浪費ヲ来タス

毛ノナ 9久。夫ノミナラズ野鼠 Jρ、寸+植直物ノ窒，葉

物ノ生長ヲ害ジ杭，或 J川、枯死ヲ来ジ或 J川、叉禾穀ノ豊穣ヲ遮 )Vコト大ナ 9人。期

ノ如ク γ ア多クノ野鼠ガ繁殖ス lVトキハ絡ニ食糧ノ敏乏ヲ惹起スノV ニ

至ノνモノナリ。野鼠ガ其食物ノ不足セ )V土地ニ於ア過剰ニ棲息ス )Vコト

F 個 1種ノ替養ノ不足ヲ来タジ病気ノ費生ヲ促 Y，或 J、相互ユ食物ノ宇奪

ヲ起 V ア自滅ニ陥 9易ク，或 J、叉食物ノ豊富ナ y 場所ヲ怒ヒ，他ニ移動ス

JV毛ノナ 9
0

b. 肉食動物類 J影響

野鼠減少ノー原因 J、，肉食動物類ニ依 )Vコト大ナ 9。之等ノ動物 J、常ニ

多クノ野鼠ヲ殺ジ其蕃殖ヲ制限スノV 毛ノナ 9。今本手1>産肉食動物類中野

鼠ヲ食ス )Vモノトジア知ラ vタ lVモノヲ掲記ス νバ次ノ如 v。

きつね VuJpesjaponicus Gray 

T土こ ぬ ~与 Nyct民er町e叩u凶te回s vi知ve白r打rim叩lUST、e白m削n叩11田.u.

あ 7な'" <ま Mele白sanaku町ImaTe引z

い 7こち Must“eJaitachi itachi T‘el凶11m.
E匂2ぞい T穴こち Mu出1時5t句凶elae町r口rnl凶n凶lIO悶eaL. 

こoぞいTこち Mustela rixosa namiyei Kuroda 

てん Martesmelampus meJampus Temm. 

Eヨぞてん Marteszihellina (L) 

お lまのすり Buteoferox hem ilasius T. et S. 



のすり Buteobuteo japonicus T. et S. 

きし!t' Butastur indicus (Gmelin.) 

とぴ Mil¥'us lineatus Gra y 

!t .cぶさ Fa!ωperegrinuscalidu3 Lalham. 

ちιうげんlまう Cerchneis tiununcula japonicus (T. et S.) 

ょ、< "Strix uralensis hondoensis (Clark) 

とちょ、づく Asiootus otus (L.) 

こみ~ .-J': Asio flammeus flammeu5 Pontopiddan 

このはづく Ot田 japonicusjaponicus T. et S. 

おl五このほづく Olus bakkamoena semitorques T. et. S 

あかfごいしιう Elaphe climacophora (Boie) 

しまへぴ Elaphequadrivirgata (Boie) 

窄まか V し Natrixtigrina (Boie) 

まむし Agkistrodonblomhoflii (Boie) 
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以上掲記セノV 肉食動物類〈何 vモ野鼠ヲ殺害ジ有効ナノV働キヲナス

モノナ 9。就中最毛重要ナ rv働キヲナスモノ J、きつね，1:ん，いたちノ類ナ

9 トス。叉蛇類ノ繁殖セ lV蕗ニ J、多クノ野鼠ノ蕃殖ヲ見ザ lVモノニジア，

之等 J、好シデ鼠ヲ捕食 v，野鼠ノ著ジキ蕃殖ヲ制限スノV モノナヲ。

以上ノ如グ肉食鳥獣類 J、3野鼠ノ蕃殖ニ大ナノV影響ヲ及ポスモノナノV

コト J、想像ス lV.:::.難カラズ。然 v l'~ モ其ノ，!駆除上如何ナ lV 程度ユ関係ヲ

及ポスヤ J、未ダ之ヲ知 lVヲ得ズ。他日調査ヲ侍チア之 v ヲ明ラカニナサ

ントスノV モノナ 9
0

C. 病菌類 J関係

野鼠 J、棲息中屡 φ疾病ニ擢ヲ死滅スノV コトアク，或 J、叉嘗ア大殺生ヲ

ナセ lV野鼠ニジア疾病ニ擢l}，忽然死滅セミノ例ニ乏ジカラズ。是等ノ病原

菌ニ劃ス lV関係 J、不明エジア未ダ之 v ヲ研究スノV 能川ズpプラジヲス氏
キ

(Blasius) ~、細菌ノ一種 Aヒhorion Schoenleiniiニヨ 9頑癖即チ侍染性皮膚病ノ

* アlVコトヲ言己セl}oCr. H. Blasius， Naturgeschichtc d， Saugetiere Deutschlands. Braun-

schwcigJ 857)本病川野鼠ニ於ア擢病後一週間ニジア死滅ス 1・云フ。其他 18

92年以来 V アラー氏 (Loffter)及ピ其他ノ諸氏ニヨ 9麗令鼠ちぶす菌ノ接

見セラノv 、アタ。之 ν ヲ以ア野鼠エア 9アモ亦自然開ニちぶす菌ノ如キ
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病菌多 φ アノV ベジト想像スノV ニ難カラズト雄3其関係 J、今日未タ明カナ f 

フズ。

d. 実候 J影響

野鼠 J、地下ニ棲息スノV ヲ以ア，寒気ニ事}ジア J、其影響少キモノナ人叉，

野鼠 J、冬季雲積期ニ於アモ能ク活動的林木ヲ害スノV モノニジア積雪 J、

其ノ生活ユ少ジモ障碍物トナラズ。却ア好影響ヲ有スト言フ可ジ。即チ積

雪 J、地上ノ寒気ヲ保護内野鼠ノ替巣ヲ地上ニ移ナジメp或 J、叉敵獣ニ劃

スノV 保護物トナリテ，野鼠ノ活動ニ J、頗ノV 便盆ヲ奥フノV モノナ 9。然 v 1'" 

モ春季ニ於ケノV 融雪ハ野鼠ノ生活ニ不通常ナノV状態ヲ典へ }V毛ノナソ。

即チ徐々ニ来タ V}V融雪 J、野鼠ヲジア低地ヨリ高所ニ，或 J、排水ノ利便

ナノV 土地ニ避難セジメ得ノV ヲ以ア少ジモ痛摩ヲ戚ゼズ。然 V ドモ氷雪ノ

融解ガ急激ニ生ズノV天候ニ主tvアハ往々岡上ニ水ノ停滞ヲ来的野鼠ノ

笹巣中ニ 7](ノ侵入ヲ見ノV 場合少ジトセズ。此時ニ常 9野鼠 J、7]<.::-.溺 V，或

J、避難ノ途ヲ失ヒア溺死 V，或 J、叉替巣中ニ水混ノ過多ヲ来タジ病死ス

}Vモノア 9九杢減ノ災厄ニ遭フ例ニ乏ジカラズ。故ユ春季ノ融雪 J、野鼠

ノ生活 =ρ 最モ悪ジキ影響ヲ奥フノV モノナリ。之 v ト同様ニ決水モ亦野

鼠ノ巣窟ヲ洗ヒ去')，野鼠ヲ死滅セジムノV コト大ナ 9。往年北海道上川原

野ニ野鼠ノ大義生アリジモ，洪水ノ矯メ全滅セリト云フ。(農業雑誌i90競 .

1901)叉野鼠ノ蕃殖時ユ於ケノV 陰欝ナノV天候ノ檎績，即チ長時日=亙 }V降

雨 J、屡 φ管巣ニ認さ気ヲ典へ，鼠韓ノ衰弱ヲ来ラジメ，死滅ヲ誘フコト多ジ

ト云フベジ。

以上掲記セノV如ク野鼠ノ自然的減少川食糧ノ訣乏ニヨ 9叉不良ナノV

天候ニ依')，野鼠ノ身瞳ノ衰弱ヲ来タミ/病気ニ劉スノV 抵抗性ヲ失ヒア自

滅ニ陥ノV 場合最モ大ナ 9 トス。

第四章 野鼠ノ;林業上=於ク Jレ被害

1. 森林 Z 動スル被害獄死

野鼠ノ林業上ニ於ケノV被害 J、古クョ 9存在セシト雄p林業ノ未ダ準歩
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キc然ノV ニ近時造林9 セずノV 時代ニ於7"~、，之 v ヲ等閑ュ附ジ顧 JV 所ナカ

ユ従ヒ盆令野鼠ノ被害ノ多キヲ事業ノ勃典的大ユ人工植樹ノ行 ρ ノv、
レ 9。此ノ如クシア充牙=既往ノ

9アヨ

加フノV ニ至 9，林業家ノ注目スノV所トナ

被害股況ヲ審ニスノV ヲ得ズト雄，嚢ユ問答ヲ求メタ JV被害報告ユ

現時ニ於ア生ゼノV 被害!吠況ヲ摘記ス V バ究ノ如ジ Q

番|笹林底|鼠害!被害林地名|被害樹種|林地|被害|被害i備
競|署 名|溌生年月 1YX -i"l 'VI"..-tB I 'wt -lS- 'J1I-) 1-~ I百稜|面綬 1;程度|附

厚日1 邪原国村 I""'''~_~TOI 町! 町|
別狩固有林|濁乙 7こうひ|叫5Dl 川 50

厚図書1i原凶村 I"'- ~ I Q_ ~~ ，，_ ~~ 
望来園有林|からまっ 1 85∞ 85∞ 

島牧郡駅島|昔、らまっ， rこう.~- ~j 
凶有林(人工)Iひ，あかし。 I132.901ψ901 
亀[!]:ll!1七飯村字 1 r.._ .J 
軍川園有林| |055  1 

門

21.10' 2.Il 

30∞ 0.90， 

14.00i 2.80 

10 10 

E
町!町
000.00， 4.00 

町 l
2.0108' 

町|

5

… 175.00; 

4~ 

考

Ioo~6!樹皮チ侵食ス

I∞74 

1 Qo:?G 

野鼠被害調査表

大正8年

明治42年
以降

" 

幌

倶知安

" 

キL

グ

2 

10% ばっまち昔、" 

大正6.7.8

8 

館

" 

函" a 

" 
3% 。しかあグ8 あY

" 
2::五

I∞% 

イ3

ら

Eν司あかま咋. 信州
かち辛司. 欧州;"ら包
"'7， 哩宅{1I;itつ

からま
めかし

dつ

ま

ま

ら古着

古B

" 
昭文部賠泊村碑文苗圃

6.7 

8 
" 

幌
場験

宗

野

試

A 

~、­p 

グ

4 

0.4% 

幹根表皮全
部日食害サル

I~/ 
/。

60% 

94%' 

25% 

全部=近F
食害サル

42% 

E∞% 

I∞% 

Ioo~6 

90% 

z∞% 

0.03 

0.0620 
(ZOOn) 
plf I 

34.00; 

ゆ 0
1

1.00 

5∞i 

0.12] 

4・88
1

野中見開有林内 43，42林
波及治屋数造林地内

3年前ョ
lJ各年5 

天盟国天盤村天堕苗圃

天溜図上川郡
堕狩園有林

石狩岡空知郡南宮頁
野村落合同有林

石狩図 t}Il郡!驚柄!
村字注文苗圃 1~ろみ種子

Ilt塑，棒p ぶられ
背森1<<革東洋服郡関:内村 11ぬす.ひまら。

1
1し-1:-

青森県草東津軽君11I rいてふ，かまく
今別村増川 Ilらひlf

岡

青森県芸津際部喜瓦市
小削川rLJ閥有林一部

青森熔注穂郡金木村
喜夏市山岡有林

青森県革北i洋経部会木村
大隊岳幽有林

青森l際問1.1':終郡岩崎村
V可岩崎山風有林
背森 1隠津軽君11深浦
僕戸 rLJ 闘有林

青森県革問津腿郡深浦
深川}山固有林

"') 

0 

おにく.'oみ種子

からまつ
どいつ 7こうひ
からまつ
どいつ 7こうひ

問酋走車問8 

7-8 

大 JE6

5.7 

" 
" 

走

堕

1
 
1
 
1
 

青森
大林亙箸

" 
" 

専問

天

旭

6 

グ

9 

7 

8 

" 

3.61 
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勺

'

O

μ

3

0

q

d

O
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つ
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つ
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ネ
」
酢

種

。
~ 

『コ

か
ろ
か
乃
か
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慣

わ
く
わ
く
わ
く

げ

げ

L1 

苗国西

5 

4 

4 

71:.4.5 

4 

4 

4 

5 

)11 

喜夏市

深 浦

" 

F 

グ

" 

グ

増10 

12 

15 

16 

14 

13 

II 

グ
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番|日慌i鼠客I:ftt ~ ;j;f. jIlJ ~ ¥:ftt ~ t¥'J ~I 林却iI被害l被害i城署 名後生年月被害林地名被害樹種面積面積程度備
考 i

17 I深 浦|大正4 青村森砂l孫子戸i川淳司t草郡大戸瀬 I tl 
山凶有林
。 与 6町.02 6Rr 021 1 ICO~b 

18 I グ z 瀬菅f森村時フ間ー単純郡大戸
舟山岡有林

lj 。 さ 3.73 100% 

19 1 グ JC 
|背森!際問津軽郡岩崎

け 『ロ 与 398 4.96 I2~~ 。村岩崎山闘有林

2

3

::::1 
20 1 " JC 青村森松県昼間浮枢郡岩崎林 き

f神山幽有 げ 。 2.12 IO// O 

グ| 。 3 グ
t1 ベP ~i 2.73 30% 
tj 。 今、 4.121 2.00 49~G 

21 1 1/ 6 |瀬青森キ県主東識洋経郡大戸
ず 木閥有林

tj 。 き 21.<ぬ Ioo~6 

22 1 グ 6 i青森1際、V可浮栂郡深浦村 めかまっ 300' I∞% iJ1支持耳山幽有林

6.13
1 

2.3 1鯵ヶ港| 5 
l育ー森将v吋E服部赤石村 '-'lI<{''!i7，癒f(天総生)i I∞%  
束手'ì~ 石山闘有林 おにぐろみ種子 309' 100% 

グ l 1/ 5 占F t1 『コ き 27.00， 

前 5 青森照中洋l服l場部米木 な ら ECO%| 村岩木 H 有林 26∞ 

グク 5 " 合主 し l:t 9い 0
1 100%~ 

グ| グ 5 " iなら及かし l"t 301 30.00! I∞%  

グ| 1/ 5 グ なら及〈り ベ100%1 <り害ナジ25 I グ 7 村青森ヰZ懸岩中洋経郡岩木 なら，古・し l"t 320 7 2283. .06 83% 
96% 

26 I )11 内! 5 村青森斗脇下北郡 rE名部南ケ丘古i図 なら種子 100%1被安F不夏

" I 
。 5 

青森協下北郡 11)内村
な ら種子 0.5 100% 松山首岡

27 I横 演| 5 青犠森県幕i下Ji{北郡1白横波村園 り種子 一種子被害

28 1沼宮内! 4 
岩手豚岩手郡御常

〈 2.83 I∞%  
補植菌=被

村子抱~lJ闘有林 害

29 1 1/ 5 
I ;岩手際二戸郡斑漆

く

ア
村曲凶山闘有林

グ l グ 5 I! 100%1 ~りノミ被
筈ア V

30 I I! 4 l宕手勝二戸岳郡闘滞有法寺 83~' 
村稲庭 林 95% 

31 1 グ 4，5 
|岩手懸二戸郡浄清三子
村下藤山岡有林 く 51% 

32 1 I! 4 
1 ~岩手懸二戸郡斑津村
闘津山岡有林 4.]2 1.00 21% 

33 I グ 7 
|岩手!醇，岩手君11悶頭村林
上 i坊山間有 く 19-49 9.49 

341宮 古| 5 
| 岩手県幕下山閉伊国郡高n越村
鹿波 有林 u の fき 15.12 4.00 

35 I盛 岡| 5 [肝照紫波郡煙 rll本i す}種子 l 0.841 0.841 I∞%  小休場タ卜苗岡

36 I遠 野| 5 
岩手需品上司伊都栗松村

tj や き| 35∞| 35∞| I∞%i 片葉山儲l有林

37 1 。 5 
岩手懸上冴i伊都宮守村間
大手前 げ申告種子| 1.86 

38 I花 5 

ドのさl北野津山闘有林

39 I )IJ 5 岩手勝利賀郡岩崎村 お !1 1t. ら 3' Il.15 仙人関山国有林



到竺引L4L竺空1&_~\~_1} nif ti I著書官主|君主
石ノ谷川正4lF?官VE)ね計思面-j長ドι一一一

|宮城!係性鹿郡大原村 i 、
!泊 Ul 閥有林|ひのき

宮城!騒木古都戸倉村|く り1開
~守松峰苗!司|くね ~f 由

宇?減際社鹿君J)女川!村
大石原及袴ヶ岳;調有林

宮城鴨王遺郡温泉村
奥羽岳幽有林

宵城県革温泉村中 ~IHü岡

宮城幌玉透郡温泉村
旋淵岳凶有林
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考備

100'6 

10% 4.00 41.75 " 

40 

41 

%
%
V
F
 

4

0

2

 

8
日

0.

1.001 

$0∞ 
19.001 

子

主 59.441
、 19.∞

す 4・."の?'.けや吉.1
<~h~il':ミヮ'. ~-tv (662.70 

のu 

4 

4 

" 
I1 

42 

43 

哨

b

答
。

5
1
E
 

2
 

8 鍛治谷f亨44 

0.01% 2.4.2 " 8 グ45 

3%: 

3%1 

慣f
10.00 330，CO fきのび8 ググ

3.∞ 

1 col 

100.00 ;; 

ぜっま

ぬ

ら首2

宮城憾。主~Jll郡元i湧谷村

秋間際鹿角郡1E崎町
花輪 111 固有林

秋E1l 1隠 ~t秋W ll11下小阿
仁林I詩出鴎&.lI!f巾砧図

4，5 
6，7 

3 

小牛国
農体正予L佼

輪花

46 

47 

I∞% 

I∞94 

I∞%1 

I004 

100，96 

4.54 

120.00 

3.39 

120.001 

ぎ

おっI-tt~， ';}s紙 L;;'~
〈ら， 同せあかLキ

〈ろまっ
からまっ

主F

ず

す" 
秋問!日制t秩阿部長木村
長木深凶有林

秋聞!騒 1八森山岡有林
山本郡 i平洋幽有林

5 

6 

5 

ー上小阿仁

館

グ

大

48 

48 

49 

65.48 65.48 4，5 能50 

5.60 

30.13 

5.601 

30.131 

6.68 6.68 

I∞% 39.901 39.901 

100% 18.32 18.32 

100% 47.02 47.02 

すぎ，ひの-d，あ
古‘まつ，からまっ

すさあかまっ
くろまっ

す -d-'，ひのさ
からまっ

すぎ， くろまつ
からまっ

すぷ，ひのき
からまっ

すぎ. ぞ ñ~叩 ...t>. 
呈つ. 't.らまq

;; す1)・

グ

4，5 

4，5 

グ

!I 

" 
グ

。4，5 グ" 
グ4，5 11 グ

グ4，5 グI! 

グ4、51/ I! 

E∞% 23.13 23.13 グ4，5 1/ グ

34% 

14% 

63.00 

10.50 

183目86

70.98 dコ

〈

ま

昔、し1:1:，

ら古‘

秋回犠仙北部タト小友村
西ノ叉闘有林

秋凶曜革推勝郡t駒形村
他三副有林治林地

1M巳!膝最上書官金山村
他三幽有林

4 

s 

曲

海

大

湯

51 

52 

57% 18.00 31.481 1:1: し戸ョ5，6 庄新53 

I∞% 3.00 3.∞ ら， < な11 5，6 1/ 1/ 

100% 

100% 

2.07 

6.co 

2.07 

6.∞l 

ら

dフま古=

'U. 

山形燃東国川部防 lめ
守川村大手首鴎

~I!形!幌東凶川郡東栄村
戸 I学園有林

同有林

11 5，6 

5 岡

グ

鶴

1/ 

54 

IOO~~ 25.00 25∞ -? まiJ， め5 ググ

E∞% 

E∞% 

IooJ6 

10.00 

35∞l 

25.00 

10.001 

25.001 

35∞l 

ぬぎ種子

-a-' 

告F

.y;t 

ぬ

〈

〈グ

グ

北村山:rc 

4 

3 

間

1/ 

I! 

楯55 

グ

I! 



番替林匪|鼠害_~ # _ b 1_ ~ _ _1林蝋|被害|被
1 1 |被害林地名|被害樹椅 o7>: ;:;_~ I ~ ;:;. 務 l署 名|殺生年月 15'" 'VI" "'ls -n I 1'Dt i5" fl¥j 'ng 面積|面稜 I~

山形燃最上郡東小岡村'" ~， I 町 | 町
くね~ 1 95.501 10∞ 合図有林 1" 1101 -iY 95.501 

山形県芸飽海部高瀬村
民吉 111 図有林

山形県系組海君R蕨岡村
獄ノ目安固有林

t11l~\\lH包十毎朝t 日向村ー
小清水凶有林

長型f将、小勝郡和m村
赤倉山|岨有林

長野勝安曇郡鳥川村
鍋冠固有林

長野!際安曇君1I鳥川l村
守工島川凶有林

静岡!隠富士郡宇宙士111
御料林

f 
考
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ー

10~~ 

70.∞ 

15臼〉

!:t 

くぬ~..，かし!:t

し古、

大正4，5

5 

5 

形

-Rμ 

" 

苅-

沼

56 

57 

グ

18.98 !:t し昔、6 
" グ

31% 

71% 

12% 

26芦6

~0.31 63.98 

同，
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∞

4

6

6

 

2

d

A

7

J

 

旬

'

'

今

&

ー

3].17 

!:t 

き

~ 

-d 

し

の

の

の

昔、

ひ

び

u 

4，5，6 

7 

回

本

?沼津
出張所

グ

グ

上

松

58 

59 

61 

60 

08% 

92.751 

10.80 き。〉ひ

12% 133.32 1053.15 さのび

12% 

100% 
Ioo~6 

E∞% 

E∞% 

100% 

80/ 
/0 52.∞ 635.26 -d のひ

5% 

20.~6 

30% 43∞ 142.05 -d のひ

48~五160.co 32695 号のひ

31.% 20.00 6332 -d のひ

3% 20.431 702.92 与のひ

0.003% 0.05 1382目881告のひ

1.3% 5.∞ 393.30 -Jコのらまひ
昔、

40% 

20% 

100% 486 4.86 Jコま〈

23"~ 87.001 367.23 与、のひ

17% 

5% 

134.12 

ω吋4
0
 

凶、Js
a
-

-
8
 

2

戸、d

川
町
!
日
「

1

7

0

0

9

 

4

0

4

 

q
U
4
'
b
 

I

8

2

 

2
p
b
p
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15.∞ 

768.08 

29.00 

33.641 

60.00 

60，∞ 

500.∞ 

40日)1

6254.97 

Il24.66 くねぎ，かしは

りの曹， :; < J; Iぐ止ぎ
< 1'.す宮.~ワ

ひのき，あかま
っ，からまっ

ヲ望'{， v-由吉， まり
〈抱'I!. t~キ~~ 15.001 

768.08 

602.36 

168.22 

150.∞ 

305.31 

2851.67 

719.97 

-d のび

さ

さ

ひの与

ひのき

-d 

-d 

の

の

ぎ，

すき，

h 

の

の

ひ

び

す

び

ひ

群馬!降、税馬初日小!lIfJ二村
御 料林

群馬嶋利根郡糸之瀬村
赤城山御料地

静岡!際賀茂郡勝束三昔日
燃有林及川村有林

山梨県g:fI可人代郡上九一
色村及南部郡賂有林

茨域1際東茨城郡御淵村
騨淵1.li 間
f主的!際問筑摩郡檎JiIや.j-
御 料地

長IJ!H際阿筑摩書1¥奈川村
学犬白川御料地

長!jIl!膝長野郡大租村
臨津御料地

長野鯨岡筑摩君111て瀧村
瀬戸川御料地

長野県系F可筑摩郡大桑村ー
御 料地

l岐阜L~際犬野官1I 荘川村
表谷国有林

l成半賂大野君1¥清見村
上小鳥山風有林

.~取県手東伯郡右布庄村
本谷奥歯有林

鳥取賂東伯習1I小鹿村
中津園有林

鳥取!膝東伯郡山守村
編原奥園有林

滋賀鯨犬上部rr谷村
君1I 有林
奈夏時、吉野郡上北山村
勝 有林

和歌111~時ロ高苦1\志賀干1・
志賀村有林

高知県革土佐郡木川村ー
白念二子園有林

高知!隠土佐郡本川村
氏L禰川山固有林

高知!膝土佐郡木川村
上瀬戸山闘有林

1，2，3.4-，5 

明治39，40
大正元

4，5，6 

62 

前橋
出張所

63 

3，4，5，6 

H日台25，6
35，6，44，5 

大iElふ7

" 
静岡県星臆

山梨県革聴

64 

65 

66 

年

元-5

空手・茨城際聡

井
所
原
町

頁

張

張

奈

出

薮

出

67 

fJ8 

4 69 

5，6 

4，6 

グ

=f.瀧
出号長 !'Jr
野尻
111 ~.長)iJi

jO 

71 

植裁営年72 

8 JII 荘73 

6 山"" t同I74 

8 τt 

'" 倉75 

8，9 グ76 

8，9 " 77 

2，3，4 

6，7，8，9 

犬上
郡役所

奈頁懸臆

和歌山
盟主 鹿

78 

79 

6 80 

2，8 i翠長SI 

元-6

明治44
大正元

" 
" 

82 

83 
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日林宮lL戸云林一|一一同|何日|備
841 j1I可

85 1 本

861久

87 1/ 

88 JI 

洋

分

町

本

賀

附

森

森

分

中

凪

悶

森
大
潟
熊
佐
一
渦
竹
竹
大

9

0

E

2

3

 

8

9

9

9

9

 

94 森

グ 1/ 

グ 1/ 

" グ
JI 

" 
グ

" 
" " 

臆

第

閣

分

旧
跡
置
師

問

主

二

割

胴

隣

十

大

戸

3

ζ

U

守

d

凸

y

n

y

n

y

98 1/ 

99 1/ 

E∞l延

101 1 大根占

1021 Jj、

1031加治木

1041加久膝

計

f会!大正5ム7

山| 明治36
大正元

高|大正7，8

。7，8
5，6，7，8 

元， 2

6，7，8 

6，7，8 

2，3，4，5 
6，7，8 

問

元， 2

林

7，8 

愛媛県革新居郡加茂村
青ザ V 倒有林

高知申霊長阿君11吉野村|ひ
坂瀬山桑ノ小.11園有林

愛媛鯨上浮穴郡川瀬村|ひ
濯越山園有林

愛媛I~系温 i孟郡三内村 lu
根無山岡有休

愛媛~隠上浮穴郎参川村|び
小 l五深山岡有林

犬分!時玖球部宇佐書官
法見刻i森平家.IJ固有林
熊本県子、上盆城郡河原村
大矢タト八陣i有林
佐賀!幌東松浦郡源問!隠
糸島郡瀧 .IJI品有林
大分惚直入郡玖珠郡阿
蘇郡久住外三岡有林

大分収繭:入郡玖珠郡主主
見郡扇山タト四国有林

大分県革玖珠郡飯凶村
瀬ノ本固有林

大分県~J;久球部飯凶村
扇山固有林

大分県果、玖珠郡飯岡村
崩ノ平岡有林

熊本県主阿蘇郡南小園村
大焼輪 1也

大分県華玖球部森村
森子家山岡有林

大分l際玖球部野上村 lu
野上平家山

大分県革東飯間郡松木村
松木平家山

i雨間l隠糸島郡幅吉村 1< 
懸有林

大分!勝玖珠郡森町日
出，生蚕演習場植林地

大分県系速見郡北由布村
由 ;{Ii鵠見閥有林

の

さ 11458.571 1458.57 

10.001 

の

の

の

〈ぬき・，ひのき
すぎ， くろまつ

〈ぬぎ，ひの与
すぎ，まっ

すぎ，ひのき
めかまっ

〈ねぎ，びのJき
すさ・，まつ

〈ね0-'，ひのき
すぎ，わかまっ

ひのき，わかまっ
くhまつ，くねぎ

すぎ，ひのき
〈ろまつ

〈ぬy，かしlt
めかまっ

すぎ，ひのき
わかまっ

すぎ，ひのき，あ
かまっ，くろまつ

の

すぎ，ひのき

ね

晶
、
与
、
為
、

1064.001 

21.40 

6.90 

80.001 350.00 

914.∞ 

467.001 

1601.001 1601.∞ 

467.00 

101.801 

151.凶

2461.001 1876.凶

983.0α 

1943.80 

382.39 

284.501 

398.43 

98186 

~ 388.57 

9830由

681.33 

9657 

129.05 

169.1I 

533.43 

20.001 

40.001 

∞
ぬ
厚
叫

o，
門

日

制

町

6.

E
町
臥
一

α

5

O

E

 

hyJ
れヨ

叫
|
|
叫
|
l
州

5

」

川

町

6.

H

町
駅

5

戸
与

考

E∞% 

46% 

0.05 1% 

6 

4 

4 

4 

3，4 

1，3 

1，6 

8 

6，7 

8 

8 " 

すぎ，ひのき
ま つ

〈ろまつ
ひのき

(;ちまっ， あか
まっ，ひのき

あかまつ
くろまつ

ほほのき手電子
播種造林地

しらかし種子
T番種法林地
古し，t1やき，'k.l(t 
ぐ Zみli1~趨造林tlh
くす， 唖ゆラ吉ゅう
丞つ種子及稚白

しらかし，あか
かし苗園前木

579.22 

告F

101.80 

151.∞ 

0.12 

10.54 10.541 

44% 

85% 

I∞% 

E∞% 

76% 

100% 

35% 

26% 

45% 

42% 

54~6 

M

F

M

F

M

N

 

戸、
u

r

o

o

o

57% 

E∞%  

I∞% 

I∞% 

0.121 100% 

mv
後
食

げ
芽
チ

，
殺
菌

し
戸
稚

か
き
ノ
ス

，
1
1
J
E
E
-
-

M

F

M

F

%

 

∞

∞

∞

 

I

I

I

 

c

J

G

J

 

4

I

 

O

O

 

0.::3 0.8% 

045 

0.191 

27.73 

u
R
 
5
 
%' 
co 
戸、J。

2
 

町
門
M
n
O
 
2
 
，、JV。。2 

ns o
 
z
 

町
Lno 
ro 向。
a
a
T
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大分賂速見郡南出布村
蛇越岳幽有林

大分tM;;}三野郡重岡1'.j
切込闘有林内

鹿児島鯨肝底部大恨占
村鹿倉岡有林内

官曲者賂問諸l野郡小林町
長尾凶有林内

鹿児島似姶夏郡蒲生村
健呪段凶有林

宮崎tM.同諸県系都飯野村
白鳥商問

9 

8 

8 

8 

本報告ヲ按ズノV ニ3山林ニ封シア最モ早ク野鼠ノ被害ヲ見タ )V~，静岡
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勝、下ニ V ア，明治二十五?六牛ノ頃蹴ニ其ノ被害ア人其ノ綾週期的ニ三十

五，六年及ピ四十四，五年ユ大接生ヲ見タ 9 ト云 Y。叉三十六年高知管林局

本山，長津替林署，三十九年沼津替林署ニ於ケノV 芦f如ク，各地方ニ於ア接生

セノV例ヲ績 φ見 }Vモノナ 901:後漸次被害ヲ増加的大正元年ョ?大正八

牛ュ至ノV 8ヶ年ノ被害面積ヲ前表ョ 9抽出れ之ヲ掲記ス v -'~究ノ女UV。

ー

1也 方 被害面稜合計
¥¥地

方 被害面積合計

町

|木曾御料林
町

ヰヒ 4毎 道 572.41 925.64 

地青 森方 (岩手，青森) 538.23 地 方 330.34 

秋悶 (山形，秋岡) 670-19 四図 地 方 2509.15 
地方

東京(;長馬野，山，静梨岡，群、j 14690.40 九州 地 方 7802.48 地方 ，梨，茨城

宮 城 91.47 メ'レL 計 28130.31 

以上ノ如ク野鼠ノ被害直域 J、朝鮮y樺太，牽狩ヲ除キ本手1)全域ニ亙')，其

被害面積約二高八千町歩ユ達セ 9。叉之ヲ樹種毎ニ牙ツトキ J、突ノ女llV。
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本表 J、造林面積ニ婁}スノV 比較ヲ皐グタノV 毛ノニアラザ }V=f:，野鼠ノ被

害 J、本邦主要造林樹種ュ及ピ以の 3第一位ヲ占ム。之ヲ以ア見ノνェ植樹

造林事業ノ大ナノ'V;:.. f宇ヒ，盆 φ 其ノ被害ヲ増加スノV~、明ラカナノV事寅ユ

γ ア，本邦鼠害ノ面積 J、賞ユ大ナ 9 ト云フぺク，其ノ損害 J、決ジア砂少ナ

ラザ }Vナ人

2. 林木 J被害放態友被害程度

野鼠ノ林業上ニ於ケノV 被害ハ林地及ピ苗悶ニ於ア天然又 J、人工的ニ

播種セラ vタノν種子ヲ食害ミ/或 J、y v ョ 9接芽セノV 撤葉ヲ食事/，或 J、又
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林木ノ樹皮ヲ噛喰ス )Vニアム其他有盆鳥類ノ卵雛等ヲ襲ヒア食害事内間

接=害ヲ典へノV コトアム然 v ドモ林業上最大ナ )V害ハ樹皮部ノ噛喰ユ

V ア多ク J、樹幹ノ基部，地上ニ接ジア其ノ樹皮，靭皮及形成層ノ??日卦ヲ環

扶ニ剥ギア之 v ヲ食害ジ，唯木質部ヲ残ジ之 v ヲ裸出ス )V毛ノナ 9c最モ

甚ジキ被害ユ於ア川樹梢ニ至 )V迄金部長.IJ1支セラノv 、コト稀 V ナラズ此

種ノ被害 J、屡令以のき，からまっ等ノ針葉樹ニ多ク見ノV モノエジア，一般

=植栽後 5-6年ヲ経過セ Y 幼妊樹ニ多ジ。更ェ叉小樹木 J、根際ヨ 9其ノ

項端ユ至 )V迄ノ間不規則ナノV噛食ヲ蒙 9，細キ枝健 J、屡 φ噛切セラノV。此

種被害 J、μの 3ニ多ク見 )Vモノナ 9。叉小ナノV 造林樹木ユ於ア J、其ノ頂

端ヲ切断セラ V，其ノ切断面 J、兎ノ如1ク鋭利ナラズジア，多数ノ歯痕ヲ残

スモノナ 9。更ユ被害甚シキ時 J、根部ヲ切断V'，食害セラノv 、ユ至ノV モノ

ナ 9。此種被害 J、地上ノ被害準ミ V 稜ニ起ノV 毛ノニジア屡々髪根ヲ食セ

ラv或 J、直根ヲ切断セラ )V 、.モノア 9
0
<ねぎユ多ク見 )Vヲ得ベシ。

叉野鼠 J、林地及ピ苗闇ニ於ア播種セノV 種子ノ食害，及ピソ V ヨリ接芽

セノV 稚苗ヲ食スノV コトハ人工造林叉 J、天然更新ヲナス場合ニ於ア著ジ

ク其ノ損害ヲ見ノV モノナ 9。本被害 J、専ラねずみ亜科 (Murinac)ノ種類ニ

於アナナノv 、コト大ナ 9。例へバどぶねずみ，もねずみ，V¥めねずみノ女nV'。

然 v ドモ叉はたねずみ亜科(Microtinae)ノモノユヨツアナサノv、ヨト J、綾

章ノ貫駿ニ徴シアモ明ラカナ 9。

樹幹ノ剥皮及樹幹ノ噛切ニ依ノV 害 J、多ク J、林木ヲ枯死セジム或 J、其

生長ヲ害 v形質ヲ損ス lVコト少ナカラズ。次イデ風雪ノ害及ピ病最ノ害

ヲ惹起 v易キモノニジ丸野鼠被害中最モ大ナノV モノナ 9。

然 v ドモ此等被害木 J、多グ J、快復カヲ有宮内特ユ澗葉樹ニ於ア強キヲ

見 JVベジ。即チ害へ樹鵠ノ上部 J、枯死ス JVコトア )V=f:，下部 ρ 茄芽ニヨ 9

再ピ生長スノV モノナ Y。針葉樹 J、之エ反ジ〕萌芽カナキヲ以ア，一度樹皮ヲ

環状ユ剥ギ取ラノ'Vv...，，'i!>忽チ枯死ヲ来スモノナ 9。然 v I'~ モ針葉樹=於ア

J、憲着ス JV力強クジア樹幹一部ノ損傷ニ於ア J、生活ヲヨク険復ジ得ベ

ジJ!Pチ樹幹ニ蒙 V JV損傷部川其周園ノ靭皮部ノ生長ニ依 9Wr次木質部
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ヲ包 l剖 V 持~ ~ ，其ノ横断面ヲ見ノV トキ J、若;/}' 1白1織形ヲ呈れ年月ヲ車需 )V

I、共ニ相癒合ニスノνェ至ノV モノナ 9。然 v ドモ癒着昔1い、常ニ不規則ナノν年

輪ヲ生ジp或ノ、叉創傷部ョ y菌類f受入 V，材部ニ l窓{i!T.ヲ残二スコ 1、ア 9。叉樹

tii'ノ外部ユ於ケノvi.f合部川p縦二納長ナノvW~ ヲター ジ"文ノ問問ニ馬司王ナノV

境界ヲ見ノv ヲ待可-;/。今ぴの車ニ就ア之ヲ例示セバ 第四回ノ虫11，;〆。

2 

F、
3 

第四 凶 野鼠被 害 樹 幹〔ひのき IzJl'..lt)(縮小)

人 同 t総省セル樹幹 2， 向上柑t新商(11<1'，セル部分) 3， 向 上横断面(癌者セザル部骨〕

夏ニ人工透林地ユ於ケノV 被害Jlk況ヲ見 }V;.，ー林ニ集凶ヲナ V ア被害

ヲ受クノレ場合多 Vc之 ν野鼠 J、林地ユ於ア最モ終息、ニ j迎ユ )v場所ニ巣ヲ

撰プヲ以ア之ニ接 ν集閥的被害ヲ存 .A }V ;;ε ノナリ。即チ其ノJsノ附近ニ

最壬被害ヲ受クノv~、明カナノv事質ナ !J l、月c克ニ叉本道ノ立11ク積雪ノ期

間長キ土地ニ於アJ、聖子 鼠 円 三塁 Fニ巣ヲ設ヶ，其ノ通路ュ常 V)v林木ヲ食

客ニスノνガ虫11キ之 v ナ人野鼠被害面積ノ来シキトキノ、植樹川会i成ノ厄ニ

池フモノ多 V

f 

、，

d 
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野鼠ノ被害 J、樹種ニヨク其ノ賦態ヲ梢異ユス。今主要林木ニ !-JスノV被

害ノ朕態ヲ記セバ次ノ虫Ov。

以のき J、植栽綾 5，6年生ノモノ被害ヲ受ヶ易ク，叉地上ヨ 91-2尺ノ間

ノ樹幹ヲ剥皮セラ v易ジ。備被害著ジキトキニ J、，之 ν ヨ 9上部ニ至 JV枝

葉 J、悉ク食害ヲ受クノV モノナ 9。叉小ナノV 苗木ニ撃すジア J、幹ノ根元ヲ切

断セラノv 、モノナ 9。

あかまっ及〈ろまつ J、主トジア新植樹ノ根際ヲ剥皮セラ V，叉屡令地

中ニ於ケノV 根部ノ細根ヲ悉ク噛切セラノν、ヨトア 9J森，竹田替林署)

からまっ J、地上ヨ 9 2 尺除ノ間ノ樹幹ヲ噛食セラ V，屡今樹皮ヲ環状

ニ悲IJギ取ラノv 、コトアム然 V 1'+モ著ジキ被害ニ於ア川樹枝 J、殆ド奈，IJ皮

セラ v惨状ヲ呈スノV 場合アリ。叉 2-3年生ノ小苗木ユ封ジテ J、屡今地上

ヨヲ切断セラノv 、ヲ見 JVナ 9。

Eいったうひノ被害 J、小苗木ニ多ク，甚ダジキトキ=於ア J、植栽セラ

ν ジ小苗木ノ全部ノ剥皮ヲ見 JVモノナリ。

くぬぎノ被害 ρ 樹苗ノ主根一寸ヲ残シ，fl也ノ細根ヲ全部剥皮セラノv(小

牛田農林皐校踊岡管林署)ナ v ド大ナノV 被害 J、林地ニ播種セ JV種子ノ被

害ユジア，野鼠 J、積雪下ヲ横行シア種子ヲ食害スノV モノナ 9。楯岡笹林署

ニ於ア J、其ノ種子 2石ヲ播種セ JVヌ{，鼠害ノタメ 90%ヲ消失セジト云フ。

< 9 ~、樹幹ノ地上 2 寸借ノ所ニ於九幹ノ周闘ヲ 1M1支シ噛断ス。叉前者

ノ如ク種子ノ食害ヲ受クノV 場合大ナ 9o(横演，沼宮内，盛岡管林署)

なら ，iJ~ しは J、苗木及種子共=鼠害ヲ受ヶ易ジ。多グ J、苗木ノ土際及地

下 1-2寸ヲ噛断セラノV。而ジア其ノ被害，在ら J、かしはヨリ大ナ 9o(弘前，)11

JJi.，上田3酒田替林署)叉播種セノV 種子ヲ食害セラノv 、場合多ジJ)II内替林署)

しらかし J、播種床下ニ穴ヲ穿チp接芽前二多グ食害す V，或 J、叉之ヲ床

外ニ盗出セラノV。叉接芽綾ノ稚苗毛食セラノV コトア 9。f大根占，小林替林署)

むにぐるみ J、苗圃ニ播種セノV 種子ヲ盗取セラ v易手/。野鼠 J、之 v ヲ巣

中ニ運ピ去れ所令ニ貯蔵ヲナスコトア 9。天盤替林匝署ニ於ア J、ーヶ所

=貯臓サ v シ種子数多ク J、200個ニジア，其ノ 3J、内部ヲ食害セラ v 居タ
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9 ト云フ。叉天然下種造林ヲナセ JV際ユ毛被害ア'JJ鯵ケ埠替林署)

ほ L のき Pけや~，くす等 J、播種地ノ種子ニ被害ア'J o(延岡，小林替林署)

叉けや~ .T'地上 2 寸除ノ高ナニ於ア樹皮ヲ食害セラ V，其ノ枯死ヲ見

Y コトア 9。此種ノ害 J、径五卦以下ノモノニ多ク，土際ヨ 9園錐朕ニ喰害

セラ JV、ト云 7J鯵ヶ器管林署)

3. 被害度 J聞係

a.樹種

野鼠ノ被害ハ主トジア人工造林地ニ表 ρ ノv 、ョト多キヲ以ア，被害樹

種 J、各地方ニ於ケノV 主要造林樹種ニ多シ。従ア嚢ノ報告ニ依 9ア得タ JV

被害樹種ハ何 vモ皆本邦主要造林樹種ナ 9。之ヲ掲記ス V バ究表ノ女日ジ。

被害樹種調査表

~とl 北海日間方 lhiiEj 四

からまっ

欧洲からまつ

めかまつ

〈ろまつ

りゅヲきゅラまつ

りさにまつ

瀦乙あかまっ

7 

計
一
勝一箇

3

9

合
一
F

F

 

一
四
回
一

九
一

圏
一
所笛
一

2 2 

7 4 9 

7 

20 

4 12 

z 

2 2 

す さF 4 

8 

種子 2

3 6 13 

ひのき

〈 る み|積子 3

19 8 10 45 

6 

14 14 

くねぎ

かしは

8 3 7 18 

4 2 6 

8 fょ ら 7 E 

あ古B 量2 し

しらかし

げ申告

ほほのき

4 4 

z 2 

11 13 

z 

く す 2 



(219) 

正JF訂;(1:海道[東…一方lh以詰l四 函|九 州l合
J古し;| 了I :m I !研 I ~所 I :暁|
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iこ l:tと

ー

り l

上表ヲ遁賢スノV ニ被害樹種 J、10科 26種ニ及プト雄，其ノ主要ナノV モノ

J、松柏科及ピ山毛樺科ニ属スノV樹種ナ 9 トス。松柏科中最大ナノV被害ヲ

受クノ'V...、以のきユジア，之ニ究イデあかまっ，すぎ，くろまつ，からまっノ順

位=アリ。すぎノ以のきニ比 v遁カュ被害少キコトハ野鼠ノ噌好度ニ依

JV外植栽地ノ地況ノ然ラジムノV 関係ナノV 可ジ。潤葉樹ニアリア J、くねぎ，

く Lけやき，なら，fJ)しは， <るみ，にせあかしゃ，あかがし，~くら等ノ順位ユ

ア 9

澗葉樹ユ於ア J、，唯ダ種子ノミヲ害ス JVモノト，樹幹ヲ噛食スノV モノト

ア 9。然 v 1'.毛山毛樺科ニ属スノV 各樹種ハ種子ヲ食害セラ JV、ノミナラ

ズ，屡令幹部ヲモ佼断セラ JV、モノナ 9。叉樹種ニ依 9ア J、殺芽セノV 稚首

ヲ食害セラノv 、コトア 9。例へバ鹿児島地方ニ於ケ JVほ、のき，1)ゅうき

ゅうまつノ如ジ。

上表ユ示ス如ク，主要ナノV 被害樹種ヲ各地方ユヨ 9匪別ス V 川北海道

ニ於ア J、からまっ，東北地方ユ於ア J、以のき，あかまっ， <ねぎ，本州中部及

四国ユ於ア J、以のき，九州地方ニ於ア戸以のき?あかまっ，<ねぎ等ナ 9。之

ヲ要ス Y ニとAのき J、其植栽ス JVヲ得ず JV北海道ヲ除も杢圏ユ亙 9ア最

モ被害多キ樹種ナ 9。

b.樹齢

野鼠ノ害 J、播種セノV 種子ヲ始メy稜芽セ JV稚苗及ピ苗木並ユ叉山地=

植栽セノV 林木ニ及プモノナ 9。而事/テ其ノ被害ノ度 J、樹齢ユ依 9異=ジ

ア，一般ニ幼妊樹ニ多クジア高年ノモノニ J、少ジ。嚢=向答ヲ求メタノV 報
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告ニ依 9之 vヌf樹齢ヲ調査ス v ~，.次表ノ如ジ。

被害樹齢調査表

主主や~I 引 1I 2 I 3 I 4 I 5 I 6 ¥ 7 I 8 I 9トイ II卜z卜3卜41151イ17¥18 
箆所箇所I 箇所

笹所宣明26i1 i i菌研置所箇所箇帯箆瞬 箇司自
箇所l 箇耳 組問箇ぽ箇所

濁乙 Tこうひ 一一一 11 21 21 3' 2i 2 ー 一一一
iJ， ら まつ ーー・ 21 J ~ J ~ J 5 ー ー-1 一一一
あかまっ ー一 ー-1 2 31 71 31 11 2! 11 2 ー-1 11 

rいつめかまっ 一一一 ー司 I1 11 11 I1 伽ー 一一一
ろまつ ーー ー-1 21 31 11 3' 2， 11 2 E 一一一
りさ 7ごまつ 一一一 一一一 一一一
明日b ヲ吉助ラ~'? I1 I1 一一一 一一
す Z、L自由- ー-1 I1 4 21 41 51 d， o， 51 3 2 21 2 11 11 I1 

ひ の ミ、ー益 -1 31 4 14 71 6 31 21 2 I1 I1 

さ l:t ら 一一一 11 11 一 ーー 一一一
が iニヤるみ 5 一一 一一一 一 一一

31 21 3 41 -1 2 一一 一一一 一一
~1 。 ~ 31 -1 E 一一一 11 I1 

古s し l:t I1 -1 2 I1 4 一ー ー ー-1 I1 I1 一一一
な ら 31 -1 2 :1 :1 :1 1! -! -1 - 一一一 一一一
し ら古=し I E 11 - 一一 一一 一一 一一 一一 一一 一
めかかし

. 
一一 I1 ー 一一 一一 一一 一一 一 一

L1 。 J、- I I1 6 4 21 ー 一 I1 ー・・ 一一 一一 E 一 一 一 E 

ほほのき I1 一一 一一 ーーーー ・-・1 ・ーーー -

コこ 一 一す I1 I1 

さ 〈 ら 一-1 I1 一 一 一
ぢ11..しまざ〈ら I1 I1 -l-1一一 一 一
めかし。 ー-1 21 2 I1 

I Iー| 一 一

林木種子ノ被害 J、くるみニ最モ多九次イデ <t，くねぎ，t)lしは，みづな

らノ順位ナ 9 。苗圃ニ於ア稜芽セ )V 稚苗ノ害ヲ受ケタノV~、 ， tゅうきゅう

まつ，ほ Lのき，くすノ三種ナ 9。向ホ叉苗圃ニ移植セノV 苗木メ食害セラノV

Y ノミナラズ，仮植セ )V苗木中ニ管巣 v大害ヲ蒙 V)V例ニ乏ジカラズ。

林地ニ於ケ )V被害樹齢 J叶封種ニヨヲ大ナ Y 差蓮ア 9 ト雄，専ラ幼月士樹

ニジア日のき J、I年生ヨ1)18年生迄ナ 9 トス。就中被害ノ最モ多キ J、5-



、、.，，I
 
2
 

今】r
・1

6年ノ樹齢ナ 9。叉すぎユ於アモ亦以の 3ト同様ナノV 関係エアリ。

からまっュ於ア J、4，5， 6年生ヲ最多トジ， 12年生迄ノモノニ被害ア 9
0

あかまっ J、2年生ョ 9 9年生迄ノモノェ被害ア v Vモ 4年生ヲ最多ト

ス。叉くねぎ J、種子及 2 年生ヨ 911年生迄ノモノニ被害ア v 1'-"モ， 3年生

ニ最多ノ被害ア 9
0
<9 ~、 3 年生前後ノ林木ュ害多ジト雄，叉其ノ種子ニ

最モ多クノ被害ヲ見 lV。けやき J、3-4年生ノモノニ大ナノV被害ア 90

c 直笹友樹高

野鼠 J、柔軟ナノV 樹皮ヲ噌食スノV モ上皮ノ硬化セノV モノ J、之 v ヲ食ス

Y ニ不通常ナム故ニ野鼠ノ被害 J、樹木ノ幼妊ナ JV時代，即チ直径及ピ樹

高ノ小ナ JVモノニ被害大ニシア，或ノV 一定ノ大サニ達ス V バ其ノ被害ヲ

見ノv 、モノナ 9o~左ニ嚢ノ報告ニヨ 9 此等ノ関係ヲ各樹種ニ就キ調査メ

V バ次表ノ如 vゆ

被 害樹木直径別調査表

初
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酬
1

4
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一

司
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日
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被害樹木樹高別調査表

忌云可~JJ~竺町町土づ叩|トトXト円吋吋一→叶十十十判.51十十いiドドド川6削山川x胎ベ011山1-1ま村 州 1"4叩叶吋40イ叫吋…。4十十い叫|トトμ4制山zゆ伊
術1師聞醐オつ醐酎問問問醐蹄醐濁乙 1:うひー 11-121-12111111111 一一一 i

かちまっ -1 11-151-15151513131 21 2 一一
あかまっ 4 17 17 .， ? 

一
E 

一
I 2 
一 一 一

どいつあかまっ 4 4 
一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

りさ t:.まつ
一 一 一

E 

一
I E z I z 

一 一 一
〈 n まつ 2 10 4 I 2 2 E 

一 一 一
す ぎ

一
I 

一
2 
一
4 6 6 s 一 一 一 一 一

ひ の 三、益 E 8 2 17 
一
21 23 18 13 8 4 3 3 2 一

く
一
6 8 8 2 4 I 

一 一 一 一 一 一 一
く ぬ ?f 一 一 一

I 5 3 2 2 I E 

昔、 し l:t 5 7 1 2 
一 一 一 一 一 一 一

E 

な ら E 6 II I 

一
I 

一 一 一 一 一 一 一 一
t1 や き E 5 7 2 一

2 2 2 2 
一 一

1 I -

あかし。
一

I I 一- 一 一 一 一 一
- ! 

上表ヲ見ノ'V.:::-，野鼠ノ被害 J、一般ニ樹木ノ基部ニ於ケノV 直径 2 寸以下

ニ止マノV モノ多ジト蹄向ホ夫 V 以上ニ蓬スノV モノ稀ナラズ。例セバ北海

道=於アあかしゃ樹ノ直径 6寸鈴=達スノV モノヲ見タノV コトアリ。叉野

鼠ノ被害 J、樹幹ノ直径及樹高ノ大ナノV モノ J、基部ノミ害ヲ蒙 9，之ニ反

ジ直径ノ小ナノV モノ ρ 比較的高所ニ至ノV マデ食害セラノ'VJVモノナ人之

ヲ以ア本表ニ於ア J、最高 20尺ニ達スノV 樹木ノ被害ヲ見ノV ニ至 v 9。

すぎ，以のきノ被害ノ、根本直径 I寸前後，樹高ニ於テ 3- 5尺内外ニ最多

ナ?。からまっ川根本直径 5?子，樹高 2 尺内外ノモノニ多ク，あかまっ J、径

1.0-6.0牙，樹高 5寸乃至 2 尺，くろまつ ρ 径 1.0-20.0牙，樹高 5- 50寸モノ

ユ被害多ジ。叉< 1)~'径 5 ・0ー 15 ・0 分p樹高 6.0-30.0 寸迄ぺねぎ J、径 5 牙，樹高

I・5尺迄ノモノニ被害大ナ 9
。

d.被害時期

野鼠 J、夏期草本ノ繁茂ス JV候ュ於アノ、食物豊富ナノV ヲ以ア，林水ユ被

害ヲ及ボスコト金クナジ。故ニ被害ノ起 11-'~、秋季野鼠ノ食物ノ欠乏ス JV
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時季=始?各期中其ノ被害大ナ 9。殊ニ積雪多キ地方ニ於アハ野鼠 J、雪

下ニ管巣ジア林木ヲ噛食ス lV毛ノナ 9。而ジア春期融雪ジ草本ノ接芽ヲ

見 lV1-共ニ，其ノ被害 p 金ク終息スノV モノナ 9。設ニ嚢ノ報告ニヨ 9被害

時期ノ関係ヲ調査ス V ...T'¥""次表ノ如ジ。

被害時期調査表

五百 事k 12与 Jil 冬
そョリ|

春=至 pν!

箇所

5 

春

北海道

青森

箇所 置所

z 
箇所

2 27 6 

秩

木

四

九

問

曾

園

州

E 2 

I 

9 

7 

3 

8 

3 3 

3 3 5 

7 38 26 23 

上表ニ見 lV如久野鼠ノ被害時期 J、地方ニ依 9少ジク異ナ 9，即チ積雪

期ト闘係ア Y モノ、如ク北海道ニ於ア J、融雪期甚ダ遅 lV、ヲ以ア，其ノ

被害 J、多ヨタ奉ノ初メニ於ア最大ナ 9。之 ν ニ反事/四園地方ニ於ア J、積

雪少キヲ以ア，秋及多ュ於ア被害甚ジキヨf如ジ。各地方ヲ総括ス lVニ冬期

J、被害最モ甚ジク，次デ多ョ 9春ニ至ノV 期節，春，及秋ノ順ニジア秋季 J、最

モ少ジ。之 v野鼠 J、秋期=於ア J、，食物ヲ替巣中ユ貯蔵スノV 性アリア，未ダ

食物ノ欠乏ヲ来サザ lV錦ユ依ノV ナノV可シ。

e. 被害地 J地勢

暴ュ同答ヲ求メタノV 報告ヲ調査ス lV.=.，野鼠ノ棲息地 J、潟地ヲ避ヶ，排

水ノ行 J、y 、緩斜地ヲ第一位トジ，究イデ念傾斜地，平坦地ノ順位トス。而

ジア l験岨地ユ J、最モ少キヲ見 lVコト次表ノ如ジ。

土地傾耕調査表

知己吐いsι|綬 斜 l念 斜 l峨 岨 l平坦(苗圃)
箆府 | 詮所 | 箇所

青 森 6 31 7 4 
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房副平坦|綬斜|念斜|峻一|平日岡〉

6 z 3 

4 E 

4 3 

2 7 3 E 

3 

I 18 I 79 I 伊 I 2 I 

15 z 

問秋

主孔東

音寺
ιa 木

阪犬

園四

列i九

7 計，e. 
1-・

之ヲ要ス JVニ，林地 J、平坦地ヨ 9モ傾斜地ニ多ク存在ス JVr，且野鼠 J、

久野鼠ノ被害林地 J、傾斜地=最モ多ユヨト雨水ノ停滞ジ易キ地ヲ忌ム

トナス。叉森林ノ方位ニ就キアハ野鼠ノ棲息 J、日嘗 9良キ土地ヲ好ム事/

ヲ以ア，南面ノ土地ユ被害最モ多ク，本報告ニヨ v~，，~其ノ敷 33 ケ所之 v:.

ノ22ケ所ニジア，最モ少キ J、

トス。之 v ヲ表示ス V バ失ノ如ジ。

次イデ西面ス JVモノ 25ケ所，西北ユ面ス JV毛

ケ所ナ 9東北ニ面ス JV5 

雨
明

南

表査調

:lt 

位方

南五言と|東|四|
毎月時箇月時

z 道海:lt 

I 9 2 2 4 II 9 2 森青

4 3 z 3 4 5 2 悶秩

2 2 2 3 z 京東

2 E E 軍司卜
同木

2 阪大

2 2 E z 4 I 園四

2 I 5 9 5 2 州九

10 2。9 5 17 33 25 9 百十~、
日

故ニ本報告ニ依 9ア考察スノV ニ，野鼠被害ノ存ス JV地勢 J、南面セ JV傾

日賞 9トス。之 v即チ野鼠 J、滋気ノ少キ南面ノ斜地ヲ以ア最モ多キモノ

良キ地ヲ好ムヌf錦ナ 9。

被害地 J土襲性質反其深度t 
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野鼠被害ノ殺生セ )V林地ノ士性=就キ，各地ョ 9得タノν報告ヲ綜合ス

νバ次表ノ如ク砂質土壌第一位ヲ占ム埴質壌土，火山灰等ノ順位ニア')0 

故ニ鼠害 J、軽髪ナノV 土壌=比較的ニ生ジ易久殊ニ火山灰地ニ多キ川柏、

ヤ注意、スベキ事項ナ 9 トス。即チ野鼠 J、常ユ棲息ヲナスニ土中エ坑道ヲ

穿ツヲ以アp其ノ穿孔ニ不便ナ JV土壌 J、勢ヒコ V ヲ避クノV モノナ 9。従ア

岩石地叉 J、砂磯地，或 J、粘土地ノ如キハ野鼠ノ棲息ニ適セザ JVモノト云

フベジ。

土性調査表

|事竺ドー|ドl~l; ~1~~I*wPJtI~M1: 1れlzzi号室|れ
k 海道| 何 ?l Fi r同

宇k 3 I 2 I 4 I 2 
東 京

木 曾! 2 
大 阪 4 1 I 1 I 1 I 2 
四 回

23:192la :(ll9|i;E41 1 

I 

九 fli 

メロ% 2 I 2 I 4 I 2 

土壌ノ深度，、野鼠ノ棲息ニ関係ヲ有 v，本報告ニ依 V バ其ノ深キモノ

ニ最モ多ク，中庸之ニ究ギ，浅キモノ及甚深ノモノユ最モ砂キコト究表ユ

示スヌf如ジ。

土壌深度調査表

お平二-zl-一浸 |中 庸| 深 |甚
北海道

青森

箇所 箇月時
2 

箇所
2 

箇腕

4 4 6 

秩

東

木

大

岡

京

2 3 

3 

I 

曾 正

3 

3 

阪 I 3 
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1¥¥ 深|

地方;Jtl五¥¥竺|
四囲

九州

合計 1

浸

8 

g. 被害地 J土壌濃度

17 

深 深

置所 置所

3 2 

II 2 

31 6 

野鼠被害地ニ於ケノV 土壌ノ濃度ノ関係ヲ，嚢ノ報告ニ依 9之 V ヲ調査

スノV ニ，i問地Soケ所ヲ第一トまの之ユ次イア乾地 26ヶ所ニジア，潟地，甚乾地，

最毛少キ関係ニアノV コト次表ニ示スガ如ジ。

土壌潟度調査表

\地方\別名\土壌\滋竺~I 護主 i間 乾 手長 乾

箇p!i 置所 E所 置所

オヒ i毎 近 3、 4 4 

青 森 2 32 7 

秩 悶 E 8 5 

東 京 6 3 

木 曾 3 7 

阿 閤 7 

九 16 5 

h. 被害地z於ケル地被物 J扶態

野鼠ノ棲息地 J、其ノ地被物ノ朕態ユヨ 9増減アノV モノナム嚢ニ問答

ヲ求メタ }V報告ユヨノV ニ謀ノ被害林地中下草繁茂ス )V地 19，雑木ノ殺生

ス )V士地 14，林木ノ生育良好ナ }V地 13，笹類繁茂地 9，欝閉ノ充砂ナラザ、 y

地 4，生育不良地 4，欝閉ヲ保ア )V地 O 箇所ノ割合ナ人之 v野鼠ノ梼息地

J、，食物ノ豊富ニジア且ツ敵獣ヲ避ヶ得可キ草生地ニ最毛多キヌf錦ナ1)0 

叉地推手入ノ方法ニ関ジアハ報告ニ示セノV モノニ依ノV ニ，保刈ヲ行ヒ

タ }V土地 40，杢刈 26，火入22箇所ノ順位ニシア，1!鹿沼IJ1)ヲ行ヒタ )V土地ニ於

ア最モ不良ナノV結果ヲモタフスモノナタ。マタ林地地掠ノ不充分ニシア

根株，倒木及笹生地等ヲ林地ユ有スノV 場合ェ於アハ特ニ野鼠ノ棲息所ト
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lナヲ易ジ。手入ノ度敷ニ関ジア J、其ノ敷ノ多キ稗.被害少キ関係ニアt]0 

i. 被害地ト隣接地ト J関係

野鼠ノ生活 J、移動性ヲ帯己常ニ良好ナノV 棲息地ニ集合ス JVモノナ人

故ニ林地ノ隣接地ニシア，野鼠ノ巣窟ノ存在スノV トキ川林地ュ移動スノV

場合少ジトセズ。従ア林地ニ於ケ Y 被害ノ多少 J、隣接地ノ賦態ニ左右セ

ラJVJVコト多ジ。今嚢ノ調査報告ニヨリ被害地ノ周周航況ト被害地トノ

闘係ヲ調査ス V バ究表ノ如ジ。

被害地ト隣接地トノ関係調査表

隣接地ノ種類 金制ス Jパノ|一部接…ノ 言十

置所 16 箇所 箇J9i
原 !l!f 一 按 ス 15 31 

農地叉戸畑地ニ接ス 6 5 11 

伐 採 跡 地 5 3 8 

雑 木 林 29 17 46 

天 然 林 11 s 19 

入 :r: 港 林 23 22 45 

之 v ニ依ツア見 JVニ，野鼠ノ被害地ノ順位 J、其ノ周園ガ雑木林ユ接ス

JV場合第一ユジア，第二 J、其ノ周国人工法-林地ニ接ス JV場合，第三 J、原野

ニ接スノV 場合，第四 J、天然林ニ接スノV 場合第五 J、農地叉 J、畑地=接スノV

場合，第六 J、伐採跡地ニ接スノV 場合ナ 9。

j.林種 J関係

野鼠ノ被害 J、森林ノ作業種ニヨ Y著ジク其度ヲ異ニス JVモノナ 9。嚢

ニ問答ヲ求メタノV 報告ニヨ人野鼠被害地ヲ林種ニヨ 9区別ス V バ，人工

植栽地95.苗間 16.播種造林地 5，媛林 7，天然遺林地 2，中林作業地 I箇所ノ割

合ナタ。之ユ依 y ア見 JV=，天然遺林地 J、殆 1'-其ノ被害ヲ見ザ νF"1:':，人工

植栽ヲ行フ地 J、頗ノV 著ジキナリ。然 v 1'-毛人工植栽地ト雄毛被害ノ多ク

表 Jρ、JVノJV.... へ、~，林木未タダ守欝閉ヲ保タず JV幼齢林エ γ テ9陽光自由 z 侵入ジ雑

草ノ繁茂著ジク，野鼠ノ権息息、ユ趨ス JV時代ナ司リ1 トス

ヲ保チア，林内陽光ノ射入ヲ遮ギ JVユ及ピι，林地混潤トナ 9雑草ノ生育不
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良ニナ JVユ及ベ，..TV'，叉野鼠ノ棲息不通常トナ JVモノナ 9。究デ播種造林地

ニ多クノ被害ヲ見ノV モノエジア，なら，かしはpくねぎ，<るみ等ノ大形ノ種

子ヲ直接ニ播種ス }V場合最モ著ジク被害ノ額 J、}V}Vモノナリ。

k. 事業開始年度 J関係

通常林地ユ於ア野鼠被害ノ初メア起ノV~、，林木植栽綾直チェ起ノV モノ

エジア，ソ V ヨヲ引キ績キ 5，6年間 J、被害最モ多ク，其後約 10年間 J、其ノ被

害ヲ見ノV モノナ 9。勿論野鼠被害期ノ長短 J、樹種ユヨ 9異ナ 9 ト雄，大約

森林ノ欝閉ヲ形成約林内陽光ノ射入不充分ニジア陰謀ヲ保ヅエ到ノV 時

J、，最早ャ野鼠ノ被害ヲ見ザノV モノナ 9。叉苗圃ニ於ア J、設立嘗時ヨ 9連

年之 vガ被害ヲ見ノV モノニア，播種セノV 種子及ピ首木=被害ア 9。而ジア

其ノ被害度 J、苗岡ノ周囲ノ扶態ニ依 Y養化アノV モノトス。

1.実敵動物ト J関係

野鼠ノ蕃殖ハ天敵動物'タメニ著ジク制限セラノ'V}Vコ 1-.t、明カユ認

メラノv 、事質エシア，其蕃殖ノ甚ジキトキニハ常ユ自然的ニ天敵動物類

ノ増加ヲ来スモノナ 9。

本調査ニ表 J、vタノV天敵動物中，各地ニ最モ多キ J、蛇類ナ 9 トス。突イ

アいたち類，たかpとぴ類，だね 3等ナ 9 トス。各地方ニ於ケノV是等天敵動物

ノ蕃殖関係 J、，野鼠蕃殖ノ増減ニ大ナノV 影響ヲ及ボスモノナ yr嚢ニ同答

ヲ求メタ }V報告ニヨヲ天敵動物ノ種類ヲ調査ス V バ央表ノ如ジ。

野鼠天敵動物調査表

す

ち

ね

ら
十
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つ
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き
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2 E周

取れ ~I両日 1 1} n 
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4
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勾
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9 
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第五章 野鼠ノ被害樹種=閲スル試験

野鼠ノ主要ナノV被害ハ林木ノ樹皮及種貫ヲ食害スノV ユアム而シア之

等ノ被害 J、樹種ニヨ 9其ノ程度ヲ異ニスノV コト J、前章記述ノ如ジ。然 v

1'+モ是等ノ被害ハ野鼠ノ種類ニ依 9アモ亦其ノ被害ヲ異ニスベキモノ

アIVヲ以ア，主主ニ北海道=於ア最毛普通ニ舟布ス IV野鼠中，はたねずみ亜

科ニ属スノVべつ eJ、をるどねずみ及相ずみ亜科=届スノV ちねずみニ依

9，各種類ノ樹木及種寅ニ劃スノV 被害程度ヲ試験シ，其等ノ被害度ヲ定メ

ントス IVモノナ 9
0

1. 樹木=釘スル被害試験

(1) 1926年 4月ヨ 98月ニ亙 h常大串林皐科貫駿苗闇ニ於ア，幅3尺平

方，高サ 5尺ノ金網ヲ装置 V，其中ニベつどムをるどねずみヲ 2匹放飼 V，

各種ノ苗木ヲ鉢植ユナジア一個グ、挿入寺内生活ニ堪へ得 IV少量ノ食量

ヲ供給ジヅヅp野鼠ノ林木ユ封スノV 被害度ヲ試験セ 9。其ノ結果ヲ示セバ

次表ノ如ジ。

野鼠ノ被害樹種=閥スノV試験表 ( 1 ) 

No. 樹 種 苗木試験日扱 被 害 度

E l す さP 411' 1a 甚大

2 l しっとかたうひ 4 " 
3 えんげるまんTこうひ 4 I " 
4 ー、 て 」、 5 2 " 
5 ひ の さ 4 2 " 
6 古2 ら まつ (1) 4 2 大

7 4 I時間 " 
8 に l王びひ cr 4 Z日 II 

9 3 4 中

10 どいつ 7こうひ (1) 5 p 

11 l どいつ〈ろまつ 4 p 

12 l おれごん I:t"いん 4 3 " 
13 !もん 7こなまつ 5 " 
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種|被害木樹齢|苗木試験日扱 i被害 度

14 

15 

16 

17 

18 

19 

20 

21 

22 

9

3

8

守

回

、

d
z
u

今
A
E

今

-

q

a

今

a

7

8

9

0

 

2

2

2

勾。
31 

32 

3

4

5

6

7

8

 

今

3

4

0

司

ふ

司

、

d

今

』

司

J

39 

からまっ(3)

てふぜんごえふ

も み

いち 1;)(1) 

えぞまつ

いちゐ (2)

とどまっくめ

どいったうひくの

ずとろうよまつ

ごえふまっ

とどまっ(3)

さはぐるみ

みp まな Lかまど

に れ

やまうるし

ゃち g も

き 1:( t:: 

1:( しどい

ほほの暑

さりの告

げ申告

なら

いぬえんじゅ

さ 1:( {"るみ

とちのさ

わかいれ。 " 

E日持

4

4
" 
" 

F

2

r

3

F

3

H

a

A
守

4

" 
2 

" 
ナ v勾、

d

今
、

d
c
o

" 
" 
" 

5

4

4

6

4

5

5

3

3

3

 

p 勾

0

4

・ " 
3時間 甚大

I日 " 
大

4時間 " 
I日 グ

2 " 
2 " 

干宵大

2 

" 
2 " 

2 中4

3

4

3

4

 

z 
" 
" 
F 

( 2 ) 1926年 9月末ヨ'911月初メニ亘'9，賓験苗間ユ於ア面積約 I坪，高ナ

6尺ノ木製ノ板闇ヲ作'9，之 v ヲ地下約 I尺 5寸埋設 v，其ノ中ニ次記ノ

如キ各種ノ樹木ヲ植栽 v，3匹ノベつ Eムをる Eねずみヲ放チペろばー

ノ如キ食物ヲ奥へ，之 V ヲ究第ニ減ジヅヅ其等樹木ユ及ポス被害度ヲ観

察セ 9。其ノ結果ヲ示セバ央表ノ如ジ。
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野鼠ノ被害樹種ニ閲スノV試験表(2 ) 

高|直径{地)i被 害
順位

年 cm cm 枯死、根部チ宅食モラE b、 て よ、 7 60 1.2 z 
Pレ

2 』、 ち ゐ 7 45 1.0 枯死セザIレ毛形質チ領
7 ス

3 も み 7 35 1.7 枯死 4 

4 え ぞ ま ぜっ 7 40 0.8 無被害 一
5 あ 古B ま dつ 8 50 2.0 枯死 3 

6 す ぎ 6 40 0.9 " 6 

7 すとろうぶまっく1) 7 60 2.0 
" 7 

8 すとろうよまつ (2) 4 65 0.9 " 5 

9 おれごん Ifいん 6 41 0.6 
" 5 

10 どいったうひ 5 55 1.1 殆>")"生ff.ノ見込ナV 5 

11 と ど ま dコ 6 57 1.0 無被害 一
12 "/J. ら ま "? 5 70 1.1 枯死 3 

13 えんげろまんTこうひ 7 40 1.5 /J 8 

14 ょんげんすたうひ 7 40 1.3 /J 3 

15 どいつあかまっ 4 50 1.0 11 4 

16 び の % 4 70 1.4 枯死セザル宅甚ダジグ 6 
形質チ損ぇ

17 1:(ん〈すまつ 4 55 0.8 枯死 4 

18 まんしゅう〈ろまつ 3 33 0.4 /J 4 

19 に li ひひ 1:( 4 30 0.3 
枯死セザル宅甚戸・ジグ

7 形t{チ損λ

20 さだまっ 2 15 0.2 枯死 7 

21 てふぜんごえふ 6 32 0.8 /J 5 

22 ー、 Tこ 。 7 55 1.5 /J 6 

23 l王 .l~ ら 3 82 0.8 /J 6 

24 金j j二 守ろみ 6 50 2.0 /J 6 

25 いねえんじゅ 2 30 1.0 /J 8 

26 ti 『コ % 7 90 2.0 殆>"1"生存ノ見込テγ 6 

27 と ち の さ 6 40 0.6 結死 3 

28 lt し ~ も、 2 55 0.4 グ 5 

29 
、

.l~ し 2 20 0.3 If 7 、.

30 さ の 品、 I 75 2.0 /J z 

31 。まな ら し 4 90 1.6 グ 8 

32 〈 2 30 0.3 /J 6 

33 。 ち t~ も 5 70 2.3 /J 5 
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本質駿 J、四十日間ニ亘 9ア行 J、V 各樹木ノ被害状態ヲ日令観察 V タ

ノν結果ヲ示セノV モノナ 9。之ニ依ノV ユ野鼠 J、樹皮ノミナラズ，樹枝樹芽，樹

葉.ヲモ食ジ，向ホ被害甚ジキ時 J、樹木ノ根ヲモ食害ス lVニ至ノV。而ジア叉

多ク ρ 同一樹木ニ撃すジア毎日連績ジア其ノ被害ヲ繰 9返へスモノナ人

叉本試験ニヨ lVニ乏ぞまつ，e~まつ等ノ本道国有ノ針葉樹 J、少ジ毛食

害セラ vザノV コト J、稿ヤ注意、スベキモノトス。

( 3) 1926年 10月賞験室内及戸外ニ於アフ小形ノ飼養箱ヲ装置れ供試野

鼠べつどよ、をるどねずみ各{-4匹ヲ入 V，之 ν ニ各樹木ノ I乃至 2年生

苗木ヲ 7-8寸ニ切断 v之 v ヲ供典的其他少量ノくろばー，馬鈴薯等ノ食

物ヲ奥ヘタ 9。而ジア其ノ被害度ヲ調査セシ結果次表ノ如ジ。

野鼠ノ被害樹種ニ開スノV試験表 ( 3 ) 

害 度 11No.1樹 害 度

I 詰ョ dヲ ら 中 やまはんのさ

z li l王 の さ 13 l:t し ど ー、 " 
3 。 な 会. 犬 14 すずかりのき " 
4 とげなしあかしゃ " 15 き ら グ

5 し lま ち. 中 16 ひ 1"[ 中

6 み dづ き 17 もん 1:なまつ

7 し ちかん lて 中 18 どいつあかまっ 中

8 さF ん 」レテ ろ ナジ 19 と ど ま dつ ナ V

9 '9> の き 大 20 どいったうひ 中

10 とねりこ 1"[のかへで 21 古z ら ま イコ 占F

くやろみ
" ぞ ま つ " 

以上三岡ノ試験ユ徴スノV ニ多少其ノ結果ニ相違ヲ来タジタ 9 ト蜂，大

惜ュ於ア一致スノV 知少ナカラズ。元来本試験 J、野鼠ノ境遇，林木ノ 1状態，試

験時期等ノ多クノ関係事項ニ支配セラ lVlVモノナ V バタ少数ノ貫験ヲ以

ア充分ナ lV結果ヲ得ノV 能川ズ。然 v ドモ今比較的自然朕態ニ近キ第三ノ

賓駿ノ結果ニ基キ占ノ被害程度ノ標準ヲ定ム而ジア他ノ試験ヲ毛掛酌

セ lV結果、ヲ示セバ次ノ虫日ジ。
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被害ノ甚大ナノV 樹種

からまっ。 いてふ。"p1'-字。 あかし申。 とちのさ。

被害ノ犬ナノV樹種

ひのさ。 どいつあかまっ。 りさ g まつ。 めかまっ。 Itん〈すまつ。 まんしゅ号〈

ろまつ。 えんげろまんたうひ。 ぶんげんす 7こうひ。 しっとか 7こうひ。 み。ますよ L

かまど。 さりのき '1"p ~o "pちだも。 1:1:しどい。 11'ぷら。 ゆりのき。 くり。。

ま7よらし。

被害ノ中庸ナノν樹種

どいつれうひ。 に!まひひ It。 どいつく Jちまっo おれごん Ifいん白 すぎ。 ひIt。 も

み。 にれ。 いれ『コ。 うるし。 なら。 さat:.。 かっち。 しl王ぢ。 しらかん It。 き〈
ち。 とねりこ Itのかへぐ。

被害ノ小ナ JV樹種

てふぜんごえふ。 もん 1:なまつ。 すとろうぶまつ。 ほほのき。 こぶし。 いぬえん

じゅ。 み dづき。 ぎんど o. くろみ。 ... コまはんのき。

被害ノ甚少ナ }V樹種

e 1:まつ。 えぞまつ。 いちゐ。 ごえふまつ。

( 4) ちねずみニ依 ;V樹木食害試験。 1927年 10月貫験室内ニ於ア本

大皐天脳演習林ニア採集セノV ちねずみ I匹ヲ四尺四方ノ金網中ニ入 V，

之 v ニからまっ及ほ。ぷらノ苗木ヲ鉢植ニジア持入的燕婆等ノ食畳ヲ典

へ之 v ヲ漸次減ジツツ飼育セラ。其結果約 3週間ニジア野鼠 J、死セ ;Vモ

林木ヲ食セズ。叉同年 1011野外ョヲちねずみヲ採集 ν来 h四ツノ飼育箱

中ニ各々ぽぷらノ樹枝ヲ 8寸飴:=.-C)J断ジ之 v ヲ持入れ約 4週間飼育ス

lV毛少ジモ之 v ヲ噛食セザリキ。之 v ヲ以7"察スノV ユ之等ノ野鼠 J、野外

ニ於アモ亦林木ノ樹皮ヲ噛食セザ )Vモノナ )Vベジ。

2. 野鼠，林木種責z劉スル被害試験

本試験ニ於ア供試野鼠べつ Eよ、をる Xねずみ(鯉重 23.65克)及ピもねず

み(鰻重 20.00克)...、 1927年 10月野外ヨ 9採集セ )Vモノニシア，各 I 匹宛飼育

金網ユ入 v，1927年 11月 5日ヨ 9 1928年 2 月 1 日ニ至 )V迄試験ニ供ジタ

9。葉ノ食物 J、供試種賓ノ外馬鈴薯燕要ヲ一定量ニ供奥ジタノV タt，常ニも

ねずみ ρ 燕憂ヲ好しべつどよ、をる r~ずみ J、馬鈴薯ヲ好メノV ヲ以ア，夫
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等ノ量ヲ少ク加減セ 9。供試種子 J、大粒 5克，t]、粒 3克ヨ 9 1克ニ至 lVマ

デヲ使用ジタム試験ノ結果 J、供試種子ヲ I章夜間野鼠=供輿ジタ )V綾

食害セラ vタY 種子ノ質量及粒敷ヲ以ア示セ 9。

( 1 )べつ Eムをる Eねずみノ各樹賓ニ劃スノV 被害試験ノ結果ヲ表示

ス V バ究ノ如ジ。但 v表中ノ樹種ノ順序ハ毎日試験ニ供セジ種子ノ順序

ニ排列セ 90

( 1 )べつ Eムをる芝ねずみノ樹貫ニ封ス )V被害試験表

供試種子量 食感種子量 食害|馬 鈴 望事 ~~ 幸彦
樹 種 完 全|不完全

積子gr量.i 1fibgr.輿 I食gr残
gr. I粒鮫 gr. gr. I粒聾主食媛gr.

しうりさくら 5 49 3.57 35 0.46 0.97 18 5.83 z 32 0.41 

わたにも 5 341 3.75 261 0.70 0.55 14.35 。 E 33 0.35 

あかし。 5 236 4.72 213 0.31 0.00 19.70 0.70 I 33 0.40 

b、 ち ゐ 5 95 2.92 59 0.87 1.21 21.25 8.2::> E 29 0.32 

お11.1:(しなのき 5 36 。 。 3.∞ 2.00 22.70 3.53 E 一 0.31 

みづ t[. ら 12.15 4 3.11 I 4.31 4.73 20.45 5.90 E 0.28 

いぬえんじゅ 5 124 4.10 100 0.60 0.30 19.45 0.25 E 一 0.30 

.J: な 5 32 1.88 10 0.65 2.47 22.70 99.0 E 一 0.31 

朝鮮ごえふ 5.25 3 1.90 1.50 20.63 6.90 z 一 0.28 

あぶら
、
5 230 I 3.∞ 145 0.63 1.37 20.20 5.10 z 一 0.28 、.

日高ごえふ 5 64 0.10 E 2.75 2.15 17.45 4.27 E 一 0.30 

グ 10 128 5.97 77 2.05 1.98 19.38 7.48 E 36 。‘31
〈 ぬ ぎ 11.23 3 I 3.77 I 2.97 4.49 19.85 13.90 I 一 0.33 

本州(1: 産
き f: 5 32 2.11 13 1.38 1.61 21.75 9.92 E 一 0.30 
北擁遁蕗
品、 l工 f: 3 15 2.13 10 0.33 0.54 20.78 4.18 E 29 0.31 

み てコ 為、 5 65 0.10 I 3.12 1.78 18.76 11.42 z 33 0.26 

。ち f: も 3 47 0.71 ]3 1.68 0.6] 19.05 3.25 I 34 0.30 

l王 L のさ 5 3S 3.47 27 0.63 0.90 18.92 6.75 E 一 0.31 

『コまはんのき 3 3126 0.77 847 ! 。 2.23 13.27 2.12 E 一 0.32 

朝鮮からまっ 3 705 0.03 7 0.65 2.32 18.95 5-17 I 35 0.28 

あ b と !! 5 517 4.80 487 0.15 0.05 19.02 1.03 E 34 0.31 

あかまっ 5 448 2.97 265 0.52 1.51 22.24 5.01 z 33 0.30 

7こ ヲ ひ 3 2199 0.71 886 0.68 1.6] 21.32 8.35 E 36 0.30 

tj や

ー
5 418 l.48 2.21 1.31 17，93 6.88 E 34 0.42 
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供試種子量 食残種子量 食害 馬 鈴 薯| 燕 重醇
樹 種

完 令[不完全 種子量 供興|食感|供 奥|食幾gr
gr. I粒鍛 gr gr. gr. I gr. I gr. I粒鍛

も み 5 123 5 123 O 0.00 20.82 4.25 I 37 0.32 

ヲ ろ し 5 67 1.55 20 2.58 0.87 22.78 10.35 E 29 0.30 

ひ の き 3 1446 2.57 1:81 0.27 0.16 20.81 4.53 E 34 0.28 

えぞまつ 3 1469 1.32 8II 0，40 0.28 21.00 10.97 E 35 0.28 

かう~まき 3 170 1.64 93 1.13 0.23 19.64 0.22 E 33 0.30 

きいかち 5 30 358 22 0.46 0.96 17.27 7.10 I 33 0.30 

あかと ~~ 3 405 1.25 192 0.95 0.80 21.80 1.25 I 38 0.28 

It.<うん ii'< 5 12 0.96 z 3.31 0.73 22.28 4.30 E 41 0.31 

さわく・るみ 5 1.85 30 1.68 1.47 20.68 0.35 E 一 0.30 

合， 『コ 5 5 216 2 1.41 1.43 23.85 950 I -ーー 0.35 

しらかん If E 書官6880 0.05 一 一 0.95 23.15 9.25 I 一 0.33 

-d I |約6∞o 0.02 一 一 0.98 22.95 6.77 E 一 0.35 

と ちのき 18.22 2 一 一 17.70 。目52 22.00 8-72 I 43 0:37 

" 15.35 z 。 。 II.03 4.32 22.11 947 E 一 0.31 

いた『コかへで 3 83 。 1.02 21.10 8.03 I } 0.32 

語、 dコ ら E 約2400 0.59 0.41 20.77 333 E 一 0.38 

却にぐるみ 13.31 2 。 13.17 0.14 21.86 7.06 E 56 0.27 

" 15.70 2 。 。 14.67 1.03 19 Il 4.95 E 一 0.30 

し 1t. <-り 9.10 2 3.85 E 2.57 3.68 1987 14.96 E 36 0.28 

あ・づきなし 5 58 0.88 10 378 0.34 18.10 1.17 I 一 0.32 

信州からまっ コ 1310 0，47 134 2.05 2.48 23.22 9.73 I 一 0.33 

l:tりぎり 5 254 4.26 217 。33 0.41 19.45 6.03 z 一 0.28 

えごのき 5 37 3.86 28 0.50 0.64 20.56 11.75 I 一 026 

れ よのき 5 20 1，98 7 2.83 0.19 21.73 5.12 E 37 0.30 

げん lまなし 5 166 4.91 163 0.01 0.c8 22.37 3.30 I 一 0.27 

いねつげ 5 448 4.28 370 0.68 0.C4 21.22 5-47 z 37 0.33 

と ねザ
、
5 289 2.91 164 0.71 1.49 18.31 8.38 E 36 0.33 、.

〈 b まつ 5 140 1.33 37 1.43 2.24 19.65 6.33 E 一 0.58 

みやましさみ 5 91 4.15 73 0.80 0.77 5 。 3 一 0.75 

そ ι 、. 5 41 2.96 24 1.36 0.68 10 3∞ 3 一 O 、

かん li < 5 139 3.11 90 0.71 0.18 10 一 3 一 。

むらさきふじ 5 16 3.86 12 0.72 0，42 10 2.0 3 一 。

かまっか 3 200 247 169 0.25 0.28 10 4.0 3 1.25 

さわふたさ| 5 103 3.38 89 0.25 1.37 10 
。 3 一 。
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樹 種明21ι1ドL里ι主主i;l」!二gr
まる rrのさ 1 3 

あき守み 1 3 

つりIfなまゆみ I 3 

まさき 3

しろもじ 1 5 

どいつ7こうひ

うりかへぐ

，、
a 

2 

167 1 0.73 1 43 1 1.07 1 1.20 

186 1 0 1 0 1 1.20 1 1.80 

145 I 2.27 I 117 I 0.c6 I 067 

149 I 1.91 I 93 I 0 I 1.09 

14 I 5 I 14 I - I 0.00 

Ic6 1 1.12 ;|::;l::: 312 1 ー

101 ー I 3 o 

10 I 0 I 3 o 

10 I - I 3 。
10 I 0 I 3 。
10138613 O 

10 1 0 o 

10 1 2.26 。

べつどよ、をるど綜ずみ J、専ラ樹皮ヲ噛食スノV 有害ナノV 野鼠ナ 9。然 v

ドモ本試験ノ結果ニ依 V/内向ホ種賓ヲモ著ジク食害スノV コトヲ知 9得

タヲ。今上表ョ 9主要樹種ニ封スノレ被害度ヲ掲記ス V バ次ノ如ジ。

1.被害最モナ大ノV種.賞3

くろまつ。 信州からまっ。朝鮮からまっ。 お l王Ifしなのき。 みづ t.;.ら。 ぷな。 く

ぬぎ。 くり。 号コまはんのき。 とちのさ。

2. 被害中庸ナノV 種雪。

いちゐ。 か『コ。 あかまっ" 1こう()0 1:' いつれうひ。 えぞまつ。 朝鮮ごえふ。 日高

ごえふ。 みづ ~o tt ~善。 さわぐるみ。 おにぐろみ。 いれ『コかへぐ。 あぶらし

さ I"!t:<本州産)。かん li<。 きわふれざ。 まる Ifのき。 あきく'み。 まささ。

3. 被害小ナノレ種賓。

ひのき。かう 0 まさ。 めかとど。 あかとど。 あか f:も。 しうりさ〈ち。 ゃち f:も。

とねりこ。 いぬえんじゅむ きい昔ち。 むらさきふじ。 しらかん If。 ほほのさ。 う

ろし。 I"!<うん lまし えごのき。おにく。るみ。 とちのさ。 うりかへぐ。 そ ιご。

つり Ifなまゆみ. かっち。 あづさなし。 かまっか。 きり。 I"!りぎり。 1:ぶ。 t1ん

Ir t.;.し。 み 0 まし告み。 きI"!t:(北海道産)。いねつげ。

4. 被害杢ク無キ穣賞。

もみ。 めかし唱。 しろもじ。

( 2 )もねずみニ艶ス JY下記 61種ノ樹賓ニ劉ス JY被害試験ノ結果ヲ表

示ス V J>......次ノ女日ジG
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l 供試種子量|食残種子量|食害|馬鈴薯|燕 多
樹 種e- I ，.~"^ I ~__ -~ I nL  70-¥)0 I 

I~I竺LZ-ldi空i?ly
しうりさくら I 5 

あらたも 3

あかし予 I 5 

いちゐ I 5 

58 I 4.81 51 I 0.47 I 0.00 I 18.88 I 1I.72 I 3 

204 1 2.00 92 I.CO 

245 I 4.87 I 239 i 0巧 I0.08 I 16目21I 7.92 I 3 

1I2 I 3.66 3
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みづなら I9.Il I 4 I 4.58 

いぬえんじゅ 5 128 I I.78 

」ミ 'U. I 5 

朝鮮ごえふ I 5 

あ .l~ らこ I 5 

日高ごえふ I 5 

IJ 

〈 ぬぎ I9.01 
本州酋 | 

き(:( t~ I 5 
北海逗産 l 
き(:( f~ I 3 

みイさ I 5 

0 ちたも I 3 

ほほのき I4.84 

0 まはんのき I 3 

朝鮮からまっ I 3 
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Tこ ひ I 3 
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ひのさ 3
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415 o I 312 I 1.88 I 12-43 I 6.01 I 3 o 

122 5 I 122 o I 0.00 I 1368 I 8.03 I 3 

70 I 0.28 I 4 I 467 I 0.05 I 17.30 I 9-47 I 3 

1451 I 2.95 I 1447 I 0.25 I 0ρo I 1323 I 2.77 I 3 

1470 I 040 I 471 I 1.30 I 1.30 1 12.45 I 357 I 3 

155 I 3 155 I 0 I 0.00 I 14.16 I 6.93 I 3 

30 I 4.81 I 29 I 0川 I0.19 I 11.32 I 3・46I 3 

407 I 3 I 407 I 0 I o.∞ I 15.60 I 6.57 I 3 

12 5 12 o I 0∞I 19.92 I 3.35 I 3 

3 

3 
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1.35 

1.27 

1.16 

1.10 

1.23 

1.33 

1.31 

104 

98 

156 

1.35 

1.85 

2.35 

109 

97 

I.C泊

94 1.34 

102 1.83 

1.36 101 

104 1.42 

97 1.56 

1I0 1.30 

103 

108 

1.25 

1.30 

112 1-42 

106 1-40 

1I5 1.77 

1.73 
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樹
i侠試日 食日子量日|届鈴審|燕 参

種 完 全不完全種子量供奥食焼If尭 輿
gr. I 粒監一_g~1 粒数 I 空二一一一豆r:"'j一一t!;r.'"I T< g/'" i 般 I食媛gr.

~ tコヤるみ 5 80 4.62 73 0.30 0.08 3 一 1.75 

古着 。 5 5 。.98 I 2.08 1.94 14.23 6.68 3 一 1.76 

しらかん It I 一 E 一 。 O.C旧 15.42 8.71 3 一 1.43 

き E 一 E 一 。 0.00 14.01 5.01 3 一 1.58 

と ち 16.57 2 16.57 z 。 0.00 14.03 2.25 3 125 1.27 
1/ 1I77 I 。 。 9.13 2.64 13.40 5.50 3 一 1.00 

いた0 かヘイ 3 81 2.95 79 0.03 0.02 13.23 3.88 3 一 1.03 

古， dコ ら E 一 E 一 。 0.00 17.41 8.61 3 121 1.13 
おにく・ろみ 13.30 2 13.30 2 。 0.00 14.72 7.87 3 一 1.35 

グ 14，82 z 。 。 13.75 1.07 15.65 8.72 3 ~ 1.03 
しな {'り 9.88 2 475 I 1.77 3.36 10.00 一 5 一 一
あづきなし 5 63 4.1I 52 0.83 0.06 1267 5.48 3 一 1.03 

信子Iiからまっ 5 1317 0.88 239 2.30 1.82 17.93 928 3 一 1.80 

It り さ 5 254 377 193 0.68 0.58 16.68 948 3 一 1.24 

えごの寺 5 38 4.58 35 0.28 0.14 17.53 10.83 3 一 1.12 

Tこぶのき 5 20 1.30 5 3.35 0.35 17.13 10.70 3 ー 1.27 

げん|宮 11.し 5 162 4.85 156 0.05 0.10 16.32 7・38 3 一 1.03 

いぬっげ 5 443 4.02 358 0.77 0.21 18.91 1l.27 3 一 1.16 

と n り 、 5 290 5 290 、. 。 0.00 18.∞ H.36 3 一 1.58 

〈 b まつ 5 142 4.46 127 0.20 0.34 13.18 656 3 一 2.17 

み。ましさみ 5 95 4.36 83 0.46 0.18 5 1.36 3 一 0.76 

そ ι -・.、 5 40 1.85 24 1.25 1.90 10 2.50 3 一 o 

かん lまく 5 141 3.25 91 0.80 0.95 10 。 3 一 。

むらさきふじ 5 15 4.27 13 052 0.21 10 1.50 3 一 。

かまつが 3 210 2.35 170 0.21 0.44 10 4.25 3 一 。

さわふれぎ 5 102 4.28 90 0.15 0.57 10 5.∞ 3 一 。

まろ /tのき 3 180 2.10 128 0.42 0.48 10 4目21 3 一 。

あさ ヤみ 3 189 2.63 175 0.05 0.32 10 3.08 3 一 。

つりI!なまゆみ 3 150 2.88 141 o 0.12 10 5.03 3 一 1.29 

ま き 品、 3 158 2.75 143 一 0.25 10 0.86 3 一 。

しろ も じ 5 18 4.27 15 0.38 0.35 10 5∞ 3 一 。

rいつTこうひ 3 293 1.52 166 056 0.92 10 3.90 3 一 o 

ヲりかへて 2 I07 0.18 14 1.22 0.60 10 。 3 一 o 
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ちねずみ J、前章銃述ノ如ク樹皮ヲ食セズト雌，各種ノ種賓ユ封ジ之ヲ

食害スノV コ 1・p 上表ニ依 9ア明カナ 9。究ニ本試験ニ於ア本邦主要樹貫

ニ事}スノV被害度ヲ掲記ス V バ次ノ如 V。

I.被害最モ大ナノν種質。

わかまっ。 朝鮮ごえふ。 朝鮮からまっ。<ザ。 とちのき。

2. 被害中庸ナノV種貫。

か ~o 1:うび。 えぞまつ。 信州からま勺。 お!王 l:rしなのさ。 みィラな G" .l! 1.よ。<

ぬ宰。みづ与。 げやさ。 おにく。ろみ。 そ ιご。

3・被害小ナノV種賞。

いちゐ。<ちまっ。 どいつ 1:うひ。 あか 1ごも。 いねえんじゅ。 きいかち。 むちき

さふじ。 あかし申。 Iま L の ~o ~コまはんのさ。 うるし。 えごのき。 まろ l:rのき。

め~ ("み。 さわく・ろみ。 いt:~かへで。 うりかヘイ。 あづきない かまつが。 l:t

りぎり。 あぶらし 7こぶのき。 げんぽなし。 みやましさみ。 さI:tt::(本州産)。いぬ

っげ。かん lまし まさ与。つり l:rなまゆみ。

4・被害金ク無キ種賞。

もみ。 ひの与。 かう号コま ~o あかと1:'。 あえF主1:。 日高ごえふ。 しラりさ〈ら。

。ちにし とねりこ。 しらかん l:ro l:t <うん lましおに守るみ。 とちのき。 かっ

ち。 きり。 さl:tt::(北海道産)。

以上二種ノ野鼠ノ樹賓=封スノV被害試験結果ヲ見 !vニ虞ノ被害蒋ー度

J、同一野鼠ノ問ニモ多少異 9，一匹ノ鼠ヲ以アジア J、実ノ精確ヲ期ジ難

ジト雄3其試験結果ヲ比較スレバ第五圃表ノ如 V。本試験ニ於ア林木ノ樹

皮ヲ食害スノV ベつ eJ、をるどねずみ J、，常ニちねずみヨ 9モ食害量大ナ

9。叉野鼠ノ樹木ノ種賓ニ劃ス }VP蓄好度ヲ支配ス }Vモノハ樹賓ノ合有ス

ノV 成卦殊ニ昧及臭気等ニ関係 v，尚之ニ加フノV ニ堅軟ノ度合モ亦関係ス

}Vコト大ナ }V芳f如クp種粒ノ大小ニ影響スノV コト少ジ c

べつどよ、をるどねずみ及ちねずみ雨野鼠ノ噌好ノ相一致スノV モノヲ

皐グ・ v..".，.からまっ。朝鮮ご乏よ、。とち。みづなら。くねぎ。< 1; 01:攻。忘にぐるみ。

かや。むほばしな等ナ 9。林木種貫ノ中ニア山毛棒科ノモノ J、最モ食害大

ナム之 V 金ク澱粉質ヲ多量ニ合ム結果ニ依ノV モノナノV ベジ。之ニ反事/食

害ノ量最モ少キ J、もみ。あをとどユシアあかとど J、べつどよ、をるどねず
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みニ少量食セラ v タ }V ノミナ 9。日高産ごえムまつ J、雨野鼠共ニ二度試

験ヲ行ヒタ JV"12:，べつぎよ、をる Eねずみ J、之 V ヲ好食セ )Vニもねずみ J、

少ジモ食害セザ }V結果ニ到達セ 9。叉やも 7さも。とね b乙。いたやかへで等

ノ大ナノV 麹付キ種子ニア 9アへペつどムをる Eねずみ J、精ャ之ヲ食ス

ノV "12:，1fiめね子み J、殆ド害セザノレカ或 J、杢ク害ナジ。唯ダあを 7さも J、少ク

食セラノv 、ノミナリ。其他以のき。かうやまき。しう1)~くら。しらかんば。は

くうんぽしともの ~oかつら~ 1)等 J、べつぎよ、をるどねずみノ食害アノV

モち tlずみニ J、ナジ。叉あかしゃ J、もねずみニ小量喰セラ V，べつどよ、を

るどねずみニ杢ク食害セラ v ず }V 結果ヲ呈セリ。みづ~ ~、核果ノミヲ食

セラ v ，~ 1:1 1i ~、会ク食害セラレズ。之 v 臭昧ノ有無.ニヨ }V モノナ }V ベジ。

要スノV ニもおずみノ類即チねずみ亜科ノモノノ、専ラ樹賞ヲ好ンデ食事/，

べつどよ、をるど tlずみノ類即チはたねずみ亜科ノモノ J、主トジア樹皮

ヲ噛食スノV ト共ニ向叉樹貰ヲモ好食ス }Vモノナ 9。

第六章 野鼠ノ害=鈎ス Yレ橡防及駆除法

野鼠ノ除害法ヲ買施スノV ニ常れ先グ林地ニ野鼠ノ棲息ス )Vヤ否ヤヲ

確定九而ジア之ガ如何ナノV種類ノモノナノV ヤ剣定ス )Vヲ要スc野鼠ノ棲

息地 J、就ニ迅ベタ )V如九林地ニ於ケノV ftiJ木，根株ノ下或 J、排水溝?畦昨等

ノ地エ替巣れ其ノ外部ニ J、多クノ出入孔ノ設ケア 9，而ジア巣ノ附近ユ

J、食物ノ残津，即チ植物ノ種子及ピ惹葉ノ岐断セラ v タ }V破片ヲ散在V'，

或 J、林木ニ噛痕ヲ認、メ得可ジ。或 J、叉脱糞，足跡等ノ存在ス Y ア 9。其他野

鼠ノ通路ヲ見出スコトア 9。是等ニ依リア容易ニ野鼠ノ棲息スノV コトヲ

知 9得可ジ。野鼠ノ樹幹ュ印スノV 噛痕ノ、，上下二枚ノ歯ノ痕跡、ヲ附シア密

ニ並列ス JVモノナ 9。其大サ J、野鼠ノ老幼，及樹種ニ依 9多少異ナ 9ト雄，

其ノ種類ノ異ナノV ニ従ヒ形賦及大サニ相違ア P。究ニ三種ノ野鼠ノ噛痕

ヲ比較ス }Vエ究表ノ如ミ/。之ニ依 lVニベつどよ、をる Eねずみ J、他ノモノ

ユ比三/長サ及幅共最モ大ニジア。みかどねずみ J、其ノ大サ著ジク狭小ナ

9。はたねずみ J、長ナニ比ジ 11届虞キヲ以ア短大ナ 90I第六国版参照)



• 
(241) 

野鼠ノ樹木三事}月 ;vU歯痕 識 別IJ;表

Wf鼠ノ 酒類 l樹
on 

ベつどふやるどねずみ 昔、 ら ま つ 65 

ij ヵ. り ま っ :;.9 

ij どいつし ti.じ 4.0 

みか ど ね ず み ー、 1: '" 3.8 

tt T二 ね ずみ び の 品、 60 

mr 鼠ノ足跡 J、英ノ健軍強キヲ以ア ~ID

ク 地上 ニ印セ ズ。然レドモ砂地，粘土地，及

ピ滋地等ユア 9ア J、屡々 認 メ得 ラ V，殊

ユ冬期積雪 上エア 9jテJ、最 モ 良ク 認、メ

得ラノν 、モ ノナ人11;足跡 J、走 行ノ速度

ニヨ 9'Ft'iャ之ヲ異ニス。普通エ走ノV 場 合

ユ J、前足ノ科iャ外1WJニエ後足ノ来ノV モノ

トユ olllJ足 J、1mt旨痕，後 足ノ、ヨi指痕 ヲ印ス。

急速度ノ H寺川 7tェ後足 J、tilJ足ノ'F1!jヤ前

方ニ来ノV モノリ 。

野鼠ノ糞 J、染色凶筒形ニジ ア，其 ノ一

端問 ャ車!日夕尖 9凪i曲 ス。積類ユヨ 9其ノ

噛 高

長 サ

cm 

0):>4 

0.80 

。79
0.29 

0-45 

，、
b h， 
、、";'、、 、

~ - "".帽 、 ‘，，'、.
• I ，、、.
、、-、

ノ 大 サ

恥[

C】n

0.17 

0.14 

0.10 

0.'3 

0，16 

3、叱，
~、、、 曹、

匂〈‘

9議、
者込噛喝込

9も

な争時
電梅 " 噛 ，司、 j 晦

てが手で、
えな‘

、
弘、司、前
"匂‘よ、弘、情
P2、

大 サ形!¥x等 ニ差異ヲ生 ズ。次ニ野 鼠 脱糞 !:s六凶 野沢ノ肱誕 ノM欣ヲ示ス凶倫(1小)

ノ j~ 朕ヲ示ユコ ト 第六 回 ノ 在日V' o叉之レ 左上。みか ど ね ず み右上。ちれずみ(幼)
左下。ベつどふt"ろどれずみ 右下。ちねずみ〔老)

>1'火。どよねずみガ測定ヲ示セバ次ノ虫日V。

野 鼠 ノ)JJl;糞 ノ大 す表

暫;Tーサ I~陥 1 種 類|長
ベつど ~.tl' るどねずみ

み か rねずみ
r .1: ね ず み |

111m 

5.39 

3.21 

9.27 

mm  
2.32 

1.33 

4.19 

ち ねずみ(老)

ち ねず み (幼〉 ¥.49 1.87 
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備，野鼠ノ種類ヲ確賓ニ決定セント欲セバ，普通販貢スノV 係蹄ヲ以ア捕獲

スペジ。而ジア野鼠ノ種類ヲ確定シタノV 後，之ニ封スノV 防除ノ方法ヲ講ズ

ノV ヲ要スc然 v l'~ モ本庭置 J、秋季ニ於ア之ヲナジ啄ノV ベキ各ノ危険期ニ

事}ス lV防除ノ準備ヲナサザノV ベカラズ。

1. 野鼠 J害エ撃すスル謙防法

a. 草原地ニ接績スノV 人工植栽地，天然下種造林ヲ行 ρyトス lV地，播

種造林地或 J、苗圃ノ如キ林木及種子ノ著ジク鼠害ヲ受ケ易キ倶 v アノV

土地ニ於ア J、，之 vガ境界ニ明溝ヲ掘 9ア野鼠ノ侵入スノV ヲ遮断スベキ

ナム溝幅 J、6-7寸，深ナ I尺除，雨壁 J、真直ニナジフ且ツ底ヲ平クスベジ。

而ジア溝底ノ諸所ニ饗ヲ埋メ之 v ニ落チタノV モノヲ捕殺スノV如クナス

可 νi札幌替林匝署，旭川替林匝署，帝室林野局前橋出張所有効)

b. 野鼠ノ害ヲ受ヶ易キ澱粉質ヲ多量ニ合メノV 山毛棒科，及胡桃科ノ

樹種例セバなら，ぶな，< 9，くるみ等ノ種子 J、成ノV 可ク林地ニ直播セズ植

樹造林ニ依ノV カヲ或 J、春播ヲナジア野鼠ノ被害期ヲ短クジ，之等ノ食害ヲ

避ク Y ヲ要ス。町三/7'叉高「崎皆林署ニ於ア行 J、lV、究ノ方法ヲ用フノV モ

有数ナ 9。即チ長サ 6万至 8寸3径 I 寸飴ノ竹筒ヲニヅニ割?アフ其中=種

子ヲ土ト共ユ入 ν ア地中 3寸飴ニ埋メp種子ガ楼芽ジ稚苗ガ野鼠ノ害ヲ

兎 lV、大ナユ達ス lVトキ竹筒ヲ除去ス lVナ 9
0

C. 林木ノ植栽地 J、整地ヲ可嘩ニナジ倒木，根株，笹類，及大ナノV 雑草等

ヲ残サズ除去ジ，向ホ年令下){Ijヲ質行ジア林地ヲジア野鼠ノ巣窟タフジ

メザ lVヲ要ス。

d. 野鼠ノ樹幹ノ噛食ヲ防グタム幼木ノ根元ニ J、野鼠ノ好マザノV物

質或山薬品ヲ塗抹ス lVコトア 9。今従来行川 V タノV モノヲ事グ v ..，，~究ノ

女nv'。

1. 樹木ノ基部ヲ縄叉 J、藁ヲ以ア緊縛スノV 法。 本法 J、19'4年札幌

鎖道管理局ニ於ア北海道銀山鐸附近ノ銭道防雪林タノV 落葉松樹林ユ試

ミラ νタ 9J唖ヲ以ア樹幹ヲ審キタノV 方法 J、和ャ有効ナ 9キ。周1チ野鼠 J、

縄ヲ港カザ lV部分ヲ多ク食セ 9 1、云フ。叉藁ヲ用ヰタノV 方法 J、全然無効
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ニジア，藁 J、鼠ニヨリ吸断セラ V 幹ヲ害セリ。然 V 共細川之ヲ取 9除クユ

非ザ v ~，..，樹幹ニ次第ニ喰ヒ入リア幹ヲ損傷スノV コト大ナ 9 0

2・蓬品布ノ類ヲ以ア樹幹ヲ窓キp或 J、叉麹糊ヲ樹幹及種子ユ塗抹ス

ノV法。 本法 J、'9[4年銭道防雪林ニ於:;-，樹幹ノ下部ヲ蓬ユア萄ミ具ノ

上ヲ藁ヲ以ア堅ク縛リミ/.杭野鼠 J、之ヲ喰ヒ破 9樹幹ヲ食害セ 9。叉 '9[4

年札幌替林匝署藻岩造林地ニ於ア.坊問販寅セノV 昆布ヲ細ク割キア之ヲ

紐賦トナジ，樹幹ニ窓キ付ケシ j/無効ナ 9キ。 '914年札幌管林函署ニ於ア

J、J-の bヲ樹幹ニ塗布セジヌf全然無効ユ終 V 9。叉大曲管林署及大館替

林署ユ於ア*楢種子ニムの bヲ塗抹セジコトアノV モ金然無効ナ 9キ。

3・ 金網ヲ以ア樹幹ヲ窓ク法。 金網ヲ以ア樹幹ノ基部ヲ包ム方法

J、最モ有効ナノV方法ナ Vlごモ高憤ナノV ヲ以ア貰施ス JVヲ得ズ。唯ダ貴重

ナノν樹木ニノミニ施行セラノv 、方法ナ 9。

4・ 臭気ア y 物質叉 J、薬品ヲ塗 lV方法。 既往ニ於ア屡令用ヰラ V

タノV 方法 J、乙ーるたある或 J、木たあるヲ樹幹ニ塗抹スノV コトナ 9。だあ

る類 J、粘着力ノア }V間川ヨク臭気ヲ接ジ，野鼠ノ害ヲ防ギ得ペジト雄，之

ヲ長ク放置スノV 時 J、乾間的戎 J、巌寒ノ露メ凍結ジ臭気ヲ稜セザ lV ヲ以

ア効果ヲ表 J、;t ，~ lV モノナ 9
0
[9'4年札幌銭道局ェ於ア鍛道防雪林タ }V

からまっ林及札幌替林匝署ニ於ア，藻岩山からまっ植栽地ニ本法ヲ使用

シタ lV モ，何 vモたある J、冬期凝固セノV 錦鼠害ヲ被 9無効ナ 9キ。叉大曲

替林署ニ於ア J、木たあるヲ樹幹ノ基部ニ塗布ジタノV ニ有放ナ 9キ。次ニ

漣三被(魚油トなムプミ bんトノ混合剤)及ピくれをそーとヲ樹幹ニ塗布ジ

タ lV ユ金部無効ナ 9キ。(札幌蹴道局，札幌管林区署無効)

1927年 9月28日野外ヨ 9採集セノV べつどよ、をるどねずみ三匹ヲ本大

串賓験苗圃ニ於ア 2 めーとる四方ニ園ミタノV 飼育柵中ニ放飼的其ノ中

ニ 5年生からまつノ樹幹ニ次ノ七種ノ油類ヲ塗布川野鼠ノ食害課防試

験ヲナセノV ニ究ノ如キ結果ヲ得タ 9。
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塗セル物質ノ種類 i塗抹月 日 i食害期日|有効期間
月日 月日 日

亘 腕 仁 f出 9 28 10 26 28 

え
、.
ま f由 9 28 10 26 28 、

白 絞 1由 9 28 10 29 31 

，、.
ま f出 928 10 27 29 、

キ同 f由 9 28 10 27 29 

鯨 f由 9 28 1124 56 

てれぴん泊 928 11 24 56 

同 上 11 Il 8 16 

こ- z， 1:あろ 11 30日以上

こんに ~ <粉 II 8 II 15 7 

しぶゑっきす 11 8 1I 20 12 

柿 溢 II 8 11 24 16 

7こんにん酸 1! 8 11 20 12 

上表=於ケノV 如ク塗布勢]ノ中未ダ有効ナノV 毛ノヲ見出ス能川ズ。唯ダ

鯨油及てれぴん及乙ーるたあるノミ J、稿ャ有効ナ 9。叉乙ーるたある J、

粘着カノ存スノV 間 J、有効ナ 9。

2. ちぶず薗=依Jレ野島騒除法

鼠ちぶす菌 J、其ノ種類多ジト雄，現今本邦ニ於ア最モ多ク使用セラノV

、J、(1)Vフ VJV氏菌{Bacillustyphi murium 民間er)(2)メVvユコスキー氏

菌 (Bacillustyphi Meleschkowsky) (3)ダニイツ氏菌 (Bacillusratin Danysz)ノ三菌

ニシア (1)ρVフ vJV氏(Lo伺er)ニヨ 91892年捕逸ニ於ア，(2) ->、メ V ジユヨ

スキー氏(Meleschkowsky)ニヨリ 1894年露西亜ュ於ア，(3) ->、ダユイツ氏(Dan-

ysz)ユヨ 91895年悌蘭西ニ於ア各令接見セラ v，之ヲ野鼠駆除ユ臆用事/ア

好結果ヲ得タ )Vモノナ 9。本邦ニ於ア J、茨城腕下ユ於ア明治三十三年メ

V ジユコスキー氏菌ヲ以ア駆除ヲ寅施セラ v V 以来，前記ノ三種ちぶす

菌 J、各地ユ之ガ臆用セラノv 、ニ至 v 9。近時野鼠ノ蕃殖甚ジグ，其ノ被害

ノ大ナノV ニ従ヒ盆令其ノ J駆除ニ之ガ庭用ヲ見 )Vモノナ 9。

嚢ニ同答ニ依 9求メタ Y 報告中，野鼠駆除ニ本菌ヲ使用セラ V ジ官署

名及之 v ヌf駆除質施面積ヲ奉グ V バヨたノ知事/。
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，晶、
日 署 名 鼠ちぷす菌使用法 賞施面積

北海道管林底(分〕署

キL 機

f具 知 安

函 館

野幌林業試験場

天 臨

旭 )11 

帯 底

青森省、林局管 内

守守 森

f曾 )11 

E装 浦

p 

" 
1/ 

躍

弘

川

沼

滋

川

石

b-

宮

ノ

" 

町

ぶぃ ιん波培養ちぶす菌(園子) I 145.50 

硫酸あむもに苧j夜培養ちぶす菌〈グ ) I 35.∞ 

グ 65.10

よい ιんi夜土日養ちぶす商く関子) I 22.口O

硫散あむも i二波fE養ちぶす商(グ) I I.50 

ぶい ιんi夜:f;'i養ちぶす菌(グ) I 616.60 

グ 43.30

深

前

内

内

野

尻

島

信

ち ..1: す 菌 (園 子〕 5.∞ 

グ 5.29 

グ 26.95 

1/ 6.20 

" 
21.00 

" 3.00 

グ 33.13 

グ 30.00 

" 
10.24 

" 9.49 

グ 1.86 

" 
II.15 

" 
1.92 

" 
1.'口0

秋間管林局管 内

花 輪 ち ..1: す 菌 (国 子〕 1.00 

上 l河 仁 " 7.93 

大 館 グ 120.03 

首E 代 " 236.26 

犬 曲 " 19.08 

新 庄 " 31.48 

鶴 同 グ 34.∞ 

楯ー 岡 " 70.∞ 

苅 形 グ 5∞ 

f酉 1:1 。 40.0<コ
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""‘ 民 翠- 名 薬剤ノ種類 賓施面積

東京管林局管内

上 ru Iちょす菌(園子〕
町

20.31 

;，t;.室林野局東京支局沼津出張所 " 30∞ 

静岡県系有林

山梨賂有林

骨子室林野局東京支局前橋出張所

" 

30.∞ 

8∞O.∞ 

グ グ

" 

3380.00 

40.98 
" 

J

切
∞

ω

四

回

創

刊

訓

"
'
'
官
且

、
』
ノ子園菌す」

宇
h
J

内

井

原

瀧

管局支

夏

料御曾木

奈

薮

王

野 尻 " 43.00 

'り

内

林

林

ι

四
百
有

右

局

村

林

町

際

幽

百

耐

糊

頁

阪

賀

大

滋

奈
ぶす菌(園子〕 20.00 

" 40.= 

∞
∞
 

4

E

 

p

h

o

 

0

6

 

子国商

"。

すJ
 

ち

内

分

・

本

管

大

局林
津

管

中

本熊

森

熊

佐 賀，頑 岡 グ 467∞ 

不明務

陸軍第十二師国軍用植林地

グ

グ 5∞∞ 

上記ノ如ク野鼠駆除ニ鼠ちぶ、す菌ヲ質施セラノv 、官署数 J、44ケ所，其

林地 J、48ヶ所ノ多キニ至 V 9。而ジア之 v ガ面積ヲ地方別ニ示セバ次ノ

女日ジ。

北海道管林匝署管内
町

929.∞ 大阪管林局管内

高知事警林局管内

熊本傍林局管内

IIT 
60.00 

青森替林局管内 168.78 

秋問答林局管内 583.83 

東京笹林局管内 II.634.61 

木曾御料局管内 1.162.96 

11.54 

3.652.42 

百十 18.203.14 

町

即チもぶす菌ヲ施用セラ Vv林地総面積 J、1B，203・14 ニジア，同年度被
町

害林地総面積 28，130・31ニ比スス V バ，其ノ約 61%ニ相官ス }Vモノナ 9。之
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ニ依 9ア見 }Vモ鼠ちぶす菌 J、林業上野鼠ノ駆除ニ最モ虞ク臆用セラ }V

、モノナノV ヲ知 9得可ジ。而ジア本法ニ依 }V駆除法ノ効果ニ就キアハ賓

地之 v ヲ調査セノV モノ少ジ。之ヲ以ア嚢ニ求メタノV 問答ニ基キy之 v ヌf貴

地使用個所ニ於ケノV ちぶす菌ノ殺果ノ調査ヲナセ 9然 v 1'"モ元来ちぶ

す菌ノ致果ノ有無川林地ニ於ア確定スノV コト難久従ツア確答ヲ奥へラ

ν タノV モノ少ジ。然 v ドモ之ヲ綜合ス }Vニ大要究ノ如キ報告ヲ得タ 9。

有数ナ 9 ト認メタ }Vモノ。

稿、ヤ有数ナ 9 ト認メタ }Vモノ。

致果不明ナノV モノ。

14ケ所

14ケ所

10ヶ所

無致ナジモノ。 5ケ所

以上ノ如ク大約致果多キ報告ニ接シタ v ドモ叉放果顕著ナラザ }Vモ

ノ少カラズ。本邦=於ア林業上野鼠ちぶす菌ヲ使用ジア完杢ニ之 V ヲ駆

除シ得タ 9 ト稀セラノv 、川熊本整林局管内(熊本管林局，野鼠駆除ト其成

績 1922 ) ノミニジ 7，~也=於ア J、多ク J、其ノ著ジキ殻果ヲ認メラ v ズ。或 J、

叉其ノ致果ヲ疑フ毛ノナへ少カラザノV ナ 9。此ノ如ク野鼠ちぶす菌ノ効

果ユ就キア川崎ホ之宮f試験ヲナス必要ア }Vモノナ 9。之 v ヨ 9先キ 19昨

年以来本大串林皐科森林保護皐教室ユ於アモ亦之 vガ賓地騒用ノ試験

ヲナス所ア 9タ 9。左ュ其ノ試験結果ヲ報告セントス。

(1) 1913年日月札幌裁選管理局管内銀山及然別瞬間ノ防雪林ユ於テ野鼠ノ被害多キチ

関知 V，宮本助手指導ノ下三事生山崎頁邦氏コヨリちぶす菌=依11/野鼠駆除ノ効果如何

チ試験セ明。其方法衣ノ如v。

II月 17日，V7 v jレ氏菌及メ vyュョスキー氏菌ノ息ちぶす菌チ各骨次ノ方法=テ培

養セ唱。即チペぶとん 121{，食堕 51{，肉汁 E りーとるチ混合 V，ョ少申氏蒸気殺菌器内ユテ

約 I時間煮沸 γ，べぶとん等ノ全グ溶解ジタルチ待チ其ノ液チ検出若 V 酸性ナラパ炭酸

曹主主波チ i髄下V'，叉，あろかり性ナラパ酒石酸ノ稀薄液チ滴下 V テ波チ中性ナラ V メ，一旦

煮沸 γ テ再ピ其チ検シ直チェ強過紙エテ強過セ P。此ノ波チ滅菌セ11/試験管ユ盛リ，更ユ

一時間ヨ少申氏蒸気殺菌器中ユテ殺菌 γ，前詑二種ノちょす菌ナ培養器中ユ入 V，恒温器

内三重責日開放置 V "" jν=ちょす菌ノ繁殖戸 v7vw氏菌最宅夏好 "'-Vテ，ヨグ白濁チ生

V 馬尿ノ如ヨキ臭気テ設 γ タ甲。而 V テち .l~ す菌 E∞CC，蕃多粉 I 升'，*:1、遁宜，ノ割合コテ担 h

園子重量6∞個チ製 γ 得タ唱。而 yテ試験地=之 v'11'ちぶす菌園子チ撒布 v タ明。

試験地 ρ 後志岡鉱山鶴間近札幌鍛道管理局所管防雲林地コジテ，明治四十三年植栽落
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業松誌を林地ナ人林地 ρ 一般ユ石燃多グ，熊笹所骨=密生スル山麓2也管宇ニジテ，腐朽セル倒

木多グ野鼠ノ棲息、ニ!府遁ス。標準地チヨ欠ノ如グ三底分ジ二国域ユ閤子チ撒布セ 1J。

試 験 個 F斤 標準面積 撒布方法 鼠ち .l~ す菌

I 銀山然 JJU同鍛植造栽防雪 5民歩
5本毎三Eケ

V 7 V JV氏菌
林落葉松 地 400個

1I.同 接 領 ま也 5反歩 4∞個
メ V γLヨ
スキー氏菌

翌春即チ 1914年 5月4目前記試験地=於テ野鼠ちぶす菌ノ効果如何チ調査セル==-，園子

f散布個所ニ於テ丹新ナル野鼠ノ被害 ρ 稀 V ニ V テ，依然ト γ テ昨年 j散布営時ノ吠態ノ毛

ノ多グ，園子チ撒布セザル個所即チ試験地域ノ周園ニ比 7.. V パ著ジグ被害うか v。

第一試験底コ於テ戸組.本数655本，被害本霊堂230本(総本数コ童話 γ 35%)ナ 1J。而 γ テ其内前

年ノ被害ト思戸 3レ、宅ノ 160本営年ノ被害 1.恩 )1..... ，レ、毛ノ 70本ナリ。

第二試験匝=於テ ρ林木総本数633本，被害本鎖:102本(総本殿ニ宝tV 16.11 %)ナ人其ノ内

昨年ノ被害ト忠>， )レ、宅ノ 66本，本年ノ被害ト，思 ρpレ、宅ノ 36木ナリ。

第三標準区域 .)'"1-白木総本数322本，被害本鍛:150本，(総本殿=封スル被害率46.58%)ナ人

之チ以テ園子 j散布個所戸無撒耳目標準区域地ト比較ス，l/:::.，被害ノ割合戸平均 21・30%ダ

ク小=ジテl!Pチ約二分ノーナ甲。之 V 種骨ノ原因=依ル毛ノナル可 γ ト難，野鼠ちぶす菌

ノ効果 z 蹄スルヨト大ナリト挽定ス 3レ毛ノナリ。

(2) 本試験 ρ1913 年1I月 30 日，筆生 ~l!崎夏邦氏エ依 V 行>， V タリ。試験地 P 後志岡余市J

騨附近防雲林地=ジテ，南方 1悶葉樹林チ有スル林地ユテ他戸平原ナ人雑草，下草ノ繁茂著

ジグかし 1:1:，1:1:まなす等ノ溺芽移ジグ鼠族ノ棲息ユ遁ス。本林地内=標準地チ撰定 γ ちぷ

す菌因子チ j散布セ明。試験地内=於クル鼠害林木チ調査セル結果次ノ如 γ。

面積同ん日 I-~ ぶす菌名]植栽総本薮!被害本鍛

I町歩 I 1叩 ic:出出|ω |叩.03%)
翌年 5月再ピ同惚準地チ調査 γ，更エ叉其ノ附近ユ於テちぶす菌チ j散布セザ vv林地

個所チ比較試験地ト γ テ900坪チ撰定セ lJ。岡地=於ケル植主主本軍主戸 1441本，被害樹木本政

戸 128本ユジテ総本数エ望号 γ テ被害率8.88:;<Sナ明。

本例=於テちぶす菌園子I散布匪威ト不1散布監域トノ比較ナナス=.，後者=於テ鼠害樹

木本殿4.85%丈大ナリ。之 Vちょす菌ノ効果ニ依 7レ王ノナルペジ。

Wf鼠ノ被害 ρ 林地=於テ集図的ユ表 ρ JV、モノナリ。故二其ノ比較標準チ決定スルユ

戸率二 1，2 ノ試験地九以テ，其原因チちぷす菌ノミノ効果ニ蹄スルト断定スルコト戸困

難エシテ，之す決定チナスユ F 充分ナル註意、チ要スル宅ノナ人

(3) 本試験戸 1917年 11月 5日札幌市役所所有石狩図厚別村造林地己於テ，ちぷす菌園

子チ i散布 γ 行 b タル毛ノナ九本林地 p、丘陵ニジテ大正 4年以来 6400町歩ノからまっ遁
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林地ナ明。附近一帯戸生耳立木地帯 =γ テ枯損木及腐朽木賂在 γ，笹及雑草類箸ジグ繁茂セ

リ。試験地戸丘陵地 =γ テからまっ三年生ノ新槌チナセル土地ナリJ本林地内野鼠ノ 1妻息

盛 =γ テ，毎年被害率 30μ チ下ラザルナリ。供試菌 F と三と土氏菌コ V デ 10月23日Jごし、 ι

んニ培養チナ V，2週間恒湿器内=入 v能グ菌ノ繁殖チ認メタル後，之チ II月 5B資地使

用=供セリ。園子調製ノ割合 ρ 蕎多粉 E升;..l~ぃ ζ ん IQCO 立方糎，殺菌7./( 400立方糠ノ害IJ 合三

混合 γ 丁寧=之チmネ，大サ約 5分位ノ小関子 525個チ製 vf尋タ V。之チ被害地約 E 町歩ユ
於テからま勺 3本=: 1 &-ノ割合=園子チ柾板ニ載セ之チ間程セ v。試験地ノ状況チ調査

ス V 斤次ノ如 γ。

試験地樹種 l面 積|槌栽時|鼠害時l兎害木吸lktぢ|健全木|
ぶ J一一一1-11IIT:lj?-I~ムム十両(26%)(ムムI~09*( 1O.3~~): 1…斗
同年 II月 15日RPチ撒布後 10日間チ経テ前言E試験地チ検スルコ.!J!l'鼠ユ依 V会セヲ V 戸

)1/園子般>， 351 &-(66.9%)ヱジテ，大学 H蓄食サ V タル屯ノナリ。此際ちぷす商ニ依 V犠死セリ

ト認ムベキ野鼠ペつどふやるどねずみ I 匹チ夜見セす。lJ!=-叉，此際試験地内ニ於ケル者l!

被害木 343本チ選定 V 之ニ言E盟主チ附 v，翌年度ノ鼠筈ノ有無ノ調査=使セリ.1 9 1 8年 6

刀再ピちぶす菌試験地ノ調査チ行1::，昨年記披チ Jlflジタル被害木チ調査セ)1/=-，!'Ji!，段 343本

ノ中鼠害本軍1・18本，兎害本殿 E本，無被害本軍主324本ナ 1)ol!Pチ鼠害本駿 ρ 健全水ノ 5% =-営

v V 。之チ前年度被害率 26~G ニ比ス V パ 21 アぷノ減タチ見ル毛ノナリ。斯ノ如グ被害ノ減少

チ見タル川果 γ テ鼠族ノちぶす菌ノミニヨ事テ焼死セル宅ノナリト断定スル=苦 γ ム

モノナ V r 'Il，野鼠 ρ ちぶす商ニヨ事テ I 部 ρ 死滅セ甲ト想像ス yレニ革mカヲザルナ明。殊

=本試験地内=於テちぶす菌=ヨリテ幾死セ Vト認ムペ寺銭鼠 1 l7fチ被見セルカ'故=

其ノ効果アリ V ヨトチ舷ムルモノナ V。

叙上 3同ノ試験例ノ如久ちょす菌ノ効果 J、同菌撒布前後ノ林木被害

ヲ劉照的何 V ノ試験地ニ於アモちぶ、す菌撒布前ヨ?モ撒布綾ニ於ア野

鼠ノ被害少キヲ以 7，ちぶす荷 J、効果アノV ベキモノナ 9 ト認メタ久然 ν

ドモ元来ちょ;す菌ノ効果ヲ確ムノV エ J、，賓地ユ於ア之ヌf断定ニ割ジ頗 }V

困難ヲ戚ズ }Vモノナム即チちぶす菌ニ依 9ア死滅セノν野鼠ノ屍鵠ハ外

部ニ現 J、ノv 、コト稀ナノV ヲ以ア，其ノ死骸ヲ接見スノV コト難 V。叉，野鼠 p

其ノ棲息上，同一林地ニ於ア，連年同程度ノ被害ヲ繰 9返へスモノニ非ズ。

故ニ樹木エ封ス }V被害ノ多少ヲ以アちょす菌ノ効果ヲ断定スノ'V~、誤 9

ヲ来 V 易ジ。叉，野鼠棲息ノ有無ヲ鼠穴ノ数ノ多少ニヨ 9ア確メントス }V

コト川北海道ノ如キ林地ニ於ア頗 JV難ジトス JV所ナク。故ニ林地ニ於ヶ
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}V鼠もぶす菌ノ効果=封ス Y調査 J、甚ダ難キコトニジア，前記ノ如ク施

行セノV 試験成績 J、絶望す的=確質ナ 9 ト云フコトヲ得ザ }Vナリ。

之ヲ以ア余 J、ちょす菌ニ依 }V野鼠駆除ノ効果ヲ林地ニ於ア確定ス }V

コトノ困難ナ }Vヲ認メタタ。故=賓験室内ニ於ア野鼠ヲ旬養ジア鼠ちぷ

す菌ヲ添食セジム之ガちぶす菌ニ事}ス Y 効力ヲ試験セント欲ス。

野鼠=霊t.スル鼠ちぶす菌 J効力試験。

本試験 J、鼠ちぶす菌ヲ野鼠ニ接種的或 J、叉添食セジム鼠ノ之 v==-戚

染ジア鰭死ス }Vコトニ依 'J，其効力ヲ確メントス }Vモノナ 9c鼠ちぶす菌

J、野鼠ノ種類ニ依れ金ク其ノ効力ヲ異ニス }Vモノア }Vヲ以ア，本試験=

J、北海道ニ於ア最モ普通ナノV 野鼠ベつぎムをるぎねずみヲ時今野外ヨ

9採集ジ来 9，供試材料トナセ 9。向ホ此外ニ南京鼠ヲ少シク使用セリ。叉

供試菌 J、東京西ケ原農事試験場ヨリ交附ヲ受ケタノVvフ V}V 氏菌ニジ

アフ肉汁培養基及ピ寒天培養基ニ培養ジ，一部接種試験ニ用ヒ，f也J、添食試

験即チ蕎憂園子或 J、数抱片ニ混ジア野鼠ニ添食セジメタ 9。

a.接種エ依Jレ鼠ちぶす菌 J効力試験。 鼠ちぶす菌ヲ鼠ノ皮下

或 J、腹腔ニ注入 ν，ちぶす菌ノ効果ヲ確メシトス }Vモノニジア，本試験 J、

V フ V}V氏菌ヲ南京鼠及野鼠ニ施用ジタノV モノナ 9。其結果究表ノ如ジ。

南京鼠ニ ~t スノV 接種試験表

No. i 糊ノ種類|注射全量 I~三百 i 試験期日| 備 考

日
E 皮 下 0.3CC 8.5 22.V.19z6. 

2 1/ 1/ 2.5 1/ h…一個盟恥水加/菌I叩0幸苔干凹チ
白金耳 溶

3 腹 腔 1/ 17時間 グ ;…プノチ註射ニ用

4 1/ 1/ グ u 

5 11 1/ 14時間 1/ 

日

6 皮 下 1/ 45 " 
7 1/ グ 4" " 0金セ.8王ル%手毛Eノ個ノ食チノ堕註菌水苔射5cチコC=--白溶カ
8 日愛 日宅 1/ 14時間 " 註用 7

日

9 皮 下 " 4.5 グ

10 日変 目つE 1/ 14時間
" 
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べつ eふをる Eねずみ=封スノV 接種試験表

No. 注射金賞|死二至…|デノ日鮫 試験期 日
|備 考

I 目立 腔 0.5cc 18時間 22.V.12ゆ26 0.5%ノ食躍
7Jt15cc '"白金

2 " " 24 F 王手二個ノ菌苔
チi縫カセ 3レ毛

3 』ア グ 6 " ノチ泣射=用
ア

4 p 

" 24 lOXI.1926 

5 " " 17 11 

之=依ヅア見 )Vニ，南京鼠ニちょ、す菌ヲ接種スノV 時 J、早キ J、7時間，遅

キJ、24時間ヲ要ジ何 vモ箆死ジタリ。

b.添食z依ル鼠ちぶす菌 J数力試験。 本試験.. >' 1924年ョ 9 '925牛

ニ歪 JV期間ニ於アタ野外ヨ 9時みべつどよ、をるどねずみヲ採集ジア之レ

ヲ質験室内ニ飼養 v，七同ニ分チア試験ヲ施行セリ。其方法 J、先ヅ肉汁叉

J、乾天斜面培養基ニ培養セ )V V フ VlV 氏菌ヲ一定量ニ計 9(乾天斜面培

養基=於アノ、直径 2・5mm.ノ白金耳ヲ以ア其量ヲ定メタ 9J之ヲ殺菌水エ

ア薄メ蕎萎園子ヲ作れ或 J、叉麹麺片ニ浸ジ野鼠ユ食セジメタ 9。其結果

次表=示ス如ジ。

野鼠ノ本菌ニ戚受ジ接病ス y ャ接熱ノ錦メ一時水分三宮メノV食物ヲ

求ムノV コト急ユシア，病勢漸究加 J、)Vニ従ヒ食慾ヲ絶チ呼吸頻繁トナ 9

腫毛疎立ジ遂ニ銘死ス )Vニ至 )Vモノナ 9。野鼠ノ箆死ニ至 )V迄ノ日数 J、

本菌揺食後 3乃至 26日間ヲ経 )V ト雄一週間前後ノモノ最モ多シ。叉本菌

ニ依 9箆死セザ )V野鼠ト雄一時食慾減退ジ韓量ヲ減ズノV コトア 9。

叉艶死セ )V野鼠 J、其ノ屍鵠ヲ剖検セ 9。若事/ちょす菌ニ依 97"箆 vタ

lV 毛ノ ρ 多クノ、大腸麓色 v，粘液ヲ充タジ，肝臓，牌臓 J、遜色ジ腫張ス，殊ユ

牌臓 J、暗褐色ニ務ミ/，長サ約 2，2cm幅 0，6cm(健康ノ毛ノ J、長サ約 I，5cm幅0，4

5 cm)ユ建スa向ホ野鼠ノ心臓，肝臓及ピ牌臓ヲ切間的白金線ヲ以ア其血液

ヲ採取寺内之 ν ヲ寒天培養基上ニ塗布判定祖器中ニ置ケバ莱落ヲ生ズノV

ヲ以ア之ヲ検査セヲ。即チ v フ V)v氏菌ノ莱落 J、多数容易=生払和ャ大

ニジア図形ナ 9(直径2-3mm)，。叉灰白色ニジア表面平滑，混光ヲ有ス。
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鼠 ち ぶ す 菌

第 一
別|供試野鼠重量|供試野鼠採集年月日|添食試験日日|供試吋菌量

E ♀ 幼 5. XII. 1924 24. XII. 1924 2.5cc 

2 i雪 親 20. X. 1924 13. XII. 1924 2.0 

3 t雪 グ 15. XI. 1924 10. X. 1924 2.0 

4 f雪 IJ 10. VII. 1924 21. XI. 1924 2.0 

5 ♀ グ 15. V. 1924 23. XI. 1924 2.0 

6 令 中 15. VI. 1924 3. XI. 1924 2.0 込

7 1:> 汐 10. lX. 1924 10. X. 1924 2.5 

8 ♀ 幼 Xl. 1924生 27. XII. 1924 試験管 E本

9 ♀ 11 11 27. XII. 1924 11 E 

10 ♀ 11 グ 27. XII. 1924 11 E 

II ♀ 11 グ 27. XII. 1924 11 2 

第 一一
E 念 38

荒

.55 10. V. 1925 2. VI. 1925 2.CCC 

2 1:> 40.07 10. V. 1925 11 0.6 

3 f雪 38.90 10. V. 1925 p 0.6 

4 ♀ 30.65 18. V. 1925 11 1.0 

5 1:> 35.45 18. V. 1925 グ 1.0 

6 ♀ 29.CO 18. V. 1925 11 2.0 

7 1:> 31.32 18. V. 1925 11 。

第 一一
E 令 26.99 19. VI. 1925 25. VI. 1925 白金3手占-7

2 1:> 23.55 18. VI. 1925 11 11 2 

3 念 28.∞ 18. VI. 1925 11 11 ま

4 1:> 20.50 18. VI. 1925 11 11 I 

5 1:> 29.50 20. VI. 1925 グ 11 E 

6 1:> 29.50 20. V. 1925 11 一

第 四
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添 食 試 験 表

同

一宝昆入 I~←叩|供試里子鼠銭死年月日|添食ヨ 1) 死=至 l園子 量 ラV タル因子量 3レT デノ日駿 備 考

一 一 28. XII. 1924 4日 肉汁培養基チ用7

一 一 27. XII. 1924 14 グ

一 一 19. XII. 1924 70 " 
一 一 18日以上 p 

一 一 30日以上 " 
一 一 45日以上 グ

一 一 6~月以上 " 
一 6. 1. 1925 7 乾天斜面堵養基チ周 7

一 23. 1. 1925 25 グ

一 一 13. 1I. 1925 56 " 
一 4ヶ月以上 1/ 

同

克 克 !対汁培養基チ用 7以下同タ11.02 5.12 一 試験期間中死セズ

9.30 6.00 一 一 グ

10.25 5.10 7. VI. 1925 5日 +(蝋離u得司1)ちJごす菌チ分)ノ
5<)レ司邑ノ

9.35 9.35 10. VII. 1925 38 一(同上分離γ得ザル毛ノ〉

11.12 3.22 8. VI. 1925 6 + 

11.25 11.25 一 -- 試験期間中死セズ(標準J.vテちぷす菌園子チ
一 一 一 輿試験A 期ザル毛ノナ甲

問中死セズ

同

12.70 6.20 18. VI. 1925 54 
一乾天斜面培養基チ用7
以下同タ

13.10 5.60 28. V1. 1925 3 + 1/ 

11.00 3.70 12. VII. 1925 17 +グ

11.30 5.80 30. V1. 1925 5 + 1/ 

14.50 5.50 一 試験期間中死セズ

一 一 一 一 グ

同
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番披 別|問時重量i供試糊採集年月日|添食試験年月日|供試問菌量
克

E ~ 34.∞ 20. V. 1925 27. X. 1925 白金耳 1&'

2 ~ 34.80 20. V~. 1925 " 
p 

" 
3 ~ 25.00 30. IX. 1925 " " 

宮会

4 ~ 36∞ 25. IX. 1925 " '-' t 

5 ~ 33.00 26. IX. 1925 1/ 

" 吉5 
6 ~ 30.00 18. IX. 1925 " グ 宮5 

7 令 25.00 7. X. 1925 " " z 
8 ♀ 28.∞ 28. x. 1925 " グ E 

9 ♀ 20.00 3. X. 1925 " 
p I 

10 念 25.∞ 7. x. 1925 1/ 一

第 五

E ~ 27.∞ 13. XI. 1925 18. XI. 1925 白金耳 Eケ

2 ♀ 22.50 14. XI. 1925 " E 

3 ~ 22.00 14. XI. 1925 グ

" t 
4 令 29.∞ 13. XI. 1925 p 

" 告
5 令 30.∞ 13・IXI. 1925 1/ 

" 
吉5 

6 ♀ 34.50 1. XI. 1925 " " 
5 
3 

7 ♀ 19.∞ 1. XI. : 1925 " " き
8 ~ 26.10 29. XI. 1925 " " 吉. 
9 ~ 32.∞ 1. XI. 1925 グ グ き

10 念 27.∞ 2. XI. 1925 " 
。

第 島.L・
r、

I ~ 25.∞ 5. XII. 1925 12. XII. 1925 白金耳喜ケ

2 ♀ 25.∞ 4. XII. 1925 占F p p 

3 念 23.50 4. XII. 1925 " " " 
4 ♀ 25.∞ 4. XIl. 1925 " " 1/ 
5 令 24.00 7. XIl. 1925 p グ 4 

6 念 20.00 8. XII. 1925 F 

" !/ 
7 令 25.00 4. XII. 1925 p 一

第 七
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J戸
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回
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今ム
E，，a
‘、…γ入|野鼠Zヨナ 備 考園子 量ヲ v1< jレ園量 ルマデノ日重責

克 克 乾天斜面培養基チ用7
14.∞ 11.50 20. XII. 1925 54日 以下同タ

16.∞ II.OO 29. X. 1925 3 + 

16.∞ 8.∞ 一 一 試験期間中死セズ

15.∞ II.50 一 一 " 
15.∞ 15∞ 6. XI. 1925 II + 

15.∞ Il.50 一 一 試験期間中死セズ

11.00 II.OO 一 一 " 
10.00 6.00 一 一 " 
14.∞ 6.00 一 一 " 
一 一 一 一 " 

同

1.3.60 II.50 30. XI. 1925 12日 +乾天斜面培養基チ用 7
以下同タ

12.60 10.30 29. XI. 1925 II + 

14.∞ 14.00 一 一 試験期間中死セズ

12.(由 10.50 20. XIJ. 1925 33 一
13.20 6.80 一 一 試験期間中死セズ

13.10 10.00 20. XII. 1925 33 

15.10 13.10 一 一 試験期間中死セズ

12.10 10.10 26. XI. 1925 7 + 

I~.OO 12.00 25. XI. 1925 6 + 

一 一 一 一 試験期閣中死セズ

同

11.00 11.00 一 一
麺趨ユちぷす菌チ寝ス
以下向ミア

10.00 10.00 一 一 試験期間中死セズ

12.00 12.00 24. XII. 1925 12 + 

II.oo 1l.00 27. XII. 1926 45 一
10.C咽 10.C旧 一 一 試験期商中死セズ

12.00 12.(旧 一 一 p 

一 一 一 一 " 
同
一一i一一一一一一一一一一一-一一一四
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供番試野号鼠君 I 糾国 別|供試型f鼠重量|附鼠採集年月日 添食試験年月日 i供試りす商量
I ~ 2克6.口0 5. XII. 1925 19. XII. 1925 白金王手芸

2 ♀ 23.20 2. XII. 1925 " " " 
3 ~ 25.50 Il. X[J. 1925 " グ " 
4 ~ 18.90 11. XII. 1925 グ " 

グ

5 ~ 23.10 5. XII. 1925 " " " 
6 ♀ 23.60 15. X. 1925 " " " 
7 ♀ 18.80 15. X. 1925 " " " 
8 fき 16.50 23. x. 1925 " " " 
9 念 24.40 18. X. 1925 " " " 
10 ♀ 28.仁田 20. X. 1925 " " グ
11 ~ 16.~0 30. x. 1925 " 凝集*-

12 ~ 18.口0 15. x. 1925 " " 
13 念 17∞ 20. X. 1925 1/ 死鼠ノ内臓

以上ノ如ク第一同ヨ 9第七同迄ノ試験ニヨ )V鼠ちぶす菌ノ試験成績

ヲ綜合ス V バ次表ノ如ジ。

同薮|供試野鼠駿|鼠山菌ユ依|鼠ちょす商ニ依|銭
リ幾死セジ唱ノ 1) ~迄死セザル毛ノ 死 主事

第 E 同 II匹 4四 7匹 36.4%: 

第 2 同 6 2 4 33.3 

第 3 同 5 3 2 60.0 

第 4 同 9 2 7 22.2 

第 5 同 9 4 5 44.4 

第 6 同 6 I 5 16.7 

第 7 同 13 3 10 23.0 

l
日
k 計 59 19 40 32.2 

本試験ュ供セノV野鼠ノ総数 J、59匹ユジアp其ノ内ちぶす菌ニ戚染ジア

鑓死セ 9 ト認ムペキ敷 J、19匹ナ 9。即チ供試野鼠総数ノ 32.2%ニ相営セ

9。本試験ノ成績 J、吾人ノ 7象想ニ反仏良好ナ )V結果ニ到達セズ。之 V ちぶ

す菌ノ毒力強カラズシ九べつどふをるどねずみノ之ニ撃すス )V抵抗力強

キニ依ノV 毛ノナノV ベシト信ズノV モノナ 9若 ν又，本細菌ヲ林地ニ於ケ )V
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M12F入 l型f鼠コペセ|供試野鼠縫死年月日[融ヨリ死二五|
周子 量 ヲV タル園子量 yレT デノ日政 備 考

克. 克 +乾天斜面培養基チ用 7
13.∞ 13.CO 26. XI1. 1925 7 以下向タ

18.co 18口町 一 一 試験期間中死セズ

14∞ I.1..OO 一 一 f/ 

12.CO 12.CO 一 一 f/ 

13.口0 13.CO 21. 1. 1926 32 

1l.CO II.CO 一 試験期間中死セズ

12..CO 12.00 一 一 グ

13.∞ 13.∞ 一 一 " 
13.∞ 13.∞ 一 一 グ

13.∞ 17.∞ 23. XII. 1925 4 + 

13.00 17.∞ 15. I. 1926 26 + 

14.CO 14.∞ 一 一 試験期間中死セズ

一 全会 一 一 f/ 

野鼠駆除ニ賞地施用スノV トキ J、日光，雨露等ユ曝す V，ちぶす菌ノ効力ヲ

盆 φ減殺セラノV ノV 毛ノナノ'V::rト ρ 疑ナキ所ナ 9。故ニ本細菌ヲ以アベつ

どよ、をるどねずみヲ駆除スノV コト J、，或程度迄 J、其効力ヲ認メ得 V ]-"' =E:， 

到底之 vヌf益減ヲ期スノνガ如ヰ効果ヲ奉グ得ザ }Vベジ 1・信ズ。

3. すとりきにんエ依ル野鼠掴除法

野鼠ノ蹴除ニすと 9~ ~ζ んヲ使用スノV方法ハ欧洲ニ於ア J、多クノ研

究行 J、V，且ヅ最毛虞ク賓地ニ臆用セラノv 、モノナ 9。然 V 1，+モ本邦=於

ア J、貴地之 V ガ野鼠ノ駆除ニ使用セラノv 、コト J、少九嚢ユ求メタ }V同

答ヲ調査スノV ニ唯ダーケ所ヲ見出スノミ(上回替林署)i肝ジア叉，本邦ユ

於ア従来使用セラ JV、方法ハ野鼠ノ好メノV 穀物ノ細粉中=すと bきに

んヲ j昆ジ，之ヲ 7](ニア担ネ小サキ閏子トナ v，野鼠ユ供給スノV モノナ 9。然

ν1，.屯すと1)~にんハ宜接穀物ノ細粉ト i昆ズノV モ平等=之ヲ混和セジ

ムノV ヨト難キヲ以ア，普通水ニ可溶性ノ硝酸すと bきにんヲ使用スノV ヲ

使ナ 9 トス。叉ぶるしん (Brucin)ヲ合メ Y 不純ナノV すと bきにんハ其昧甚

ダ苦キヲ以ア野鼠 J、之ヲ嫌フコト多ジ。故ニ可及的純粋ナノV モノヲ使用

ス }Vヲ要ス。坊問販頁セラノv 、低廉ナノV すと hきにん J、，多ク ρ 之等ノ不
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純物ヲ合ムコト多キヲ以ア避ク jVヲ可トス。

次ニ本法ノ野鼠ニ封スノV効力ヲ試験センタf矯メ， [927年 9月野外ヨ 9

野鼠べつぎよ、をるどねずみヲ採集ミ/;来れ之ヲ筏 I 尺ノ飼育箱ニ飼養ジ，

メ jVク製(Merck)舶、酸すと hきにんヲ湯ニ溶カジp穀粉ニ混ジア之 vガ添

食試験ヲナセリ ω其ノ結果次ノ如シ。

すと[) ~ ~とん添食試験表

野鼠鐙重(酬去すとり与 i食物ノ種類|国子重量|食セル量|結lこん分量 果

支 克 蕃雰粉園子ニ 克
0.7克8 21.0 0.01 

tl/，ズ 5 ヲE

21.5 0.02 " 5 1.02 グ

29.5 0.03 グ 5 0.80 グ

57.5 0.04 " 5 0.52 グ

38.0 0.05 燕 章容 4宇土 5 0.20 " 
37.0 0.05 グ 5 0.50 グ

42.0 0.10 苦事 軍医 Jf，;J 5 0.40 " 
36.0 0.10 5 0.20 

" 
28.0 0.10 5 0-40 " 
26.0 0.10 5 0.30 グ

40.0 0.50 蕃多粉 5 0.30 " 

之ニ依ノV ニ，すと1) ~ ~<:.ん J、猛毒ヲ有スノV ヲ以九僅カユ 0.2% ノ微量ヲ

食物ニ混ズノ'VJVモ容易ニ鎗死スノV ヲ知 9得ベジ。

i次ニ叉本法ノ林地ニ於ケノV効力試験ユ就キアハ嘗ア本大串林皐科森

林保護皐教室ニ於ア行ヒタ jVモノア?。左ユ其ノ概要ヲ報ぜ y トス。

(1 )本試験戸大 JE3年 II月3日宮本助手指導ノ下=.，山崎支邦氏ユヨ¥)北海道札幌管林

匝署八重別鴎有林ェ於テ行戸 V タ明。本試験=使用 γ タル有毒園子へすとりきにん 8分

ト蕎多粉 140匁，殺菌*200C.Cトチ混合セ¥)。故ニすとりきにんノ強サ戸 0.5% =. vテ，之 V ヨ
y 5分径ノ鴎子6∞個チ作'得タ P。試験地ノ吠況次ノ如 v。

試験地名 l面
八霊別国有林，落葉|
松建林地 | 3反歩

積「一一j 備 考

3
00
fllll 附 pq十…栽……セズ慨V テ
300個 |来性阜熊笹多グ繁茨ジ根株及倒木等多グ毎年野鼠ノ

i 被害甚ジグ手首i植チ行~Iレ土地少人

第一同成績調査戸大正 3年 11月 5日之 v チ行 b 次ノ成績チ得タ人食セラ V タル悶子

.曹r15個，焼死セル鼠 2 疋(ぺつどふらzどねずみ及はつかねずみ)ナ人試験後降雨ノタメ園
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子ノ溶解セル宅ノ甚ダ多カリキ。更ニ同試験地=於テ野鼠棲息ノ有無チ調査スル翁メ，前

向ノ京日グ関子チ作事 3∞個チ同林地コ撒布 γ タ甲。而 V テII月 13日之チ調査セ Jレて園子 p、

E 個宅食セヲ v ズ。之 v 恐ラグ野鼠ノ存在ナキ矯メナルペジト推定 γ得ペ γJt二周成績

調査戸大正 4 年 4 月 25日之 v チ行 b タル=試験結果次ノ如 V。

落葉松総本軍主

鼠害チ被甲ジモノ

兎害チ被事ジ宅ノ

鈴 鼠

249本

21本 (8.5%)

28本(1I.3%)

6疋

之 vチ同試験地附近ノ関子チ撤布セザ、 Jレ被害地ト比較セ:v11'篤人標準地 E 反歩チ調

査事〆タ 3レユ其ノ扶況次ノ如 γ • 

. 落葉松総本駿

落葉松鼠害本軍主

兎害本重責

1I2本

44 本 (39.3~の

18本 (16.1%)

以 t二少ノ林地チ比較型原スルトキハ試験地 ρ 被害寧 30‘8P4チ減少スルチ見 yレナ唱。

(2) 前詑ノ林地ユ於テ犬正 3年 II月 5日更ユ第二試験地チ設定 γ タリ。地況第一試験

地=同ず。試験地面積 I反歩チ底割 γ，之 v "'-3∞飼ノ関子チ撒布セ札口月 13日之 V 11+結果

チ調査ジタル=次ノ如 V。

食セラ V タル園子重責 36個

事告 鼠 I疋

ナ人更=新ラ V グ調製セ 3レ毒園子 36個チ補充 γ 窓キタリ。而 γ テII月 19日再調査チナ

セル::::.，食セラ v ~)レ関子殺 22 個ユ V テ勢鼠ナジ。

翌大正 4年 4 月 25日調査チナセル=試験地ノ!伏況次ノ如 V。

総本殿 288本

鼠害本殿 51木 ([7.7%)

兎害本殿 32本 (II.I%)

絵鼠 2疋

叉試験地ItH近ノ閤子チ撒布セザル被害地 E 反歩チ調査スル=其ノ状況次ノ如iγ@

落葉怯総本駿 245本

鼠害本重t ~本 (28.0%)

兎害本鍛 4本 (1.6%)

本試験ニ於テすとワき i二ん園子 f散布地>'，j散布セザ耐地ョ V 宅被害率 1O.3~b ダク小ナ人

以上二同ノ結果ニ徴スノV ニ，すと1) ~ ~とんユ依ノV 野鼠駆除法 J、p其ノ効

力ノ顛著ナノV コト J、略ボ明カナ 9。然 V J'+モ本貫験ニ於ア撒布セノV 毒国

子町長ク地上ニ曝露セジムノV トキ J、，雨露ノ鴬メ腐敗叉 J、破壊セラ V，其

ノ毒カヲ長ク保持セジムノV コト困難ナ人之 v本法ノ著ジク快黙トス )V
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所ナ 9。故ニ之 V ヲ除カンガ錦メニ J、次ノ方法ニ依ノV ヲ可トス。

4. 宥毒穀粒エ{喪J(..野鼠髄除法

本法 J、毒薬ヲジア野鼠ノ噌好スノV 穀物粒ニ浸潤セジメ之 v ヲ林地ニ

撒布ス }Vモノナ 9。故ニ貫地使用セントスノV 毒穀粒ハ野鼠ニヨリア好ン

デ食セラ V，且ツ野鼠ヲ殺スニ足ノV ベキ充分ナノV 毒量ヲ合有スノV ヲ要ス。

本法 J、既ニ欧洲ニ於アノ、屡 φ研究セラ V，之 vガ貫地臆用セラノv 、ヲ見

ノV モノナ 90 (Eckstein， Tec1n>Ik des Fo目凶tscぬh川1

mause， Archiv f. Naturg. 1923. 拡 44-70.)毒剤 J、普通耐酸すと bきにんヲ使用スノV 毛

ノナ v ドモ p最近販寅セラノv 、有毒穀粒つえ b を(Zelio)~、其ノ毒剤ニプミ b

ゅうむ(Thallium)ヲ配脅lセ}Vモノナ 9
0

野 五え ノ 穀 粒

第 一

hi\~I 藩 家|線多|燕 らい重厚

粒

4 
(な1) 

粒 粒 粒 I'l! 
8. 1. 1927 13 5 (2) 4く1) 12 2 

9. " 1/ 16 20 14 (1) 3 14 。
10. 1/ 1/ 20 12 (1) 19 15 20 く2)

11. グ グ 18 18 CI) I 19 8(1) 19 。
12. 1/ グ 20 20 20 20 20 18 

13. グ 1/ 20 20 20 12 (8) 20 10 (4) 

14.. グ " 
20 20 20 20 20 19 

15. グ 1/ 20 20 19 19 20 19 (1) 

計 147 136 (3) 101(10) 145 68(7) 

平 均 18.4 16.8(0.4) 12.6(1.3) 181 18.1 8.3(0.9) 

第 一一
14. VI. 1927 一 17 E 一 9 E 

15. グ グ 一- 10 2 (3) 一 7 I 

16. グ " 一 14 I 一 6 5 

17. グ 1/ 一 18 E 一 6 1 (3) 
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余 J、本法ヲ本大皐貫験苗圃=於ア試験セノV 毛ノニジアp柏、酸すと 1) ~ 

Kんヲ用ヒア有毒穀粒ヲ調製ジ，之 vヌf野鼠べつどよ、をる Eねずみュ 1J

スノV効力ヲ貫験シタ 9。之 v ニ依リア得タ JV結果ヲ左ニ記述セントス。

a. 有毒穀粒 J調製Z適スル穀物 J撰定

本法ヲ使用ス JVニ常 9最毛必要ナノ'V~、穀物ノ撰定ナ 9 。之 v ガ最毛通

常ナ JV穀物川先ヅ第一ニ野鼠ノ噌好スノV 穀粒ナノνヲ要ス。故ニ穀類中最

毛得易キ材料1.2種ヲ撰乙野鼠ノ噌好試験ニ供ジタ 9。而ジア供試野鼠 J、

ベつ Eふをるどねずみニジア 3野外ョ 9時 φ採集 v，之 v ヲ飼養箱ユ飼養

v，之 ν ニ毎日一定ノ穀粒数ヲ供袷 v，一章夜間放置ジタ Y 稜其食害粒数

ヲ調査ジタ Y。其結果実表ノ如ジ。

噌 好 試 4晩 表

同

黍 主震 *.& 備 考

粒 粒
2粒6 粒 粒 粒

0.5 30 Il く0.5) 。 試験方法>'!1'f鼠E匹チ4尺×

(2) 8 14 一 一 一
4尺X3尺ノ飼養箱コ放飼γ

2 (5) 28 27 一 一
毎日各穀粒20宛チ供給γ タ

一
甲。薮字ρ野鼠一匹ノ:食害

1 (7) 27 29 一 一 一
1 粒鮫チ示γ叉括弧内ノ数字

8 (1) 29 30 一 一 一 I ;;、破砕セラ V?<ル重責チ示ス

8 (2) 29 26 一 一 一

6 (0) 29 28 一 一 一

4 (4) 27 30 一 ~ 一

29.5(21) 207 210 II (0.5) 一

3.7(2.6) 25.9 26.3 II (0.5) 一

同

o 一時 一 一 一 一 試験方法同上

高サ z尺
。 一 一 一 一 飼養箔ノ大サi幅 E尺

長サ 4凡
。 一 一 一 一 一 野鼠ノi盟重 40.0jC

。 一 一 一 一 一
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心子F1審
粒 粒

5 (3粒) 
粒

2粒8 
粒

計 一 59 一 8 (3) 

平 均 -ー 14.8 1.3(0.8) 一 7.0 z 

第 一一• 
14. VI. 1927 

E 

一 12 。 一 3 

15. グ " 一 14 。 一 5 。

16. " p 一 14 。 一 8 2 

17. グ " 一 6 (4) 。 一 8 4 

計 一 46く4) 。 一 24 7 

千 均 } 1l.5 (1) 。 一 6 1.8 

第 四

14. Vr. 1927 一 E 3 一 20 2 

15. グ " 一
。 5 一 20 。

16. グ " 
} 。 6 } 18 。

17. グ " 一
。 E 一 19 5 

計 一 E 15 一 77 7 

平 均 一 0.3 3.8 一 19.3 1.8 

第 五

25. VI.1927 一 10 一 2 9 9 

25. グ F 一 7 一 I 9 8 

25. " " 一 6 一 3 8 7 

計 一 23 一 6 26 24 

.:zp. 均 一 7.7 一 2.0 8.7 8.0 

第
..L. 
r、

27. VI. 1927 20 13 I E 。 9 

27. グ " 3 z 。 。 18 I 

27. " " 15 10 E z 7 。

27. " p 。 5 3 。 20 。
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玉局黍l黍 [ 粟 ! 籾 l大 豆 豆|備 考

粒
0 

粒 粒 ヰE 粒 粒

。

同

つ10) I -ご I- I - I二一|試験方法同i一一
(14) 

(3) 

供試野鼠ノ値重 31.0l(

。

く27)

(6.8) . 

l司

(7) 試験方法同上

供試野鼠鰻重 30.5瓦(10) 

(3) 

(7) 

(27) 

(6.8) 

同

9 
{試験方法同上穀粒敏毎日m
供試型野F鼠鵠重 2勾5.0]瓦王

{試験方法同上
供試野鼠組重 28.0瓦

{試験方法同上
供試野鼠髄重 25.0瓦

4 

7 

20 

6.7 

同

5 

{試験方法同上穀粒駿闘が
供試野鼠僅重 29.0瓦

供武野鼠飽重 30.0瓦

供試野鼠飽重 34.0l(

供試野鼠飽重 26.0瓦

(6) 

。 3 

1 (9) 

(7) 

。
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む子¥竺|蕎
計

平 均

4. VI. 1927 

平均〔一匹〕

同
国

U
O

戸、d

3
3
白
子

粒

p
s

，

一

‘

阿

，

J

多|小多 i大多|課
粒

5 
結
2 

粒

45 

第 七

28 33く12)

II (4) 

5(12) 

1.7 (4) 

52 (7) 

17.3(2.3) 

19 

6.3 9.3 

^ 第

E月16日ョ 11
18 日 T テ・

平均(一日〉

84 

32.3 

58 (5) 

19.3(I.7) 

45 (3) 

15 (1) 

97 11く6)

，3・7(2) 28 

以上第 I同ョヲ第 8同迄ノ試験成績ヲ総括スノV ニ究表ノ女Uv。

多lらb多|燕 淑 多|玉罰黍|黍 粟

粒
16.8(0従.4} 

イ1 粒 tl 粒 !t 粒 粒

26粒.3 第 I悶 17.0(0.4) 8.3(0.9) 18.1 11.0 12.6(13} 18-4 3.7く2.6) 25.9 

第2向 1.3(0.8) 14.8 2.0 7.0 一 一 一 一 一 一
第3悶 一 11.5(1) 1.8 6.0 一 一 一 (6め 一 一
第4悶 3.8 0.3 1.8 19.3 一 一 一 6.8 一 ー
第5同 一 7.7 8.0 8.7 6.7 2.0 一 一 一 一
第6悶 1.3 7.5 2.5 1l.3 2.3 。目5 9.5 0.3(5.5) 一 一
第7同 1.7(4) 11(4) 6.3 17.3(2.3} 一 一 9.3 く4) 一 一
第8同 19ぷ1.7} 15く1) 3.7(2) 32.3 一 一 28 一 一 一

合計 44-4(6.9} 84.6(6.4} 344(2功 120ρ(2.3) 20.0 15.1(1.3} 65.2 10.8(18め 25.9 263 

平均 7-4(1.2} 1O.6(0.8} 4.3(0心 15.0(0ρ 6.7 5.C{0.4} 16.3 2.2(3劫 25.9 26.3 

本試験ノ結果ニ依 lVニ，野鼠ユヨ 9最毛噌食セラノv 、穀物内蕎憂，燕婆

小委~，ノ三種ナ?トス。蕎憂，燕委 J、野鼠ノ最毛好ムモノナ v F' =1::，唯ダ外部

ユ被 lV種殻 J、之ヲ長IJギア食セズ。之ニ究イデ小委 J、良ク噌好セラノV。大褒，

らい婆，裸勢籾 J、蹴ジア良ク食セラ V ズ。玉萄黍 J、稿ヤ好ンデ食ス v l'~ =1::， 

常ニ其ノ内部ノミヲ食仏外部ノ堅キ部分 J、大竿之 v ヲ残ス。其他黍及粟

J、小粒ニジア且ツ堅固ナ lV種殻ヲ被1)，常ユ之 v ヲ剥ギア食スノν毛ノナ

リ。要スノV ニ野鼠ニ依 9種殻ヲ剥が }V、穀物ノ種類ハ喜へ野鼠ニ噌好セ



玉萄黍| 黍

粉|粒
1 (22) 

0.3:5.5) 

く12)

(4) 

粟

同

同
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籾|大豆 I~ 豆|備 考

粒|粒|担

9 

2.3 

供試野鼠3匹ヲ放飼町穀牧

草主各E∞個

飼養箱第一向=同i7，供試

野鼠1m;，各穀粒盟主1∞個

ラノv 、モノト雄，有毒穀粒トシア使用ス Y エ J、不通常ナ 9。故=本試験 z

於 7-"、小委ヲ以テ最モ通常ナ lV穀粒ト認、ムノV モノナ 9
0

b. 穀物中=すとりきにん J毒剤ヲ穆透セシムル方法

前項ノ如ク野鼠ノ噌食スノV 穀物ハ硝酸すと bきにんヲ以ア慮理スノv

z 常リ，其溶液ヲ能ク吸牧ジ或ノV 程度ノ深サマデ穆透スノV モノナノV ヲ要

ス。若手/其毒剤ガ穀物ノ表面ノミニ附着ス lV.:=.於ア J、，雨水ノ錦洗ヒ落す

vア其毒カヲ失ヒ p或 J、叉y野鼠ニ依 9ア其ノ表面ヲ剥ヌ，.v，其内部ノミヲ

食セラ v毒力ノ効果ヲ失フコトア 9。故ニ有毒穀粒ヲ作 lV;.. ..t、毒剤ヲ成

lV可ク深ク溶透セミノムノV 方法ヲ攻究科且ツ如何ナノV 程度ノ深サマデ惨

透スノV ヤヲ確ムノV要ア Y。之 11矯メ次ノ操作ヲ行ヒタ 9。

I.各種穀物 100克ヲ水 150克ト 0.8克ノ柏、酸すと1)~にんノ水溶液中ニ

入 v加熱ジア水溶液ノナキ迄之 vヲ吸牧セジム。

2.各種穀物ヲ水中ニ 24時間浸ジタノV 綾之ヲ乾燥V'，然Y後β8%ノ柏、酸

すと bきにん水溶液中ユ入門撹伴シア 24時開設ス。

3・各種穀物ヲ 1%ノ加里溶液ニ浸ジタル綾 0.8%ノ柏、酸すと1)~にん

水溶液中ニ 24時間浸ス。

4・各種穀物ヲ 1%ノ在と bゆむ溶液ニ浸ジタノV 後ρ.8%ノ硝酸すと b

~ ~とんノ水溶液ニ 24 時間浸ス。
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前記四種ノ方法=依 9庭理ジタ Y 諸積ノ穀物ニ就キ，如何ナノV 秤.度迄

硝酸すと1) ~ Rλ7/浸潤ス Jν ャ否ヤヲ決定ス V 要アリ。之ヌtj毒メ諸種ノ

穀物ノ断面ヲ作 9，之 v ヲ顕微鏡下ニ

置キア硫酸ばな 1i.(Vanadinschwefelsaure; 

Ammoniumvanadat O. J 1純強硫酸 20.0)ヲ注

ギタ 9。若ジすと1) ~ ~とんノ存在スノV

I、キ J、速カニ草色ガ表的苦 v叉，すと

b きにんノ存在セザ JV時 J、赤褐色ノ

色ヲ呈ス綾者 J、蛋白質ノ硫酸ニ鯛 v

ア起 JV色ナ 9。此すと bきに λ存在ニ

依 JV色ノ反臆 J、直チニ消失スノV ト雄，

之ニヨ 9すと1) ~ ~とんノ穀物中ュ於

第七闘小宴 (TriticmnvuJgare Fr.) 

ノ:夕刊昔部ヲ示ス間 (150倍〉

a.初t

p.果皮 t.種皮 at.糊粉舵 am.澱粉粒

ケ JV惨透度ヲ識識1別ス JVユ便ナ 9久。之ヲ以ア先ヅ小婆ノ横断面ヲ作 9，之 V

ヌガf諸部ヲ園示ス V バ第七圃ノ女如日 V。戸邦周E問即pチA小、婆粒ノ横断面 J川、果皮 (σFr吋1t出htトtト一

lle乙.ふ種皮(伊Same叩nha凱加u叫吋l吋tの)，及ピ種皮ニ接ジア匪乳ア 9之 V ユ J川、糊粉粒(件Aleuronト-
k王必<Ol仇rne引rゆ.

と b主tに乙ん穆透ノ深度モ之 V ユ従ツア其匝別ヲ定メタ 9。

究エ野鼠ノ噌好ス JV穀類五種ヲ前記四種ノ方法ニ依 9製ジタノV 有毒

穀粒各今十五ノ横断切片ヲ作 9，之 vガ検鏡ノ下ユすと1) ~ ~C ん惨透度

ヲ定メタノV 結果次ノ如 V。

吋ミと

/]、 塁悪両

E怠 主里 法 果皮 種皮 糊粉粒 澱粉粒 子葉

1. 無皮ノ毛ノチ煮沸セル毛ノ 。 4 9 

2. 7~=- 寝漬V タル後乾燥セル唱ノ 。 6 4 3 2 

3. 1 %ノ加里溶液コ浸セル宅ノ 。 2 6 6 

4. 1 %ノ曹達溶液=-1受セ Pレ毛ノ 。 4 7 3 

ら v、 要

1. 無皮ノ毛ノチ煮沸セル宅ノ 。 4 5 4 3 

2. *=--授資>"!iIル後乾燥セル宅ノ 。 4 8 2 

。得. 1 %ノ加里溶液コ浸セル宅， 2 7 4 E 

4. E F6ノ曹主義溶液=浸セW宅ノ 3 6 4 
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大 1i 
慮 理 法 果皮 種皮 糊粉粒 澱粉粒 子葉

1. 無皮ノ毛ノチ煮沸セルモノ 。 。 3 IO z 

2. 71<"'"寝漬ジタル後乾燥セルモノ 。 。 6 9 。

燕 対~

1. 無皮ノ宅ノチ煮沸セル毛ノ 7 2 3 2 

2. 7~= 浸漬V タル後乾燥セル宅ノ 4 9 

1. 有皮ノ宅ノチ煮沸セル宅ノ 5 7 2 。
2. 有皮ノ唱Jチ71<"-i受漬Yタル後乾燥セ舟唱ノ 7 6 。

玉 萄 黍

1. 無皮ノ宅ノチ煮沸セ 11/宅ノ 7 3 2 。 3 

2. 71<=-浸潰Y?<ル後乾燥セルモノ 8 5 2 。 。

以上ノ如ク五種ノ穀粒 J、，何 v ノ方法ユ於アモすと1) ~ tとんヲジテ内

部ニ穆透セジメ得ベジ。然 v i'~ モ玉萄黍ノミ J、すと1) ~ ~ζ んヲジア種皮

ニ止メジムノV モ f多ク v7"，内部ユ深ク到達スノV モノ少キヲ以ア最モ不

通常ナ 9 トス。他ノ四種 J、何 V モ糊粉桂及澱粉粒迄或ハ稀ニ子葉ノ位置

ユ迄之ヲ到達セ V メ得タ Y。叉是等 J、穀粒ノ慮理法如何ニ依')，其穆透ユ

多少深洩ノ差ヲ見ノV モノナ 9。今各穀粒ニ於ケノV糊粉粒及子葉ノ部ニ蓮

セノV 敷ヲ綜合スノV ニp第一法煮タ }Vモノ J、37ケユジ九第二法?象メ水=浸

ジタノV モノ J、34ケノ敷ニ達セリ。故ニ前者 J、梢ャ良好ナノV 結果ヲ呈ス v

)，~モ穀粒ノ形ヲ崩ジ，或 J、腐敗ヲ来タジ賓地施用ス }V.;=. 不通常ナリ。叉小

委及らい婆ニ就ア第一，第二，第三，第四ノ方法ヲ比較スノV エ第三，第四ノ方

法山良好ナノV結果ヲ見ノV能川ズ。故ニ之等ノ中第二;:i去即チ諜メ水ニ浸的

穀粒ヲ膨脹セジムノV 方法ヲ以ア趨常ナ 9 トスノV モノナ 9

C. 野鼠z劃スルすとりきにん有毒穀粒 J効力試験

賞地使用セントス }Vすと bきにん合有ノ有毒穀粒内野鼠ニ依 9ア噌

食セラ V，且ヲ之ヲ殺スニ足ノV ペキ充分ナノV毒量ヲ合有ス }VモノタノV ヲ

要ス、若ミ/其毒量弱キトキ J、，野鼠 J、多量ノ穀粒ヲ採食スノV ユ非 vバ死ス

}V:::-至ラズ。故ニ多数ノ野鼠ノ接息スノV 地ニ於7"..T、，莫大ノ穀粒ヲ要ス y

モノナ 9。之 v ヲ以ア毒穀粒 J、野鼠ニ謝ジ品目常ノ強キ毒量.ヲ有スノV モノ
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ナラザノV ペカラズ。故ニ之 vヨf毒量ヲ定メ，其ノ効力ヲ試験セントスノV 毛

ノナ 9

本試験ニ用ヰタノV 穀粒 J、小委ニ V ア，毒剤 J三三三二ク (Merck)製ノ硝酸

すと 1) ~ ~~んヲ使用セ 9 。其慮理法 J、先グ小婆ヲ清水ユ 1 U間浸ジ，充分

水ヲ吸牧セジメタ lV綾之 V ヲ取 9出寺内約原重量ニ至 lV迄気乾ジタ 9。而

ジア柑酸すと 1) ~ ~乙んヲ 0・ I ヨ 9 0.8克マデノ度合ニ計量 γ，之 ν=各冷水

IOOCCヲ加へア梢ヤ加熱ジア之 vヲ溶カジ，硝、酸すと bきにんノ溶液中=

前記乾燥小変 100克ヲ入 vア恒温器内 (300C- 400c)ニ数日間入 ν置キ，水分

ガ金部無クナ 9タ lV綾之ヲ取 Y出町乾燥ジタ 9。従ア毒殺枝川大約0.1%

ヨ 90.8%ノすと hきにんノ量ヲ有スノVモノヲ作 9得タ 9。叉供試野鼠 J、

べつどふをるどねずみヲ野外ヨ 9採集ジ，之 V ヲ賓験室内ニ飼養ジタ lV

"f:ノナリ。

1.野鼠ノ飽食及飢餓ニ於ケノV 有毒穀粒ノ効力試験

野鼠 J、同ジ強サノ毒穀粒ヲ同量ニ食セジムノV モ，其個睡ニ依 9抵抗力

ェ差アノV ノミナクズ。叉野鼠ノ飽食及飢餓ノ朕態ガ毒穀粒ノ効力ユ婁}ジ

大ナノV 影響ヲ有スノV モノナ 9。今供試野鼠第一群 J、試験前ニ充分ユ食物

ヲ輿へタ Y モノ。第二群 J、試験常日ニ於ア食物ヲ輿へズ，約 10時開放置ジ

タノレモノナム雨野鼠ニ 0.1% ョ~} 0・5%ノ舶、酸すと bきはん有毒穀粒ヲ輿

へタノレ結果次ノ如ジ。

供融F鼠 l供興有毒|檎酸… l !I1f 鼠 ノ 状 態

番 械穀粒般にん含有量 (a) 飽 食 I-~~~~ 飢餓-(各一匹) 食セ)~粒般 i 安1J 果 食セル粒鍛!効 果

1 a .u. 5 0.1% 。、 生 5 生

1 c. d. 5 0.1 5 IJ 5 IJ 

1 e.f. 5 0.1 5 占F 5 IJ 

II a. U. 5 0.2 2 IJ 5 1/ 

II c. d. 5 0.2 3 IJ 5 死

J[ e. f. 5 0.2 5 '/ 5 グ

III a. b 5 0.3 4 グ 4 " 
UI c.d. 5 0.3 5 IJ 5 " 
III e. f. 5 03 5 死 5 IJ 

IV a. b. 5 0.5 5 IJ 4 』少

IV c. d. 5 0.5 3 IJ 5 " 
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上表ノ結果ニ徴ス Y ユ飢餓ノ扶態ニ於ケ JV野鼠 J、弱キ毒量0.2%ノ毒

穀粒ヲ食スノV モ死ヲ来スユ反シ，飽食ノ場合 J、0・3%ノ時ニ始メア死ヲ見

}V毛ノナヲ。叉前表ニヨ 9野鼠ノ生ニ事}ス y 死ノ比ヲ見ノIV，:::"飢餓ニ於ア

J、4:7 -rjvェ飽食ニ於ア J、9:2ナム故ニ飢餓ノ賦態ニ於ア J、すと bき
にんノ，効力著ジク表 J、y 、モノナ人

2. 毒量ヲ異ユセノV 有毒穀粧ノ効力試験

野鼠べつどふをるどねずみヲ各 I匹宛飼養箱ニア飼養 V'，之 v ェ柏、酸

すと bきに λ ノ合量0.1ヨ 90.8%ニ至ノVマデノ有毒穀粒ヲ供典的其効力

ヲ試験ジタノV結果究ノ如ジ。

有毒穀粒ノ効力試験表

( 1) 0.10 Jo有毒穀粒

番 競 i 供試野鼠 I 供 粒奥費歎主 l硝糊椴すれい川とυ川Uり村川)片吾刊I食セη…ラ竹V……タ川川叶，耐ぺνぺl
筒 重 有毒穀 lこん含有量有毒穀粒毅 考

E 36定 20粒 0.10" 12粒~5) 見三

2 30 5 " 2(3) 11 

3 35 10 " 5(3) グ 括宇弧p、破内ノ1殿
呼セ

4 32 15 " 7(1) " ラV タル粒
5 27 15 グ 8(2) " 

璽主チ示λ

6 27 20 " 13(2) " 
7 26 20 " IO~5) 死

( 2) 0.15 Ji有毒穀粒

z 40 5 0.15 5 生

2 38 10 グ 6く2) " 
3 31 10 " 7(3) 死

4 29 10 " 4(2) 生

5 31 20 11 7(3) 死

6 30 20 グ 5(3) 生

(3) o:w%有毒穀粒

z 27 4 0.20 4 生

z 34 4 " 4 グ

3 37 6 " 5(1) 死

4 29 6 " 6 生

5 40 8 グ 6(1) " 
6 32 10 グ 4(2) 死
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(4) 0.25%有毒穀粒

番 |毎試野鼠|供 輿iV1li子長|' 重有毒穀位駿 合き有1: 効 備 考

E 27gr. 4粒 0.259百 4粒 生

2 34 6 1/ 3(5) 死

3 38 6 グ 1(1) 生

4 29 8 1/ 4(4) 死

5 30 8 1/ 2(3) 1/ 

6 40 10 1/ 3(2) 生

( 5) 0・30%有毒穀粒

E 41.5 6 0.30 (1) 生

2 38.0 6 グ 5(1) 死

3 31.5 6 グ 2(4) グ

4 22.5 8 1/ 5 生.

5 21.0 10 グ Eく1) 死

6 39.0 10 グ 4:2) 生

7 43.0 10 グ 8 死

8 24.5 15 1/ 7(5) 1/ 

(6) 0・40%有毒穀粒

E 41 4 0-40 3 死 調裂後18日チ経タル毛/

2 37 4 グ 1(2) 1/ 1/ 7 グ

3 44 6 1/ 1(1) 生 1/ 7 グ

4 28 6 F 4(1) 死 グ 7 1/ 

5 35 8 グ 3:2) グ 1/ 7 p 

6 40 8 " 2(3) 生 1/ 7 " 
7 35 10 

" 30) 死 1/ 18 1/ 

8 20 10 " 2(3) グ " 18 グ

(7) 0・50J6有毒穀粒

z 25.0 s 0.50 3(2) 死 調裂後7日チ経タル宅ノ

z 41.5 5 グ 3(2) " 1/ 7 グ

3 37.0 5 1/ 2(3) " グ 7 " 
4 41.0 5 1/ 2(2) グ グ 7 " 
5 19.0 5 " I " 占F 7 " 
6 24.0 5 " 4(1) 1/ 1/ 7 '-' 

7 39.5 5 グ 4(1) " 1/ 18 グ

8 26.5 5 占F 2 
" " 18 " 
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(8) 0.60 %有毒穀位

番 l l (す醜すと|食セヲ:1務供試野鼠供有毒穀粒奥豊宣 告i二ん タル有毒効
値 重 含有量穀粒霊堂

備 考

E 22gr. 5哩 0.60%'. 
粒
3(1) 死 調製後14日チ経タル宅ノ

2 39 5 F 2(3) " " 14 " 
3 29 5 " (5) " " 21 " 
4 36 5 !I 1(3) F グ 21 F 

5 41 5 F 1(4) p 11 21 " 
6 35 5 " 2(3) 

p " 21 " 
7 42 5 p 3(1) p " 21 

p 

8 23 5 p 1(1) p " 21 F 

(9) 0・70%有毒穀粒

I 43 5 0.70 3(1) 死 調製後21日テ経タル毛ノ

2 38 5 " 4 " " 21 " 
3 26 5 " 2(1) " グ 21 " 
4 37 5 !I (3) " グ 21 " 
5 38 5 " Iく2) " " 21 " 

(10) 0.80 %有毒穀粒

z 37.5 5 0.80 3(1) 死 調製後 7 日チ経~)レ司直ノ

2 38.7 5 " 1(1) " " 7 グ

3 41.5 5 " 3 p 

" 7 
グ

4 30.5 5 占F 3 " グ 25 グ

5 38.7 5 " 
1(1) " " 25 " 

6 44.1 5 " 1(3) " グ 25 " 
7 40.0 5 " 3 " " 28 " 
8 41.5 5 " 2(3) " " 28 グ

以上第 I ヨ 9第 10ユ至 }Vマデノ試験結果ヲ綜合ス v.，，，.次表ノ虫DV。

散すとりさ|供向般| 費h 果 宵 分 率
|備 考

lこん含有量%I (匹)
生(鍛) 死 (重責) 生 C%) 死 c%)

0.10 7 6 E 85.7 14.3 

" 1 3 。 100.0 。 食

F 3 3 。 100.0 o 餓
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棚すとりさ|供試野醐|効 果|百 分 率|備

iこん含有量%I (匹)I一互←一 I El'. (%) I ~E (%> I ¥.""/ I ~ (It)死(厳) I 生(%) ~'E (%> 

0.15 6 

6 020 

" 3
3

6

8

 

" 
0.25 

0.30 

" 3
3

8

8

 

" 
0.40 

0.$0 

" 2 

グ 2 

0.60 8 

0.7O 5 

8 

4

4

3

 

2 66.7 

66.7 

今
‘

d

骨

J

句
、
J

句
、
d

勾

J

弓

δ

。 飽食
飢餓

2 

。 100.0 

66.7 

50.0 

62.5 

33.3 飽食

飢餓

2 33.3 

100.0 

75.0 

100.0 

100.0 飽食

飢餓

qu

弓
、
d

50.0 

100.0 

100.0 

100.0 

100.。

3 

5 37.5 

66.7 

本試験ノ結果ニ徴ス }Vニ0.1%ノ有毒穀粧ユア 9ア J、其ノ効力微弱ユ

ジア，飽食及ピ飢餓ノ何 v ノ賦態ニ於アモ野鼠 J、死滅スノνュ至ラズ。従ア

其効力ヲ認ムノV コト能川ズ。0・[5乃至0・20%ノ有毒穀粒ニ於アハ其ノ一部

ノ鼠ヲ殺 v得 lVニ過ギズジア大竿 J、死セズ。而ジア鎗死セノV 野鼠 J、大抵

小形叉 J、弱キ野鼠ニジア，其ノ粒敷 J、5-6粧以上ヲ要ス。故ニ之 v ヲ以ア

未ダ充分ナノV 効果ヲ望ミ難ジ。0・3%ノ有毒穀粒ニ於ア ρ ，稿、ヤ大ナノV 毒量

ヲ合ムガ故ニ其ノ効果毛亦大ナ 9 トス。即チ多クノ野鼠 J、4万至 5粒ヲ

以ア死滅ス }Vニ至 }V。然 V ドモ強妊ナノV モノ J、向生存ヲ績ク }Vナ 9
0
0・4%

ノ有毒穀粒ュ於ア J、其ノ効力盆令良好トナノV ナ 9，即チ弱キ野鼠 J、I粒

2 

。
3

6

8

 

。

ヲ食ス Yモノニ於アナ~死ニ至ノV 毛ノア 9。普通 2ー 3粒ニア致命セジム

ノV コトヲ得ベミ/。然 v J'~ モ稀 v ニ J、数粧ヲ食スノV モ向ホ本毒ニ耐へ得 }V

モノア 900・s9-o以上ノ有毒穀枇 ρ 盆ペト其ノ効力ヲ増加民野鼠ヲ確貫ニ殺

ジ得 }Vナ 9。多ク J、2-3粒ヲ以ア充卦ナ }V効果ヲ得ぺジ。0.6%，0・7%，，0.8% 

ノ有毒穀粧ニ於ア川，強キ野鼠ニ於ア屯 3程以上ヲ取 9得ズc僅ニ [-2桂

2 25.0 

。 。
。 2 。
。 。z 

。 8 o 

。 5 

8 o 

。
。
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ユヨ1)7死ス )V'モノナ 9。

凡アすと bきにん=依 9ア中毒セノV 野鼠ノ死 J、3瞬間的ユ密事ヲ起ジ，

屡々時ヲ隔ァ、之ヲ繰返スモノナリ。叉後肢 J、産管的エ強直 v後方ニ延

バサ V，常ニ尿道ヨ 9，.t、尿滴ヲ出スヲ以 7，直チユ其死ヲ認メ得ベジ。

d. 有毒穀粒 J効力維持試験

地上=撒布セラ v タノV 有毒穀粒ヌt，幾日間其ノ効力ヲ維持ス )Vヤ J、之ヲ

確ム )V要ア 9。故ニ三種類ノ穀粒(1)硝酸すと bきにんヲ浸潤セジメタノV

小変 (2)硝酸すと1) ~ Rんヲ浸潤セジメザ )V小褒 (3)輸酸すと bきにんヲ

浸潤セジメタ )V小委ヲよ、くしん(Fuchsin)ェア着色セ )Vモノグ素焼製土

管中=入 v，1927年 8月 20日ヨ 9 11月 20日ニ至 JV3ヶ月間土中エ埋メタ

ム而ジア綾，之 v ヲ取 9出ミ/調査セ )Vニ(1)，.t、何レモ穂色料輸酸すと1) ~ 

k ん合有量ノ弱キ J~ ノ有毒穀粒ニ於ア多クノ接芽ヲナジタ 9 J2}'"、実穀

粒 J、硝酸すと1) ~ ~とんヲ合マザ )V ヲ以ア槌色 v，且ヲ殆ド皆殺芽ヲナジ

タ 9
0
(3)，.t、よ、〈しん色素ノ槌色ヲ見ズ。叉小婆ノ礎芽セノ'V"f:ノ (1)ノ場合ニ

於ケ JVガ如ジι本穀位ヲ野鼠ニ供輿ジタノV ユ次ノ如キ結果ヲ得タ 9。

l附すと村 If!t!PHi'ilfl!:*'L1t I添事物|事セル有霊 lf!t試野鼠ノ:重量 lこんノ含有量 供輿有毒穀粒数 ()馬鈴 知 m) 粒 果

29克 0.3" 20 50% 12 (8) 死

23 p グ 40 12 (5) グ

34 " " 80 14 (5) fJ 

28 
" " 70 IO (7) " 

32 " " 80 5 (1) 生

35 0.5 ル' 40 9 (9) 死

30 " " 50 12 (5) " 
26 " グ 70 7 " 
20 " グ 90 。(u) " 
29 " " 60 9く2) " 
40 0.8 グ 50 6 (2) " 
36 " " 40 8 (5) " 
20 " グ 30 4 (6) " 
27 グ グ 60 6 

" 
25 " 

占F 30 3 (2) " 
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本結果ユヨ V ..T'.，すと !J ~ ~とん有毒穀粒 J、長期間エ亙 }v トキ J、幾卦主主

1毒性ヲ失フ。従ア調製綾 3週間ノモノニ比較スノV トキ J、，死ニ至ノV迄ノ掻

取量約 2倍ノ大ナニ達ス。然 v ド毛野鼠ノ死 ρ0・5%以上ノモノニ於テ，向

ホ確賓=兎ノv 、能川ザノV 毛ノナ 9。

e. 有毒穀粒 J取扱法

すと hきにん有毒穀粒へ林業上野鼠ノ駆除ユ使用ジア最毛有数ナ lV

結果ヲ認、ム lVモノナ 9。然 V 1'+モすと bきにん J、強キ毒性ヲ有ス lVヲ以

ア，其取扱ニ J、周到ナノV 注意ヲ要ス。故ニ有毒穀粒 J、之 ν ヲ識別セシガ錦

ふくしん(Fuchsin)ノ色素ヲ塗附スノV ヲ可トス。余 J、よ、〈し λニア染メタノV

A、要 100粒，同燕萎 IOO粒及染メザ lV小婆 100粒及同燕褒 100粒，合計 400粒

ヲ E匹ノ野鼠ニ輿へ I 日開放置ジタノV綾之ヲ調査セノV ニ，残留敷 J、染小

委 69粒，同燕姿46粒及染メザノV小委68粒，同燕憂42粒ヲ得タ 9。故ニ小量ノ

ふくしんニア染ムノV ヨトハ野鼠ノ食害ユ事}ν 少 V モ影響ナキコトヲ知

ヲ得タ 9。若ジ染色ヲナス手数ヲ省クトキハ常ニ毒物ナノV 符競ヲ附ジア

他ノ穀物トノ混同ヲ避ヶ，過失ナキヲ要ス。

有毒穀粒ヲ林地ニ播下ス JVニ引，毒穀粒撒布器(停Eckst臼叫st旬凶仙e山ir町 T、e叫chn凶n此ikd的e白5For目r耐5t帥 u山tz描e回s 

g伊eg伊enT、ie町r児e吟叩I巧5，パ5.6崎&新島博士，新編森休保護王皐畏上巻， 1勾92杭8丸，P. 1叫叫4ω)ヲ使用スノJYヲ便ナ 9 トス。其

装置 J川、外形銃形ヲ呈ス lYヲ以ア鼠銃ト毛稽ス。其先端ヲ鼠穴ニ入 V，外部

ニ存ス JY突出セノV 小梓粁部ヲ動カジ。少量ノ穀粒ヲ上部ニ存在スノV貯穀

部ヨ 9設 9出 v，其先端ヨ 9一定量ヲ排出ス lVモノナ 9。

£有毒穀粒 J撒布試験

すと !J~にん有毒穀粒ヌl，野外ニ於ア野鼠ニ食セラ jV 、ャ否ャ之ヲ費

地試験セ Y ヌf錦， 1928年 6月札幌近郊ノ牧草地ニ於ア，べつ Xムをる rね
ずみノ棲息地ヲ撰定的毒量ヲ異ニセ lV小委ノすと bきにん有毒穀粒敷

40粒グ、ヲ入 vタJV木箱 50個ヲ試験地ニ排置ジ之ヲ二章夜間放任シタ

JY稜野鼠ニ依 lV穀粒ノ食否ヲ試験セ JY結果実表ノ如 γ。

ι 
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有毒穀粒撒布試験放果表

番
箱務〕
有毒穀粒

有毒穀粒重責
lJff鼠ノ食V タ

均 軍主
〔木 ノ 5長 サ ル有毒穀粒殿 ( )内 P破砕鮫 千

% 
0.10 40 40 。

2 F 40 40 。

3 g 40 40 o 

4 グ 40 40 o 40(10%) 

5 0.12 40 38 2 

6 
" 40 36 4 (2) 

7 p 40 38 2 

8 " 40 40 。

9 " 40 40 。 38.4(96%) I 

10 0.15 40 40 。
II 

" 40 40 。
12 " 40 40 O 

13 " 40 40 o 

14 " 40 40 。 40(100%) 

15 0.2 40 20 20 

16 占F 40 7 32 (3) 

17 " 40 18 32 

18 l' 40 。 40 

19 " 40 40 。 21.2(42.5%) 

20 0.25 40 40 。

21 11 40 40 。
22 " 40 40 。

23 p 40 40 o 

24 " 40 40 。 4:>ClOO~;;) 

~5 0.30 40 37 3 (5) 

26 " 40 40 。

27 " 40 15 25 (2) 

28 グ 40 40 o 33(83.0%) 

29 0.35 40 33 7 (，6) 

30 " 40 36 4 

31 11 40 29 11 (2) 

32 " 40 40 。 34.5(86.3%) 

33 0.42 40 21 19 (7) 
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番 |有毒殺粒 I:fi ~ ii!H:'，cn I野鼠ノylMMl強 サ 有毒穀粒般 }>有毒粒殿 ( )内 r破呼吸 均 重t

% 

34 0.42 40 40 。

35 " 40 40 。

36 " 40 34 6 (2) 33.8(81.9%') 

37 0.50 40 27 13 

38 グ 40 16 34 (7) 

39 グ 40 . 38 2 27(67.5%') 

40 0.6 40 39 E 

41 グ 4C 40 。

42 グ ヰ0 40 。

43 " 40 28 12 0) 

44 1ツ 40 4(' 。

45 " 40 40 。 37.4( 93.5%') 

上表ノ如ク有毒穀粒ノ賓地撒布試験ニ於テ州各種ノ有毒殺粒 J、野鼠

ニ依リ能ク食セラ V，其食残粒敷 J、頗ノV 少ジ。而ジア大韓ユ於アすと bき

にん合有量ノ強キ有毒殺粒 J、英ノ弱キ量ニ比ジ食残粒数ノ多キ結果ヲ

示セ上然 v l'~ モ同一試験地内ト雄，場所ノ異ナノV ニ従ヒ野鼠ノ綾息数ノ

多少ニヨ 9ア，有毒穀粒ノ食残粒敷ニ差ヲ生ジタノV モノア 9。叉一部'-'t~ 

ぷt.ずみノ棲息セノV1需メ，多量ノ有毒穀粒ヲ食セラ V ジモノモア 9タ v

ドモ大瞳ニ於ア好結果ヲ呈シタ"0 

4. 毒剤=依ル野鼠腫除試験

すと bきにん以外ノ毒剤 J、向ホ多数ア 9 ト雄，按ニ J、既往ニ於ア最モ

多ク使用セラ JVJV種類，即チ亜耐酸，燐，茨酸ば bゅうむヲ以ア野鼠べつど

よ、をるどt.ずみニ劃スノV 駆除試験ヲ行ヒタノV 結果ヲ皐グ V バ攻ノ如ジ。

( 1 )亜 枇 酸

同鼠重量|雲
革比 酸|混合食物|鮫 王里 法|食セ I~ 量|給 果量種類

蕃多粉(

小量ノ蜂蜜チ加
37.ogr. 0.5cgr~ 5.ogr "-7kトf昆y軟キ 0.62gr. 死

園子トナス
40.0 0.50 " " 0.52 " 
33.0 0.35 " " 0.55 " 
37.0 0.30 " グ 0.60 

" 
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事比 酪|混合食物 l薮 理 法 i 食セ)~量 l 結 果量種類

小量ノ蛾密チB日
28.ogr. 0.20gr. 務参粉 5.ogr. 九 lkト浪。軟キ o.88gr. 死

園子トナ λ
38.0 0.15 グ " " 0.83 " 
32.0 0.05 玉萄黍粉 " グ 1.34 " 
37.0 0.05 グ グ " 1.50 グ

( 2 )炭酸ば bゅうむ

供試野鼠重量|炭敵lfMl混合食物|駿
うむ分量種 類 理 法|食セル量|給 果

23.5gr I，C旧邑r 蕎多粉 5，∞gr， I ̂"lkト?昆;/'軟'" 0.48gr， 死
因子トナス

22，5 0.75 " " " 0.13 グ

21.0 0.50 " " " 0.50 " 
20，0 0，25 " " " 0.52 " 
25.0 0.10 燕多粉 " " 0.67 1/ 

24.0 0.10 グ " " 0.87 " 
28.0 0.05 " " " 1.23 " 
20，0 0.05 " " グ 0.78 " 

( 3 )ね乙いらず

供試野鼠重量 1ねこいち[混合食物|駿
ず分量種 類 者里 法|食セル量|結 果!

小量ノ蜂蜜トlk
23gr. 0.5ogr. 蕃多粉 3.ogr. チi昆タ軟寺園子 1.∞ 'gr. 死

トナ λ
27 0.20 玉屋1黍粉 " グ 0.40 " 
27 0，10 蕃書訴粉 グ " 042 " 
28 0.10 燕喜多粉 " " 0，54 " 
27 0，05 玉罰黍粉 グ " 0.45 グ

本質験 J、室内=於ア行ヒタノレモノナリ。凡ア之等ノ方法へ鼠ヲ殺事/有

効ナ 9。故ニ之等ヲ鼠ノ好ム食餌ニ j昆ジ，室内ノ鼠ヲ駆除ス }Vコト J、最モ

普通ニ行 J、}V}V方法ナ 9。然 v I'~ モ林地ニ劉ジア ρ 其ノ放果少久向ホ其

ノ使用方法ニ就ア考究スノV ヲ要ス。曇ニ同答ヲ求メタ }V報告中，本薬剤ヲ

野鼠ノ駆除ニ使用セノV 賓例ヲ奉グ V Þ'i~ 次ノ如ジ。
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砂日星司. 署 名
積|費用

町

126円.55 帝室林野管理局東京支局前橋出張所 豆 事比 酸 133.32 疑問

" グ 134.12 1I4.12 グ

隆 軍 第 十 一 師 図 " 2.00 55.00 有 F

カ日 治 木 幸華 林 号室4 " 0.19 一 不明

加 久 藤 替 林 警 /.f 0.2314 一 有'

計 295.57 

上 問 笹 林 署 i柑酸すとり i
きにん

20.31 3.38 

計 20.31 3.38 

長 樫 管 林 署 iこんもんぜんす 1.00 一 大

四 篠 管 林 署 " 一
認メメ4面テ積小部戸板分メユ

施行セ人
大 根 占 S管 林 翠ー " 10.54 27.00 無 γ

計 1I.54 27.∞ 

大 曲 管 林 署a 揃い らず 19.0806 一 賓施後被害チ認メメ

号むト室林野局東京支局沼津出張所 " 30.00 16.50 有

帝室林野局木曾支局奈頁井出張所 グ 768.08 一 " 
常室林野局木骨支局野尻出張所 " 33∞ 113.22 多:'t有 1}

計 129.72 

5. 係蹄エ依ル野鼠騒除法

係蹄ヲ装置ジア野鼠ヲ捕フノV コトハ古来ヨ 9屡々使用セラ V，叉種々

ノ方法考案セラ V，坊間ニ販責セラノVlV種類甚ダ多ジ。然 v I'~ モ最毛有数

ナノ'V.，T、其ノ構造簡草ニジア自働的ノモノナ 9 トス。従来使用セラ lV、主

ナ lVモノヲ奉 V .>'\~次ノ如ジ。

最古簡単ナル ρ 竹筒ノ径 E寸，長サ 5す銭ノモノ千作 1}，鋸日チ学径以上入 v一端ョ'

z寸 2 分量生隔テ、小孔チアク，竹筒=、連ナル細片チ原曲 Y ，其ノ一端チ孔ノ項上=至ヲジ

ム。之 V =o 本ノ警結叉 ρ 藁緊チ以テ拐~ ，更=一本ノ腕糸叉 p、針金チ同所ユ結ピ付人斯

グ γ テ食物チ一端ヨ 1}入 V，鼠穴=袋澄スルトキ戸鼠 Y 餌チ認メテ之 V チ食セ y ト V，其

ノ進路チ遮 pレ警結叉 ρ 藁チ切 3レチ以テ，腕糸叉 p、針金ユテ捕殺セラル、ナ人

叉嘗テ北海道ユ於テ用 b ラ vv方法川土中ユ径 E 尺乃至 z尺檎ヤ底部ノ関キタル穴

， 予，



(279) 

チ堀甲，業ノ線 v"'-拝f干的ニ容易二下方=廻鴇スル板チノセ，業ノ先端=鼠ノ好ム食物チ

置キ，鼠:11-:!主ノ板上=乗舟〆ト共=白己ノ飽重コテ穴ノ中ユ隠ル、屯ノナに然 wトキ p、養

Y 直チユ奮態ヱ復スルチ以テ，自動的=多グノ鼠チ捕殺セ γ メ得べ V。

轟ユ問答チ求メ?IW本報舎中高知轡林局長港管林署ニ於テ，バ世チ 1) ト有事スルパネ製

ノ捕鼠器 156個チ周 b，黍"乳芋類チ鉱食トジ 4&'月間 2∞JIlf歩ノ林地ニ於テ，定夫一人=テ

1，∞コ頭ノ野鼠チ捕獲;;rf専有効ナ甲 V ト云 7。

6.蟻蒸法

本法 J、毒克期ヲ殺生セジメ，之 V ヲ鼠穴中ニ入 v密閉竹野鼠ヲ窒息、致

死セジムノV モノナ 9。最モ普通ニ用ヒラ JVノ'V~、二硫化決素ユジア，之ヲ布

片ニ浸ジ鼠穴ニ挿入セジメ。或 J、叉，長キ注出管ヲ有スノV 錬ニ入 V，之 v ヲ

鼠穴深ク滴下セジムノV モノナ 9。其量 J、各鼠穴 5-8ccヲ通常トナス。欧洲

ニ於ア J、特別ノ鐘ユ梓粁ヲ押スコトニヨ 9ア，一定量ヲ注出ス JV特別ノ

器具ヲ販責セ人 (Eck批 in;die Te伽

キモ亦層令用ヒラ JV)ljJチ硫黄ヲ燃焼ス JV器具ヲ装置 V ア其気髄ヲ鼠穴

ニ注入スノV 方法ナ人之等 J、凡ア特別ノ器具及装置ヲ要スノV ヲ以ア未ダ

虞ク行 J、vズ。殊ニ鼠穴ヲ見出スニ困難ナノV林地ニ於ア J、臆用 v難ジ。

7.誘殺法

野鼠ノ棲息、多キ林地ヲ選乙野鼠ノ好ンデ潜伏ジ或 J、集合スノV ニ適嘗

ナY 装置ヲ人工的ニ設定 V，其ノ中ニ多数ノ毒園子或 J、有毒穀粒ヲ入ノV

JV時ハ雨露ノ錦メ損傷セラ JVJVヲ防ギ得，長ク野鼠ヲ誘致ジ之ヲ毒殺セ

ジメ得ペジ。嚢ニ問答ヲ求メタノV 報告中弘前替林署ニ於アハ林地ニ燕憂

叉 J、蕎褒蒋ヲ高ず 2 尺 I坪ノ大ナニ積ミ重ネ，其ノ中ニ毒国子ヲ多数挿

入 V タ JVニ殻果大ナ 9シト云フ。

第七章結 論

本研究ヲ F格 JVニ常 9，前記数章ニ亙人記述セ JV大要ヲ掲記ス V バ次ノ

女DVo 

1.本邦林業上有害ナノV野鼠ノ種類刊はたねずみ亜科ニ 1j~ アはたねず

み，べつどふをるどねずみ，みかど相ずみノ三種ヲ確定ジ得タ 9。而ジアは
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たねずみ J、本州，四園，九州ユ於アベつどムをるどねずみ及ピみかどねず

み J、北海道=於ア有害ナノV種類ニジア，殊ニベつ芝ムをる etl.ずみ J、み

かどtl.ずみニ比三/卦布虞ク且ヅ被害大ナ人

叉ねずみ亜科ニ於ア川ゑぞ以めねずみ，ちねずみ，ゑじぶ、とねずみ，eぷ

ねずみノ四種ヲ確定セ 9。其ノ中えぞ以めねずみ及ちねずみノ分布最毛

大ニジア且ツ被害多ジ。是等ノ種類 J、北海道産ナ v ドモ本種=近キモノ

J、他ノ地方ニ於アモ亦有害ナ Y 可ジ。

2.北海道ニ於ア最モ有害ナノV 野鼠べつ Eよ、をるどねずみ J、，地下=屈

曲セ lV坑道ヲ穿チ替巣ス lVモノナ v ドモ，多季積雪期間 J、地上ニ巣ヲ移

動シ積雪下ニ於ア活動ス。而ジア融雪ト共ニ再ピ地中ニ入 lVモノナ 9。叉

其繁殖期 J、春秋二期ニ多ジト雄春期ニ於ア最毛著シ。春期ニ生 vタ lV産

児 J、遅クトモ秋期ュ於ア，叉秋期ノモノ J、翌春ニ於ア産児ス Y モノナ人

3.野鼠ノ被害 ρ 人工造林地ニ於ケ lV人工植栽樹種ニ最モ多ク，其ノ被

害 J、樹種ユヨ 9著シク異ナム概ジア針葉樹 J、最モ多クノ被害ヲ受ク。即

チ本州ュ於ケノνμ のき，北海道ェ於ケ lVからまっノ如ジ。澗葉樹ニ於ア被

害ノ甚ジキモノ J、< 1)，けやきdr.し類ナ 9 トス。然 v ドモ樹賞ユ劃ス Y 被

害 J、澗葉樹=最モ多ク殊ニp澱粉質ヲ多グ合メ lV山毛棒科ノモノユ著ジ

ク，NJJチぶt，J:，かしく bノ女DV'。之=次イデ胡桃科ノモノナ 9 トス。

被害樹木ノ年齢 J、新植苗木ヨ 9十年生ユ至 lV迄ノ幼妊樹ユ最モ多ジ。

而ジア鼠害ヲ受ケタノV林木 J、，甚ジキ時 J、枯死ヲ来スコト多九或 J、生育

ヲ害ジ樹木ノ形質ヲ損ス lVコト大ナ ')0

4・野鼠ノ被害時期 ρ 其食物ノ快乏ヲ来ス冬期，叉 J、初春ノ候=最モ多

辛/。積雪アノV地方 J、野鼠 J、積雪下ヲ走行竹林木ヲ噛食ス lVコト大ナ人

5・樹幹ヲ噛食ス lV被害 J、主ト V ア，はたねずみ亜科ノ種類=依 9アナ

ナ V，樹賓ヲ食スノV被害 J、はたねずみ及ねずみ雨亜科ニ依 9アナナ lV、
毛ノナ 9。

6.既往ェ於ア行 J、vタノV諜防法中有毅ナノνモノ少ジ。故=野鼠ノ被害

多キ地ニへ野鼠ノ好マザ Y 樹種ヲ植栽ス l};'ヲ可トス。例へ...，.北海道=於
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アからまっノ造林ヲ避ヶ，と三まつd ぞまつヲ以ア造林ス JVヌf如ジ。

樹木ニ薬剤ヲ塗布ス }v方法中，未ダ有数ナ Y モノヲ見出スヲ得ザ， ~〆

ト雄，z.回るたある川和、ヤ有数ナ 9。

7.野鼠駆除法中大面積ノ林地ニ膳用 ν得ノ'V.1、，鼠ちぶす菌ニ依ノV f.去及

すと bきにん有毒穀粧ニ依 lV方法ナ 9。然 v J'~ モちぶす菌=依 lVi去川野

鼠ノ種類ユ依 9戚受性ヲ異ユス。北海道産べつどムをるぎねずみニ婁}ジ

:7 ""，ちぶす菌園子ヲ食セジム 1""モ箆死率少ク，本質験=於ア J、其ノ卒 32

%ナ 9。故ニ之ヲ以ア此種ノ野鼠ヲ完全ニ駆除ス JVコト J、困難ナ 9。

すと bきにん有毒穀粧ニ依ノV i;去J、，其効力確賓ニシア野鼠ノ鎗死率甚

ダ大ナ 9。其使用法 J、手数ヲ要ス JVコト!少ク債 J、低廉ナヌ。叉野外ニ於ア

時日ヲ経過ス lVモ毒カヲ減退ス lVコト少九且ツ多クノ野鼠ニ依 9能ク

食セラノv 、等ノ長所ヲ有ス。之ヲ以ア現在野鼠駆除法中最モ有毅ナ 9 ト

信ズノV 毛ノナ， 0 

将来ユ於ア研究セラノV ベキ問題ハ各地ニ於ケノV有害ナノV野鼠ノ種類

ヲ確定仏各種類ノ野鼠ノ生態ヲ研究V'，而ジア是等ニ劃ス Y 有致ナノV珠

防及駆除法ヲ確定ス }v::l トヲ必要トス Y 毛ノナ人'
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園版説明

第ー廊版(1'af.1) 

Fig.l ぺっと・ふかろどねずみ Evotomysbedfordiae Thos. 

Fig.2 みかどねずみ Evofomysmikado 1'hos. 

Fig.3 

Fig.4 

Fig.5 

Fig.6 

第三岡

Fig.l 

ちねずみ ApodemusSpecI03US ainu (1'ho;.) 

えぞひめねずみ Apodernusgeisha hokkaidi (1'hos.) 

えじぶとねずみ Ratfusrattus alexandrinus (Geoff.) 

どぷねずみ Rattusnorvegicus (Erxl.) 

服(1'af.II) 

111"こねずみ MicrofusrnolltelJelli (M.-Edw.) 

Fig.2 ペつどふかるどねずみ Evotornysbedfordiae Tl】05

Fig.3 みかどねずみ Evotornysrnik"do 1'h05. 

Fig.4 えぞひめねずみ Apodernusgeisha hokkaidi (1'h05.) 

Fig.5 ちねずみ ApodemusspecI0511S ail1u (1'hos.) 

Fig.6 え Uぷとねずみ Rattusrattu5 alexandrinu5 (Geo任)

Fig. 7 !!ぶねずみ RattU5norvegicu5 (Erxl.) 

頭骨(自然大) a，上面 b，下商 C，側面

. 5.圃版 (Taf.111) 

Fig. I 111"こねずみ Microtu5rnontebelli (M.-Edw.) 

Fig.2 ペつどふやろどねずみ EvotomysbedfOIdiae Th05. 

Fig.3 みかどみずみ Evotornysmikado Thos. 

Fig.4 えぞひめねずみ Apodemusgeisha hokkaidi (Th05.) 

Fig.5 ちねずみ Apodemusspeciosus ainl1 (1'hos.) 

Fig.6 えピぷとねずみ Rattusrattus alexandrinl1s (Geo正)

Fig. 7 !!ぶねずみ Rattusnorvegicu5 (Erxl.) 

向上臼歯列 b，下臼歯列

第四回服 (Taf.IV) 

(精ヤ縮小〕

( 1/ 〉

〈 1/ 〉

( 11 】

く諭吉 小〉

( 11 ) .' 

第一園地中=於&")t;ぺつどふるるどねずみノ轡巣(平面画)

第二国同 上 (側面園}

第三園ぺつ Eふやろ Eねずみノ積雪下ニ於&"w;営巣

.3i圃版 (Taf.V) 

Fig.l ペつどふやるどねずみノ被害樹幹(からまっ)

Fig.2 みかどねずみノ被害樹幹(いれや)

Fig.3 111"こねずみノ被害樹幹(ひのき)

(泊、ヤ縮小〉

( 1/ ) 

( グ〉
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